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ロータリーの目的 
 

ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎として奉仕の理念を奨励し、これを育
むことにある。具体的には、次の各項を奨励することにある： 
 
第 1 知り合いを広めることによって奉仕の機会とすること； 
第 2 職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべて価値あるものと認識し、 

社会に奉仕する機会としてロータリアン各自の職業を高潔なものにする
こと； 

第 3 ロータリアン一人一人が、個人として、また事業および社会生活において、
日々、奉仕の理念を実践すること； 

第 4 奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的ネットワークを通じて、国際理解、
親善、平和を推進すること。 

 

ロータリーのビジョン声明 
 

私たちは、世界で、地域社会で、そして自分自身の中で、 
持続可能な良い変化を生むために、人びとが手を取り合って 
行動する世界を目指しています。 

 

四つのテスト 
 

言動はこれに照らしてから 
1. 真実かどうか 
2. みんなに公平か 
3. 好意と友情を深めるか 
4. みんなのためになるかどうか 
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地区研修・協議会 

日時:2023 年 4 月 15 日（土）10:00 開会 
場所:山形ビッグウィング 

 
 

司会:次期地区統括副幹事（事務局⾧）   須 藤 雅 人 

9:30 登録 

10:00 開会点鐘       ガバナーエレクト   伊 藤 三 之 

  開会の挨拶      地区研修・協議会実行委員⾧    柴 田 津 與 志 

  国歌斉唱       ソングリーダー   菱 沼 充 好  
ロータリーソング「奉仕の理想」    

  ガバナー挨拶      ガバナー      佐 藤 孝 子 

   ガバナーエレクト挨拶 及び 地区チーム紹介   ガバナーエレクト   伊 藤 三 之   

 10:20 地区研修・協議会について     次期地区研修リーダー   矢 口 信 哉 

   2023-2024 年度ＲＩテーマ 及び 次期地区基本方針  ガバナーエレクト   伊 藤 三 之 

   講師紹介 

11:30 基調講演 「ロータリーを語ろう そして ロータリーを楽しもう」      
    RI 第2840 地区パストガバナー・（公財）ロータリー米山記念奨学会常務理事   田 中 久 夫 

12:30 諸事連絡         次期地区統括副幹事（事務局⾧） 須 藤 雅 人     

     ～ 昼食・分科会会場への移動・休憩 ～ 

 13:30  分科会（各分科会 会場にて） 
  ◎ガバナー補佐 / 会⾧エレクト    ガバナーエレクト   伊 藤 三 之 
  ◎次期幹事 / クラブ事務局     次期地区幹事    小 野 和 行 

◎クラブ奉仕委員会     次期アドバイザー ＰＧ   齋 藤 榮 助 
◎会員増強委員会      次期アドバイザー Ｇ    佐 藤 孝 子 
◎職業奉仕委員会      次期アドバイザー ＰＧ   鈴 木 一 作 
◎青少年奉仕委員会     次期アドバイザー ＰＧ   矢 口 信 哉 
◎米山奨学・米山学友委員会     次期アドバイザー ＰＧ   ⾧ 谷 川 憲 治 
◎社会奉仕委員会      次期社会奉仕委員⾧ ＰＧ 大 久 保 章 宏 
◎ロータリー財団委員会     次期Ｒ財団委員⾧ ＰＧ   上 林 直 樹 

 15:00    ～ 分科会終了・本会議場への移動・休憩 ～ 

 15:20 会⾧エレクト会議での決議事項（案）、   次期地区資金委員⾧   伊 藤 明 彦 
申し合わせ事項（案）、予算（案）承認の報告 

 15:25 分科会報告                 

16:40 バッジ交換   ガバナー 佐 藤 孝 子 / ガバナーエレクト 伊 藤 三 之  

16:45 総括       次期地区研修リーダー   矢 口 信 哉 

 16:55 諸事連絡       次期地区統括副幹事（事務局⾧） 須 藤 雅 人 

17:00 閉会点鐘       ガバナーエレクト   伊 藤 三 之 
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地区研修・協議会について   
 
国際ロータリー第2800 地区  
2023-2024 年度 
地区研修リーダー・直前G 矢口 信哉 

1. 地区研修・協議会とは 
地区研修・協議会とは、クラブ会⾧エレクトを始めとする次期クラブ指導者に対して、クラブ活性 
化のために大切な「ロータリー情報」を提供しながら、次期クラブ指導者の役割と責務を周知し、 
意欲を喚起して、次期クラブ指導者チームとして大いに奮起してもらうための研修と協議の場です。 

2. 地区研修・協議会の目的 
地区研修・協議会の目的は次のとおりです（ロータリー章典 ２０．０６０．１．）。 
・就任に先立ち、次期クラブ指導者がクラブの指導者チームを築けるようにすること。 
・ガバナーエレクト、次期ガバナー補佐、次期地区委員会が、次期クラブ指導者チームの意欲を喚 

起し、地区と協力関係を築く機会を提供すること。 

3. 地区研修・協議会の指導者 
地区研修・協議会の指導者は次のとおりです（ロータリー章典 ２０．０６０．５．）。 
・ガバナーエレクトは、地区研修・協議会のプログラム全般の責任者です。 
・次期地区研修リーダーは、地区研修・協議会の計画と実施の責任者です。 
・次期地区委員⾧は、それぞれの関連分科会を指導する責任者です。 

4. 地区研修・協議会の参加者 
地区研修・協議会の参加者は、クラブ会⾧エレクト及び次年度に指導的役割を果たすよう会⾧エレ 
クトから指定されたクラブ会員です（ロータリー章典 ２０．０６０．２．）。 
なお、地区内全クラブの会⾧エレクトは、ＰＥＴＳ及び地区研修・協議会に参加することが会⾧の
資格要件として義務づけられています（標準クラブ定款第１１条第５節）。 

5. 地区研修・協議会の内容 
＜本会議の内容＞ 
地区研修・協議会の目的、次年度ＲＩテーマ、次年度地区方針と地区重点事項、クラブ指導者
の研修などに関して、協議を行います。 

＜分科会の内容＞ 
 ①地区のクラブ奉仕委員会、ロータリー情報委員会、会員増強委員会、公共イメージ委員会、 

職業奉仕委員会、青少年奉仕委員会、地域奉仕委員会、国際奉仕委員会 

・これらの地区委員会の役割は、クラブの効果的な運営や活動を援助することです。 
・分科会参加者は、クラブ内の各委員会における活動の意義や目標を理解し、クラブでの具体

的な活動内容や、そのための効果的な計画や手法を学ぶことが求められます。 
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・地域奉仕委員会及び国際奉仕委員会は、補助金／奉仕プロジェクト委員会と連携して、クラ 
ブに地区補助金及びグローバル補助金の有効活用を推奨し、援助してください。 

②地区のインターアクト委員会、ローターアクト委員会、ＲＹＬＡ委員会、米山奨学／米山 
学友委員会、ロータリー財団委員会 

・これらの地区委員会の役割は、ＲＩ、地区などの独自のプログラムに各クラブが参加する 
ことを推奨し、援助することです。 

・分科会参加者は、各々のプログラムの意義や目標を理解し、それらの活動の計画や内容を 
学び、できる限りプログラムに参加することが求められます。 

・米山奨学／米山学友委員会及びロータリー財団委員会には、寄付増進という任務も付随し 
ます。 

 
本日の地区研修・協議会は、午前中は研修、午後からは協議を中心とした 
プログラムになっております。 
最後までのご出席をお願いいたします。 
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2023-2024年度RIテーマ 
Create Hope in the World『世界に希望を生み出そう』 
 

 

ゴードン R. マッキナリー 

2023-2024 年度会⾧ 

South Queensferry ロータリークラブ 

スコットランド、ウェストロージアン 
 

エディンバラの王立高校とダンディー大学で学び、口腔外科の大学院学位を取得。2016 年までエディ
ンバラで自身の歯科医院を経営。英国小児歯科学協会のスコットランド東部支部会⾧を務めたほか、さ
まざまな教育的役職を歴任。また、⾧老会のリーダー、クイーンズフェリー教区会衆派教会理事会の会
⾧、スコットランド国教会総会のコミッショナーも務めた。 

1984 年、26 歳でロータリーに入会。South Queensferry（サウス・クイーンズフェリー）ロータリー
クラブに所属し、グレートブリテンおよびアイルランドの国際ロータリー（RIBI）の会⾧と副会⾧、RI
の理事と委員会メンバー（2022 年ヒューストン国際大会委員会アドバイザー、運営審査委員⾧など）
を務めた。 

新しいロータリークラブやグループを築くために会員と協力できるのを楽しみにしており、「私のビジ
ョンは、ロータリーの仲間になりたいと思うすべての人、世界でよいことをしたいと願うすべての人
が、それぞれに合った方法でどこででも参加できるロータリーとなること」と話す。 

英国を拠点とする非営利団体「ホープ・アンド・ホーム・フォー・チルドレン」の後援者であり、同団
体と RIBI とのパートナーシップを先導して、ルワンダ大虐殺によって孤児となった子どもたちを支
援。開発途上国の人びとや家族、ビジネスに持続可能な人道支援を提供する Grantham Kesteven ロー
タリークラブ（英国リンカンシャー）のイニシアチブ「Trade-Aid」も後援しているほか、国立の精神
保健機関である Bipolar UK のアンバサダーを務めている。 

趣味はラグビー、グルメとワイン、スコットランドの伝統的な杖づくり。 

ロータリー財団は「ロータリーの奉仕を動かす燃料」であるとし、妻ヘザーさん（ロータリアン）とと
もにポール・ハリス・フェロー、メジャードナー、ロータリー財団のベネファクター、遺贈友の会会員
となっている。 

孫娘たち（アイビーさん、フロレンスさん）が幸せに暮らせるより良い世界をつくるために、会⾧とし
て全力を捧げたいと考えている。 
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2023-2024 年度会⾧イニシアチブ 
メンタルヘルスの優先 

精神疾患や心の健康は話しづらいトピックだと感じるかもしれませんが、国際社会で人が幸福に生きる
には大切なことです。このような問題に取り組むための安全な環境を作ることは、私たちと関わるすべ
ての人を歓迎し、公平で、インクルーシブな環境につながります。 

ゴードン氏は、2023-24 年度に以下のような活動を行うことをクラブと地区に奨励しています。 

心の健康の話題に伴うスティグマの解消 

メンタルヘルスのニーズに関する認識の向上 

メンタルヘルスの支援や治療へのアクセス改善 

バーチャル交流を通じた平和構築 

ロータリーは、人と人とのつながりを生かして平和のために活動してきた⾧い歴史がありますが、新型
コロナの流行により、直接顔を合わせて活動することが困難になっています。コロナ禍を通じて学んだ
ことをヒントに、ゴードン氏は、より多くのプログラム、行事、活動にバーチャルの要素を取り入れる
ことを地区に奨励しています。テクノロジーを活用してつながりを作ることで、より多くの人にロータ
リーを体験する機会を提供できます。 

2023-24 年度、ロータリー青少年交換、新世代交換、ロータリー友情交換、その他のプログラムにおい
て、これらの要素を追加または維持することには、次のような利点があります。 

 会員や参加者が異文化を体験し、新しい友人を作り、国際的な認識を深めるための新しい方法を提
供する。 

 時間、健康、または経済的な理由で入会が困難な人に、参加への道を開く。 

 異文化間のコミュニケーションと理解を深め、より安定した平和な地域社会を実現する。 

女児のエンパワメント 

シェカール・メータ 2021-22 年度会⾧が立ち上げ、ジェニファー・ジョーンズ 2022-23 年度会⾧が継
続した、世界中の女児と女性のエンパワメントに焦点を当てた取り組みを、ゴードン氏も継続します。
女児の健康、福祉、教育、経済的安定を向上させる活動を続けることが会員に奨励されています。 
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ロータリー会員として今ほど素晴らしいときではないでしょう。私たちはロータリーで
素晴らしく歴史的な年度の真っただ中にいます。正直なところ、この年度を早く終わら
せたいと思う人はいないでしょう。 

ですから、終わらせるのではなく、新しいはじまりを作りだそうではありませんか。年
度の扉を閉めるのではなく、次年度への橋を築こうではありませんか。なぜなら、川が
流れているなら、それを渡る方法があればありがたいからです。 

私はかつて毎日、エディンバラにある私の歯科医院に車で通勤し、フォース川にかかる
いくつかの有名な橋を通りすぎるときに、その例を目にしていました。これらの橋をご
存知の方もおられると思いますが、これらは見事なエンジニアリングの象徴です。 

フォース鉄道橋は、1890年に開通しました。 

フォース道路橋は 1964年、最近ではクイーンズフェリークロッシング橋が 2017年に
開通しました。フォース橋の鉄道橋と道路橋を見ていつも感動するのは、これらがビジ
ョンをもつ人たちによって建てられたということです。それは、けっして会うことのな
い人たちのためのビジョン、けっして知り合うことのない人たちのためのビジョン、そ
れによって生活が改善される人たちのためのビジョンです。そのビジョンは、フォース
橋の場合のように、建設から 133年経った後も、利用者たちからありがたがられてい
ます。ロータリーの私たちのビジョンが、奉仕を受ける人たちからありがたがられてい
るように。 

今、ご自分の頭の中で橋のロゴを思い浮かべ、それがテーマと関連しているだろうと思
っている方がいたら、そこでその考えをやめてください。たとえ話がすべてテーマであ
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るわけではありません。同じように、次年度に皆さんが行うすべてのことが、これから
発表するテーマの推進と支援にかかわるわけではありません。 

私たちは、絶妙なタイミングでリーダーシップの手綱を渡されました。今は歴史的なと
きであり、ロータリーが世界の注目を集め、現在の期待をはるかに超えた可能性への道
を示す機会が訪れています。しかし、私たちの最も優れた仕事のいくつかは、ほかの人
たちの継続的な取り組みをサポートすることであるかもしれません。ジョーンズ会長と
ほかのロータリーリーダーたちが始めたことを土台として、今後さらに大きな成果が成
し遂げられるようにしていきましょう。これからの私の仕事、そしてすべてのロータリ
ーリーダーの仕事の多くにおいては、継続が重要となります。 

継続とは、以前のリーダーたちのよいアイデアを前進させることを意味します。 

私たちは詩人マヤ・アンジェロウの次の言葉からインスピレーションを得るべきです。
「続けましょう／自分らしくあるために／思いやりある行いで／不親切な世界をあっと
言わせるために」 

過去数年間、ローターアクトに力を与えると約束し、それを実行してきたロータリー会
長たちの継続へのコミットメントを、私たちは目にしてきました。その結果は驚くべき
ものです。ローターアクターたちは引き続き、ロータリーで全面的なパートナーとなる
だけでなく、リーダーとなることへの熱意を示すことで、私たちを勇気づけています。
ロータリークラブとローターアクトクラブが互いに協力し、支えあう新しい方法を見つ
け続けられるかどうかは、私たちにかかっています。 

継続のもう一つの優れた例に、女児のエンパワメントがあります。ジョーンズ会長は、
メータ会長のプログラムを継続することでこの素晴らしい模範を示しました。この取り
組みは、多くの点でロータリーが長年積み重ねてきたものであり、メータ会長がそれに
名をつけて拡大させたのです。私の孫娘アイビーとフローレンスのように、世界中の少
女が強く、十分な能力を身につけた女性へと成長できるよう支援するために、私はこれ
らの会長の仕事を引き継いでいくことを明確にしました。 

私はまた、すべての行いにおいて多様性、公平さ、インクルージョンを促進するために
ロータリーが遂げてきたすべての進歩を全面的にサポートしたいと考えています。会員
数は非常に重要ですが、DEIを全面的にサポートすることは、単に会員数を増やすこ
とを意味するわけではありません。DEIの最も重要な側面は、ロータリーを、どこか
らであれ最高の人材、最高のアイデア、最高のパートナーシップを受け入れるオープン
でインクルーシブな組織にすることです。人びとがロータリーを見たとき、そこに自分
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自身を見ることができる必要があります。そうなることができるかどうかは、私たち次
第です。 

継続にはほかにも二つの側面があり、それらは皆さんの活動にとって極めて重要となり
ます。一つ目は、ポリオです。ポリオの根絶が依然としてロータリーの最優先事項であ
ることはご存知だと思います。「ポリオのない世界」という夢を追い続け、多くのこと
を成し遂げてきたこの 35年間を、私たちは誇りとすることができます。 

根絶の実現にどれだけ近づいているか、ビル＆メリンダ・ゲイツ財団からの上乗せを全
額得るために最低 5,000万ドルを集めることがいかに重要であるかを毎年繰り返し言わ
たら、疲れるのも無理もないと承知しています。今、私たちに必要なのは、さらなる挑
戦かもしれません。現在、ポリオ根絶キャンペーンに寄付しているロータリー会員は約
12人に 1人に過ぎず、毎年寄付しているクラブも 5分の 1を下回っています。 

最近、世界の主要都市でポリオが発生したことで、この恐ろしい病の根絶に再び注目が
集まっています。根絶が実現した暁には、ロータリーは大きな歴史的称賛を受けるに値
します。 

ですから、各年度に何をすべきかではなく、それを超えて考え、できるだけ早く実現す
るために必要なあらゆるリソースを私たちが提供すべき時が来ています。新たな緊急感
を生み出し、世界の子どもを脅かす流行がさらに発生する前にポリオを根絶できるとい
う希望を生み出すために、皆さんの力が必要です。ロータリーの夢を現実のものとする
ために、皆さんの力が必要です。 

ポリオワクチンの開発者であるジョナス・ソーク博士の次の賢明な言葉に、耳を傾ける
必要があります：「希望は、夢を現実にしたいと強く願う人たちの夢、創造力、そして
勇気の中にあります」。この言葉は、私たちのすべての活動にとって意味があり、ロー
タリー行動計画のあらゆる側面に当てはまります。この行動計画は、希望を生み出し、
変化に必要な知識と勇気をロータリー会員に与えるものです。これを成し遂げるには、  

• 既知の成果と実証された証拠に基づいて奉仕プロジェクトを立案する方法につい
て会員に話す必要があります。 

• 互いに、そして私たちが奉仕するすべての人とオープンで、インクルーシブで、
思いやりのある心をもって接しましょう。 

• 世代や国境を超えて活動し、関係を築くためのあらゆる機会を探し求めてくださ
い。 
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• 世界に持続可能な変化を生む新しいアイデアや視点を、進んで受け入れてくださ
い。 

そのために、ロータリー行動計画の目標においてほかのロータリアンと協力していただ
けることを願っています。なぜなら、そうするのがリーダーシップにおける継続の最良
の手本であり、ロータリーのこれまでの最良の部分を土台としてさらに素晴らしいもの
を生み出すことだからです。 

行動計画のうち、皆さん全員に既に暗記していてほしいと思う部分があります。それは
このビジョン声明です：「私たちは、世界で、地域社会で、そして自分自身の中で、持
続可能な良い変化を生むために、人びとが手を取り合って行動する世界を目指していま
す」。行動計画を受け入れ、実行するための現実的な方法をクラブに提供することこそ
が、地域社会で持続可能な変化を生む最善の方法です。 

ここで話の焦点を、世界と自分自身の中に持続可能な変化を生むという、ビジョン声明
の二つの要素に当てたいと思います。そのために、これらのビジョンを実現させる二つ
の具体的で有望な方法に重点を置きたいと考えています。 

一つは、平和にさらなる主眼を置くことです。ロータリーを創始し、築いてきた先人た
ちは、ロシアが始めた残忍な戦争に直面するウクライナの人びとのために過去 1年間
に私たちが行ってきた懸命な支援活動を、きっと誇りに思うでしょう。 

過去に何度もそうしてきたように、ロータリーは歴史の呼びかけに応え、人道支援を最
優先してきました。惜しみなく寄付し、仲間を一心にサポートし、ウクライナの人びと
から尊敬を集めてきました。ウクライナで大勢が入会し続けていることは、入会と会員
の参加促進について大切なことを示唆しています。しかし、ウクライナ人にとってもロ
シア人にとっても、平和が実現するまでは本当の安らぎは訪れないことは明らかです。
同じことが、イエメン、アフガニスタン、シリア、そして世界のほかの数十の紛争地域
にも当てはまります。 

平和とは、希望が根づくための土壌です。 

人びとの間に新しいつながりを築き、共通点を求めて新しい機会を見つけるたびに、こ
の土壌が耕されます。これからの 1年間、私たちはバーチャルな国際交流を導入しま
す。これについては、今週後半にお知らせします。 

ロータリーでは、平和は受動的な夢ではなく、懸命な活動、築かれた信頼、そしてしば
しば難しい対話の結果として生まれるものです。平和は粘り強く、勇敢に実践しなけれ
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ばなりません。人類が立てることのできる最も勇敢な目標は、平和の追求です。ロータ
リーでは、すべての重点分野にわたる全活動が、希望を築く一助となり、それによって
平和と償いが可能となります。 

2006年、私はタイのバーン・タリングチャン村を訪れました。そこでは、2004年末の
津波の後で、ロータリー会員が新しい家や集会場、保育所、医療施設の建設にあたって
いました。そこで、ある女性が私に近寄ってきました。悲劇に直面した彼女は、やつれ
た様子でした。その女性は、私に美しい貝殻をくれました。 

この貝殻は彼女が 30年以上持ち続けていたものだと言います。数少ない所持品の一つ
だったこの貝殻を受け取ることを、最初はためらいました。しかし彼女は、ロータリー
がしてくれたことへの感謝のしるしとして受け取ってほしいと言い張りました。後日、
私は再びその女性に会い、彼女が津波で夫、娘、息子を失ったことを知りました。津波
がすべてを奪ったのです。家族、家、生計を失い、そして何よりも、生き続ける希望と
理由を失いました。しかし彼女は、地域社会を建て直すロータリーの活動のおかげで前
向きな気持ちを取り戻し、希望が与えられたと言いました。 

これは美しい貝殻です。私が次年度のテーマとその意味を検討していたとき、この貝殻
だけでなく、存命するスコットランドの最も偉大なアーティストの一人で、Jolomoと
しても知られるジョン・ロウリー・モリソンさんがよく使用する色にも引き付けられま
した。私は長年、彼の作品を愛し、収集してきました。ネクタイとスカーフの色を選ん
でいたとき、後ろのスクリーンでご覧いただけるように、そこに世界の色を反映させ、
さらに重要なこととして、次年度にロータリーが注力すべきことを反映させたいと思い
ました。 

タイの女性との思い出とこれらの色から、私は、今私たちが何をなすべきか、どんな行
動を呼びかけるべきか、テーマは何であるべきかに気づきました。そこで、2023-24年
度テーマは「世界に希望を生み出そう」であることをここにお知らせします。 

世界に希望を生み出そう。これが、ロータリーが世界に変化をもたらす方法です。私た
ちは、一つずつ新たな希望を生み出しています。このテーマはまた、自分自身の中で同
様の変化を生むのを促す方法を説明するものでもあります。なぜなら、地球上の多くの
人にとって、希望を失う理由は物質的な貧困だけではないからです。私たちは皆、自分
たちの幸せを脅かす課題に直面しています。平和の実践に大きな勇気が必要であるのと
同じように、誰かに助けを求めたり、助けを必要としていることを認めたりすることも
勇気ある行動です。 
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新型コロナウイルス流行の結果として、これまで以上に多くの人々が傷ついています。
多くの人が身近な人を失ったり、社会的つながりを断たれたりしています。分裂が広が
り、つながる機会が失われています。最も傷ついている世代の一つが、教育や対人スキ
ルを身につける機会が妨げられた子どもや若者です。さらに悪いことに、世界の多くの
地域では、助けを求めること、特にメンタルヘルスの助けを求めることは弱さであると
考えられています。しかし、真実から目をそむけることはできません。自分の弱さを認
め、すべての答えを知っているわけではないと認めるのは、勇気が要ることです。 

助けを求めることは勇気ある行動であり、幸せへの道を求めることは、さらに勇気が要
ることです。 

今週の後半、私がメンタルヘルスのトピックを重視する理由をご説明します。次年度、
そして願わくばそれ以降も、ロータリーの会員だけでなく地域社会の人びとのためにメ
ンタルヘルスのシステムを改善するいくつかのステップについて話をお聞きいただきま
す。私は、ロータリーが会員と奉仕を受ける人の両方を支える組織として知られるよう
になってほしいと思います。メンタルヘルスの専門家なら誰もが口をそろえてこう言う
でしょう。ほかの人を助けることで、本質的に自分自身が助けられるのだ、と。 

ほかの人を助けることで、ストレスが軽減され、気分がよくなり、私たち自身のメンタ
ルヘルスと幸せのためにもなることが、圧倒的な証拠で示されています。その中で培わ
れる友情は、素晴らしい連帯意識と仲間意識を育み、それ自体がメンタルヘルスと幸せ
に欠かせない要素となります。 

ですから、次年度の私たちの計画は、世界に平和にもたらし、紛争の影響を受けた人び
とを癒すこと、そして、私たち自身の内面的な闘いと向き合うためにお互いと地域社会
を支え、助けを求めることに対する社会的な偏見をなくすことです。 

これらの活動すべてにおける目標は、破壊的な紛争から世界が立ち直れるように、希望
を取り戻すことです。そうすれば、私たち自身のために持続可能な変化をもたらすこと
が可能となります。ロータリーは、平和、機会、生きる価値ある未来の土台を築いてい
ます。私たちが得意とすることを継続すると同時に、変化に対してオープンで前向きに
なり、世界と自分自身の中に平和を築くことに力を注げば、ロータリーはより平和で、
より希望のある世界を築く手助けができます。あらゆる地域からのロータリーのリーダ
ーである皆さんに、世界に希望を生み出すよう、心からお願い申し上げます。 
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ゴードン・マッキナリー 国際ロータリー会⾧エレクト 
2023-2024年度テーマ講演（2023年1月9日）の解説 

ガバナーエレクト 伊藤三之 

ＣＲＥＡＴＥ ＨＯＰＥ ｉｎ ｔｈｅ ＷＯＲＬＤ 
世界に希望を生み出そう 

１ マッキナリー氏は、まず、ご自分の出身地であるスコットランドエディンバラ郊外のフォース
川河口付近にかかる「フォース鉄道橋」の話をします。 

  フォース鉄道橋は１８９０年に開通され、以来１３０年以上の⾧きに渡り乗客や貨物を運び
続けていますが、その優れた造形美から「鋼の恐竜」とも呼ばれ、２０１５年には世界文化遺
産に登録されています。 

  マッキナリー氏がここで伝えたいことは、この鉄道橋が、「決して会うこともない、知り合う
こともないであろう将来の人たちの生活を改善しようとの明確なビジョン」を持った人びと
によって造られ、そして、実際に世代を超えて人びとの生活に便益をもたらしているというこ
とです。それは、私たちロータリーのビジョンに基づく行動が、将来、奉仕を受ける人たちか
らありがたがられるのと同じだというわけです。 

  この「ビジョンに基づく行動とそのインパクト（永続的に続く良い影響）」という点で、フォ
ース鉄道橋の話は、以下のストーリー展開の布石になっているのです。 

２ そして、マッキナリー氏は、私たちロータリーのビジョンに基づく行動が、これまでも大きな
インパクトをもたらしてきたことについて、次のような実績を紹介するとともに、さらに大き
なインパクトをもたらすためには、「継続」が重要であると指摘します。 

  マッキナリー氏は、「継続とは、以前のリーダーたちのよいアイデアを前進させることを意味
する」と述べています。 

① ロータリーが、ここ数年、「ローターアクト」に力を与えると約束し、それを実行してき
たこと、これからもロータリークラブとローターアクトクラブが互いに協力し、支え合う
新しい方法を見つけ続けることが重要だと述べています。 

② シュカール・メータ会⾧及びジェニファー・ジョーンズ会⾧が、ロータリーが⾧年積み重
ねてきた「女児のエンパワメント」のプログラムを継続させてきたこと、世界中の少女が
強く、十分な能力を身につけた女性へと成⾧できるよう支援するために、マッキナリー氏
もこのプログラムを継続させると述べています。 

③ ＤＥＩ（多様性、公平さ、包摂性）の取り組みも継続させること、ＤＥＩの最も重要な点
は、ロータリーを、どこからであれ最高の人材、最高のアイデア、最高のパートナーシッ
プを受け入れるオープンでインクルーシブな組織にすることにあると述べています。 

④ ロータリーが、「ポリオのない世界」という夢（ビジョン）を追い続け、最優先事項とし
て位置付けて、継続して多くのことを成し遂げてきたこの３５年間は、私たちの誇りであ
ること、最近、再びポリオが発生したことで、世界の子どもたちを脅かすポリオという恐
ろしい病の根絶に再び注目が集まっていること、「ポリオの根絶」というロータリーの夢
（ビジョン）を実現するために、ロータリーは新たな緊張感を持って必要なあらゆるリソ
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ースを提供すべき時が来ているのであり、根絶が実現した暁には、ロータリーは大きな歴
史的賞賛を受けるに値すると述べています。 

３ 次に、マッキナリー氏は、「今は歴史的なとき」であると指摘します。 

言うまでもなく、 

① ロシアのウクライナ侵攻によって、世界の平和が脅かされ、多くの人びとが壊滅的被害を
受けていること（同じことが、イエメン、アフガニスタン、シリア、そして世界のほかの
数十の紛争地域にも当てはまること） 

② コロナ禍の影響によって身近な人を失ったり、あるいは、社会的なつながりが絶たれたり、
社会の分裂が広がることで多くの人びとが傷つき、メンタルヘルスの問題に直面する人が
増えていること 

が念頭に置かれています。 

  マッキナリー氏は、「今は歴史的なときであり、ロータリーが世界の注目を集め、現在の期待
をはるかに超えた可能性への道を示す機会が訪れている」と「今」を位置付けています。 

  ２で述べたようなロータリーが得意とすることを継続すると同時に、このような歴史的変化
に対して、ロータリーは、オープンで前向きに、粘り強く、果敢に、新たな取り組みを行う必
要があるとして、「継続と革新の理想的なバランス」について触れています。 

  そして、マッキナリー氏は、「これまでもロータリーは歴史の呼びかけに応えてきた」と自負
します。 

「ロータリーがしかるべき運命を切り開くには、私たちは常に進化し、時には革新的にならな
ければならない」とのポール・ハリスの言葉が思い出されるところです。 

４ ここでマッキナリー氏は、「私たちは、世界で、地域社会で、そして自分自身の中で、持続可
能な良い変化を生むために、人びとが手を取り合って行動する世界を目指しています」という
ロータリーのビジョン声明に着目します。 

  「世界と自分自身の中に持続可能な変化を生む」というビジョン声明の要素に焦点を当てて、
「歴史の呼びかけ」に応える方法を見出そうとしています。 

  マッキナリー氏は、破壊的紛争によって世界の平和が失われ多くの人びとが壊滅的被害を受
け、あるいは、地球上の多くの人びとがコロナ禍によって自分たちの幸せ（自分の中の平和）
を脅かす課題に直面しているのであれば、ロータリーは、「世界と自分自身の中に平和を築く」
ことに力を注ぐべきであると述べます。 

そこから、マッキナリー氏は、「次年度の私たちの計画は、世界に平和をもたらし、紛争の影
響を受けた人びとを癒やすこと、そして、私たち自身の内面的な闘いと向き合うためにお互い
と地域社会を支え、助けを求めることに対する社会的な偏見をなくすことです」と述べ、「平
和の推進」と「メンタルヘルスへの取り組み」を取り上げ、ロータリーがこれらの課題に積極
的に取り組むことによって、「世界と自分自身の中に持続可能な変化を生む」ことを提唱して
いるのです。 

５ そして、マッキナリー氏は、キーワードとなる「希望」について言及します。 
  まず、マッキナリー氏は、タイで出会った一人の女性の話を紹介します。２００４年末に南ア

ジアを襲った津波で夫、娘、息子を亡くし、家や生計手段も失った女性が、家や集会場、保育
所、医療施設の建設をとおして地域社会を立て直すロータリーの活動を目の当たりにして、
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「生き続ける希望」を取り戻すことができたと語って、大切にしていた美しい貝殻をマッキナ
リー氏にプレゼントしたというエピソードです。  

  マッキナリー氏は、「世界と自分自身の中に平和を築く」ための全てのロータリー活動の目標
は、「希望を取り戻す、希望を生み出す」ことにあると述べます。そして、「平和とは、希望
が根づくための土壌である」と述べます。 

  「希望」こそが、ロータリーが、世界に、地域社会に、そして自分自身の中に持続可能な良い
変化をもたらす方法だと結論づけます。 

  「ロータリーのビジョン」、「ロータリーの夢」、そして「希望」。マッキナリー氏のテーマ
講演は見事にリンクし、完結しています。 

「ＣＲＥＡＴＥ ＨＯＰＥ ｉｎ ｔｈｅ ＷＯＲＬＤ 世界に希望を生み出そう」 
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2023年 2月 

ロータリー賞の目標と 

達成方法に関する説明 

ロータリー賞は、各年度に優れた取り組みを行ったクラブを表彰するものです。ロータリー賞

の目標に向けた取り組みは、クラブで会員の参加を促し、地域社会におけるクラブの存在意義

を保ち、効率的に運営するための一助となります。人びとを温かく迎え、その参加を促すクラ

ブは、ロータリーの価値観を反映したクラブであると言えます。クラブがロータリー賞の目標

に取り組むことで、ロータリーの力強さを保ち、次世代にとってふさわしい文化を育むことが

できます。  

ロータリー賞の受賞資格を満たすには、クラブが正規に RI に加盟していることが条件となりま

す。ロータリー賞の受賞資格である「正規に RI に加盟している」とは、RI からのクラブ請求

書の金額を遅延なく全額支払ったクラブを意味します。クラブが RI 請求額を遅延なく支払って

いるかどうかは、My ROTARY の「クラブの運営」＞「クラブの財務」の下にあるクラブの未

納金残高（毎日更新）レポートでご確認ください。（このレポートで未納金残高が 0 ドルとな

っている必要があります）。1 月中旬または 7 月中旬に請求書が閲覧可能となり次第、速やか

にお支払いください。    

ロータリークラブのリーダーは、ロータリー賞の達成を目指して、ロータリークラブ・セントラルに

あるのの目標のうち少なくとも半分の目標を選ぶことができますこのような柔軟性により、クラブに

とって最も重要で達成可能と思われる目標を選ぶことができます。さらに、目標の多くはロータリー

クラブ・セントラル内で「達成」に印をつける自己報告方式となります  

ロータリー賞を達成するには以下を行う必要があります： 

 ロータリークラブ・セントラルを開く 

 目標の内容を確認する 

 その中から少なくとも半分の目標を選択する  

 選んだ目標を達成する 

 6 月 30 日までにロータリークラブ・セントラルで達成を報告する  
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2023年 2月 

ロータリー賞の目標と 

達成方法に関する説明 

ロータリークラブ・セントラルを開いたら、「目標設定・確認センター」をクリックし、年度

を選び、「すべて」をクリックしてください。  

目標  目標の詳細 

会員増強 ロータリー年度末までに達成したいクラブ会員総数 

会員と参加促進 会員とその他の参加者のニーズがクラブ細則に反映されている1 

奉仕活動への参加 本ロータリー年度にクラブの奉仕活動に参加する会員の数 

新会員の推薦 本ロータリー年度に新会員を推薦する現会員の数 

ロータリー行動 

グループへの参加 

本ロータリー年度に少なくとも 1 つのロータリー行動グループのメンバーと

なっている会員の数 

リーダーシップ育成

への参加 

本ロータリー年度にリーダーシップ養成プログラム／活動に参加する会員の

数 

地区大会への参加 地区大会に出席する会員の数 

ロータリー親睦活動

グループへの参加 

本ロータリー年度にロータリー親睦活動グループのメンバーとなっている会

員の数 

地区研修への参加 地区で行われる研修／セミナー／協議会などに出席するクラブ委員会委員⾧

の数 

年次基金への寄付 本ロータリー年度のクラブと会員によるロータリー財団年次基金への寄付総

額   

ポリオプラス基金 

への寄付 

本ロータリー年度のクラブと会員によるロータリー財団ポリオプラス基金へ

の寄付総額  

大口寄付 本ロータリー年度に寄せられる一括 10,000 ドル以上の寄付の件数 

 
12023-24 ロータリー年度からの新たな目標 
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2023年 2月 

ロータリー賞の目標と 

達成方法に関する説明 

目標  目標の詳細 

遺贈友の会会員 遺産計画を通じてロータリー財団に 10,000 ドル以上の寄付を誓約すること

を、初めて本ロータリー年度にロータリー財団に通知する個人・夫婦の数 

ベネファクター 遺言またはそのほかの遺産計画に財団恒久基金を指定して寄付することをロ

ータリー財団に通知または恒久基金に 1,000 ドル以上を寄付して、新たにベ

ネファクターとなる個人・夫婦の数 

奉仕プロジェクト 本ロータリー年度にクラブが実施する奉仕プロジェクトの数   

ローターアクト 

クラブ 

本ロータリー年度にクラブがスポンサーする新ローターアクトクラブと既存

ローターアクトクラブの数 

インターアクト 

クラブ 

本ロータリー年度にクラブがスポンサーする新インターアクトクラブと既存

インターアクトクラブの数 

来訪する青少年交換

学生 

本ロータリー年度にバーチャルまたは対面形式でクラブが受け入れる青少年

交換学生の数 

派遣する青少年交換

学生 

本ロータリー年度にバーチャルまたは対面形式でクラブが派遣する青少年交

換学生の数 

RYLA 参加者 本ロータリー年度に直接対面式またはバーチャル形式でクラブが支援する

RYLA（ロータリー青少年指導者養成プログラム）参加者の数 

クラブ戦略計画 クラブにはクラブ独自の戦略計画（⾧期計画）があるか 

インターネット上の

存在感 

インターネット上にあるクラブの情報は現在の活動を正確に反映しているか 

親睦のための活動 本ロータリー年度、例会以外に親睦を目的としてクラブが実施した活動の回

数 
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2023年 2月 

ロータリー賞の目標と 

達成方法に関する説明 

目標  目標の詳細 

ウェブサイトとソー

シャルメディアの 

更新 

本ロータリー年度中、クラブのウェブサイトとソーシャルメディアアカウン

トを月に何回更新するか 

クラブのプロジェク

トのメディア掲載 

本ロータリー年度にクラブのプロジェクトを取り上げるメディア記事の数 

ロータリー作成の公

式推進用資料の使用 

本ロータリー年度に地域社会でロータリーを紹介するために、国際ロータリ

ーから提供される広告と公共奉仕資料（ブランドリソースセンターから入手

可能な放送用ビデオ、印刷広告、その他の公式資料）使用した回数 
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通

す
  

• 
少
な
く
と
も

12
の
目
標
を
選

ぶ
  

• 
達
成
し
た
い
目
標
を
選
び
、
「
目

標
の

設
定

の
欄

に
印

を
つ
け
る
。

  
• 

ク
ラ
ブ
が
目

標
を
達
成
し
た
ら
、
「
達

成
」
の

欄
に
印

を
つ
け
る

  
• 

年
度
を
通
じ
て
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
参

照
し
、
ク
ラ
ブ
に
よ
る
目

標
達

成
の

進
展

を
記

録
す
る

  
• 

ス
ポ
ン
サ
ー
ク
ラ
ブ
ま
た
は
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
会

長
が

、
8
月

15
日

ま
で
に
オ
ン
ラ
イ
ン
の
推
薦

フ
ォ
ー
ム
を
提

出
す
る
。
フ
ォ
ー
ム
の
記
入

に
あ
た
っ
て
は

、

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
参
照
す
る
。

  
     

年年
度度

ロロ
ーー
タタ
リリ
ーー
賞賞

のの
目目

標標
とと
達達

成成
のの

 
ワワ
ーー
クク
シシ
ーー
トト
（（
ロロ
ーー
タタ
ーー
アア
クク
トト
））
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     ロ
ー
タ
リ
ー
賞

（
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
）
は

、
よ
り
大

き
な
イ
ン
パ

ク
ト
を
も
た
ら
し
、
参

加
者

の
基

盤
を
広
げ
、
よ
り
積
極
的
な
か

か
わ
り
を
促
し
、
適
応
力
を
高

め
る
活

動
を

行
う
こ
と
で
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の

行
動
計
画

を
支

え
た
ク
ラ
ブ
を
表

彰
す
る
も
の

で
す
。

  
 以
下
の

22
の
目
標
の

う
ち
、
少
な
く
と
も

12
の

目
標

を
選

択
し
て
く
だ
さ
い
。
ク
ラ
ブ
に
と
っ
て
重

要
で
、
達
成
可
能

で
あ
る
と
思
わ

れ
る
目
標
を
選
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ク

ラ
ブ
は

全
ロ
ー
タ
リ
ー
年
度
を
か
け
て
、
こ
れ

ら
の

目
標

を
達

成
し
、
ロ
ー
タ
リ
ー
賞

の
受

賞
を
目

指
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 
 目
標
を
設
定

し
、
達
成
へ
の

進
展
を
記

録
す
る
際

に
こ
の

PD
F
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
推

薦
フ
ォ
ー
ム
を
記

入
す
る
際

に
も
参
考
と
し
て
く
だ
さ
い
。
ロ
ー
タ
リ
ー

賞
の
受
賞

に
必
要
な
要

件
は
以
下
の

通
り
で
す
：
  

• 
22

の
目
標

の
詳
細
に
目
を
通

す
  

• 
少
な
く
と
も

12
の
目
標
を
選

ぶ
  

• 
達
成
し
た
い
目
標
を
選
び
、
「
目

標
の

設
定

の
欄

に
印

を
つ
け
る
。

  
• 

ク
ラ
ブ
が
目

標
を
達
成
し
た
ら
、
「
達

成
」
の

欄
に
印

を
つ
け
る

  
• 

年
度
を
通
じ
て
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
参

照
し
、
ク
ラ
ブ
に
よ
る
目

標
達

成
の

進
展

を
記

録
す
る

  
• 

ス
ポ
ン
サ
ー
ク
ラ
ブ
ま
た
は
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
会

長
が

、
8
月

15
日

ま
で
に
オ
ン
ラ
イ
ン
の
推
薦

フ
ォ
ー
ム
を
提

出
す
る
。
フ
ォ
ー
ム
の
記
入

に
あ
た
っ
て
は

、

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
参
照
す
る
。

  
     

年年
度度

ロロ
ーー
タタ
リリ
ーー
賞賞

のの
目目

標標
とと
達達

成成
のの

 
ワワ
ーー
クク
シシ
ーー
トト
（（
ロロ
ーー
タタ
ーー
アア
クク
トト
））
 

 

  

ロ
ー
タ
リ
ー
賞

の
カ
テ
ゴ
リ
ー

  
目
標
の
詳

細
  

目
標
の
設

定
  

達
成

  
ク
ラ
ブ
の

会
員

数
 

ロ
ー
タ
リ
ー
年

度
末

ま
で
に
ク
ラ
ブ
会

員
を
＿

名
と
す
る
。

 
 

 

奉
仕
へ
の

参
加

 
本
ロ
ー
タ
リ
ー
年

度
に
、
＿

名
の

会
員

が
ク
ラ
ブ
の

奉
仕

活
動

に
参

加
す
る
。

 
 

 

ロ
ー
タ
リ
ー
行

動
グ
ル
ー
プ
へ
の

参
加

 
本
ロ
ー
タ
リ
ー
年

度
に
少

な
く
と
も

1
つ
の

ロ
ー
タ
リ
ー
行

動
グ
ル

ー
プ
の

メ
ン
バ
ー
と
な
る
会
員
数
を
＿

名
と

す
る
。

 
 

 

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
育
成
へ
の

参
加

 
会
員
の
ス
キ
ル

を
伸

ば
す
た
め
、
＿

回
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
育

成
ま
た
は

職
業

能
力

開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

す
る
。

 
 

 

地
区
大
会

へ
の
参
加

 
地
区
大
会

に
＿

名
の

会
員

が
出

席
す
る
。

 
 

 

ロ
ー
タ
リ
ー
親

睦
活
動

グ
ル

ー
プ

へ
の
参
加

 
本
ロ
ー
タ
リ
ー
年

度
に
ロ
ー
タ
リ
ー
親

睦
活

動
グ
ル

ー
プ
の

メ
ン
バ

ー
と
な
る
会
員

数
を
＿
名
と
す
る
。

 
 

 

地
区
研
修

へ
の
参
加

 
＿
名
の
ク
ラ
ブ
会

員
が

地
区

の
研

修
行

事
に
出

席
す
る
。

 
 

 

ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
利

用
  

＿
名
の
ク
ラ
ブ
会

員
が

ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
ア
ク
セ
ス
し
、
そ
れ

ら
の

会
員
が
＿

の
コ
ー
ス
を
完
了

す
る
。

 
 

 

年
次
基
金

へ
の
寄
付

 
ロ
ー
タ
リ
ー
年

次
基

金
に
ク
ラ
ブ
か

ら
寄

付
を
行

う
。
ま
た
、
こ
れ

ら
の

寄
付

が
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
の

寄
付

の
達
成

証
を
得
る
要

件
を
満

た
し
て
い
る
か

確
認

す
る
。

 
 

 

ポ
リ
オ
プ
ラ
ス
基

金
の
た
め
の

活
動

  
本
ロ
ー
タ
リ
ー
年

度
中

、
ロ
ー
タ
リ
ー
の

ポ
リ
オ
根

絶
活

動
の

た
め
の

募
金

ま
た
は
認

識
向
上
の
た
め
に
、
＿

件
の
活
動
を
行

う
。

 
 

 

奉
仕
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 
ス
ポ
ン
サ
ー
ク
ラ
ブ
と
協

力
し
、

6
つ
の

重
点

分
野

の
い
ず
れ

か
に
お
い
て
、
意

義
あ
る
地
域
社
会

ま
た
は
国

際
奉
仕
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実

施
す
る
。

 
 

 

ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
の
数

 
本
ロ
ー
タ
リ
ー
年

度
に
＿

つ
の

ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
を
ス
ポ
ン
サ

ー
す
る
。

 
 

 
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ

 
本
ロ
ー
タ
リ
ー
年

度
に
＿

つ
の

イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
を
共

同
ス
ポ
ン
サ

ー
す
る
。

 
 

 
R

YL
A
へ
の

参
加

 
＿
名
の
ク
ラ
ブ
会

員
が

ロ
ー
タ
リ
ー
青

少
年

指
導

者
養

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
R

YL
A）

の
計

画
に
関

わ
る
、
ま
た
は

R
YL

A
に
参

加
す
る
。

 
 

 

若
い
リ
ー
ダ
ー
の

た
め
の
プ
ロ

グ
ラ
ム

  
ロ
ー
タ
リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
R

YL
A、

新
世

代
交

換
な
ど
）
を
会

員
に
紹

介
す
る
た
め
の

会
合
を
開
く
。

 
 

 

戦
略
計
画

 
ク
ラ
ブ
に
は
最

新
の

戦
略

計
画

が
あ
る
。

 
 

 
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

存
在
感

 
ク
ラ
ブ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ペ
ー
ジ
は

、
現

在
の

活
動

状
況

を
正

確
に
伝

え
て
い
る
。

 
 

 
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
と
ソ
ー
シ
ャ
ル

メ
デ

ィ
ア
の

更
新

  
本
ロ
ー
タ
リ
ー
年

度
、
ク
ラ
ブ
の

ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
ま
た
は

ソ
ー
シ
ャ
ル

メ
デ
ィ
ア
の

ペ
ー
ジ
を
月
＿
回
更

新
す
る
。
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交
流
活
動

 
本
ロ
ー
タ
リ
ー
年

度
、
通

常
の

例
会

以
外

に
＿

回
の

交
流

行
事

を
開

く
。

 
 

 
ク
ラ
ブ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関

す
る

ソ
ー
シ
ャ
ル

メ
デ
ィ
ア
の
利
用

 
世
界
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
週

間
に
行

っ
た
イ
ベ
ン
ト
や

活
動

に
つ
い
て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
で
紹
介
す
る
。

 
 

 

ロ
ー
タ
リ
ー
の

公
式
推
進

資
料

の
利
用

 
本
ロ
ー
タ
リ
ー
年

度
、
地

域
社

会
で
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
を
推

進
す
る
た
め
、
ブ
ラ
ン
ド
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
に
あ
る

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
作

成
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
や

公
共

奉
仕

関
連

の
資

料
（
動

画
、
印

刷
広
告
、
そ
の
ほ
か
の

資
料
）
を

利
用
す
る
。

 

 
 

ク
ラ
ブ
の

推
進

 
卓
越
し
た
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
賞

に
ク
ラ
ブ
の

優
れ

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
応
募
す
る
。
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交
流
活
動

 
本
ロ
ー
タ
リ
ー
年

度
、
通

常
の

例
会

以
外

に
＿

回
の

交
流

行
事

を
開

く
。

 
 

 
ク
ラ
ブ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関

す
る

ソ
ー
シ
ャ
ル

メ
デ
ィ
ア
の
利
用

 
世
界
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
週

間
に
行

っ
た
イ
ベ
ン
ト
や

活
動

に
つ
い
て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
で
紹
介
す
る
。

 
 

 

ロ
ー
タ
リ
ー
の

公
式
推
進

資
料

の
利
用

 
本
ロ
ー
タ
リ
ー
年

度
、
地

域
社

会
で
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
を
推

進
す
る
た
め
、
ブ
ラ
ン
ド
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
に
あ
る

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
作

成
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
や

公
共

奉
仕

関
連

の
資

料
（
動

画
、
印
刷
広
告
、
そ
の
ほ
か
の

資
料
）
を

利
用
す
る
。

 

 
 

ク
ラ
ブ
の
推

進
 

卓
越
し
た
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
賞

に
ク
ラ
ブ
の

優
れ

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
応
募
す
る
。

 
 

 
  ロ
ー
タ
リ
ー
賞
（
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
）
は
、
よ
り
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
し
、
参
加
者
の
基
盤
を
広
げ
、
よ
り
積
極
的
な
か
か
わ
り
を
促
し
、
適
応
力
を
高
め
る
活
動
を

行
う
こ
と
で
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の
行
動
計
画
を
支
え
た
ク
ラ
ブ
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

  
 以
下
の

20
の
目
標
の
う
ち
、
少
な
く
と
も

11
の
目
標
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。
ク
ラ
ブ
に
と
っ
て
重
要
で
、
達
成
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
目
標
を
選
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ク
ラ
ブ
は
全
ロ
ー
タ
リ
ー
年
度
を
か
け
て
、
こ
れ
ら
の
目
標
を
達
成
し
、
ロ
ー
タ
リ
ー
賞
の
受
賞
を
目
指
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

 目
標
を
設
定
し
、
達
成
へ
の
進
展
を
記
録
す
る
際
に
こ
の

PD
F
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ス
ポ
ン
サ
ー
ク
ラ
ブ
の
役
員
と
ク
ラ
ブ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
オ
ン
ラ
イ
ン
の
推
薦
フ
ォ
ー

ム
を
用
い
て
ク
ラ
ブ
の
達
成
を
報
告
す
る
際
に
も
、
こ
の

PD
F
を
参
照
で
き
ま
す
。
ロ
ー
タ
リ
ー
賞
の
受
賞
に
必
要
な
要
件
は
以
下
の
通
り
で
す
： 

 
 

 
20
の
目
標
の
詳
細
に
目
を
通
す

  
 
ク
ラ
ブ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
の
指
導
を
受
け
、

11
の
目
標
を
選
ぶ

 
 
達
成
し
た
い
目
標
を
選
び
、
「
目
標
の
設
定
の
欄
に
印
を
つ
け
る
。

  
 
ク
ラ
ブ
が
目
標
を
達
成
し
た
ら
、
「
達
成
」
の
欄
に
印
を
つ
け
る

  
 
ス
ポ
ン
サ
ー
ク
ラ
ブ
の
役
員
と
ク
ラ
ブ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
年
度
を
通
じ
て
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
参
照
し
、
ク
ラ
ブ
に
よ
る
目
標
達
成
の
進
展
を
記
録
す
る

  
 
ス
ポ
ン
サ
ー
ク
ラ
ブ
の
役
員
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
協
力
し
、

8
月

15
日
ま
で
に
オ
ン
ラ
イ
ン
の
推
薦
フ
ォ
ー
ム
を
提
出
す
る
。
書
式
の

記
入
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
参
照
す
る
。

  
 ロ
ー
タ
リ
ー
賞
を
受
賞
す
る
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
は
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
か
ら
認
定
さ
れ
、

6
月

30
日
ま
で
に
地
区
ガ
バ
ナ
ー
か
ら
承
認
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
成
人
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
、

6
月

30
日
ま
で
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
氏
名
と
連
絡
先
情
報
を
ロ
ー
タ
リ
ー
に
提
出
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 
   

年年
度度
ロロ
ーー
タタ
リリ
ーー
賞賞
のの
目目
標標
とと
達達
成成
のの

 
ワワ
ーー
クク
シシ
ーー
トト
（（
イイ
ンン
タタ
ーー
アア
クク
トト
クク
ララ
ブブ
））
 

 

― 23 ―



ロ
ー
タ
リ
ー
賞
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

  
目
標
の
詳
細

 
目
標
の
設
定

  
達
成

  
ク
ラ
ブ
の
会
員
数

 
ロ
ー
タ
リ
ー
年
度
末
ま
で
に
ク
ラ
ブ
会
員
を
＿
名
と
す
る
。

 
 

 

奉
仕
へ
の
参
加

 
本
ロ
ー
タ
リ
ー
年
度
に
、
＿
名
の
会
員
が
ク
ラ
ブ
の
奉
仕
活
動
に
参
加
す
る
。

 
 

 

ロ
ー
タ
リ
ー
行
動
グ
ル
ー
プ

 
と
の
関
わ
り

 
本
ロ
ー
タ
リ
ー
年
度
中
、
ク
ラ
ブ
会
員
は
ロ
ー
タ
リ
ー
行
動
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
よ
り
詳
し
く
学
び
、

奉
仕
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
た
め
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
る
機
会
を
持
つ
。

 
 

 

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
育
成
へ
の

 
参
加

 
会
員
の
ス
キ
ル
を
伸
ば
す
た
め
、
＿
回
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
。

 
 

 

地
区
大
会
へ
の
参
加

 
地
区
大
会
に
＿
名
の
会
員
が
出
席
す
る
。

 
 

 

ロ
ー
タ
リ
ー
親
睦
活
動
と
の

 
関
わ
り

  
本
ロ
ー
タ
リ
ー
年
度
、
ク
ラ
ブ
会
員
は
ロ
ー
タ
リ
ー
親
睦
活
動
を
通
じ
た
機
会
に
つ
い
て
よ
り
多
く

を
学
ぶ
。

 
 

 

地
区
研
修
へ
の
参
加

 
ク
ラ
ブ
会
員
が
地
区
の
研
修
行
事
に
出
席
す
る
。

 
 

 

ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
利
用

  
20

20
‐2

1
ロ
ー
タ
リ
ー
年
度
に
、
ク
ラ
ブ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
ま
た
は

1
名
の
会
員
が
、
ロ
ー
タ
リ
ー

の
ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
奉
仕
に
つ
い
て
学
ぶ
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ー
ス
を
修
了
す
る
。

 
 

 

年
次
基
金
へ
の
寄
付

 
本
ロ
ー
タ
リ
ー
年
度
中
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の
年
次
基
金
へ
の
募
金
方
法
や
認
識
向
上
の
た
め
の
方

法
を
考
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。
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ザ
ー
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い
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あ
る
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仕
プ
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ジ
ェ
ク
ト
ま
た
は
国
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仕
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ロ
ジ
ェ
ク
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を
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。
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YL
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ラ
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タ
リ
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養
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プ
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。
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介
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。
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友
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ク
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域
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ら
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介
す
る
。

 
 

 

戦
略
計
画

 
ク
ラ
ブ
に
は
最
新
の
戦
略
計
画
が
あ
る
。

 
 

 
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
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デ
ィ
ア
の
更
新

 
本
ロ
ー
タ
リ
ー
年
度
、
ク
ラ
ブ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ま
た
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
ペ
ー
ジ
を
月
＿
回

更
新
す
る
。
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ロ
ー
タ
リ
ー
賞
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

  
目
標
の
詳
細

 
目
標
の
設
定

  
達
成

  
ク
ラ
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会
員
数
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ー
タ
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＿
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。
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仕
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仕
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。
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ラ
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奉
仕
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ク
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ン
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。

 
 

 

リ
ー
ダ
ー
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ッ
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育
成
へ
の

 
参
加
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＿
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リ
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。
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。
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ラ
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。
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。
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ザ
ー
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イ
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更
新
す
る
。

 
 

 

  ク
ラ
ブ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

 
関
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の

利
用

 

世
界
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
週
間
に
行
っ
た
活
動
に
つ
い
て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
で
紹
介
す
る
。

 
 

 

ブ
ラ
ン
ド
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
の

利
用

 
ロ
ー
タ
リ
ー
の
ブ
ラ
ン
ド
を
正
し
く
反
映
し
た
ロ
ゴ
や
資
料
の
作
成
に
お
い
て
、
ブ
ラ
ン
ド
リ
ソ
ー
ス

セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
。

  
 

 

ロ
ー
タ
リ
ー
の
公
式
推
進
資
料

の
利
用

 
本
ロ
ー
タ
リ
ー
年
度
、
地
域
社
会
で
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
を
推
進
す
る
た
め
、
ブ
ラ
ン
ド
リ
ソ
ー
ス
セ
ン

タ
ー
に
あ
る
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
作
成
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
公
共
奉
仕
関
連
の
資
料
（
動
画
、
印
刷
広

告
、
そ
の
ほ
か
の
資
料
）
を
利
用
す
る
。

 

 
 

ク
ラ
ブ
の
推
進

 
毎
年
の
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
賞
に
参
加
す
る
。
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＜＜ロローータタリリーーのの在在るるべべきき姿姿＞＞  

ロータリーは、 

① 親睦と学びを基盤に、       【親睦と学び】 

② 立派なロータリアンを育てながら、    【成長】 

③ 価値ある奉仕を通じて、         【奉仕】 

社会に貢献する世界的な団体である。 

第 2800 地区ビジョン 
（この地区ビジョンは、2022-2023 年度地区諮問委員会によって承認されたものです） 

 

１． 第 2800 地区は、地区内ロータリアン全員が、以下に掲げた「ロータリーの在 
るべき姿」、「ロータリーの目的」、「ロータリアンの木」の意味を理解して実践 
するよう支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 第 2800 地区は、当該年度のＲＩテーマを旨とし、地域のニーズと特性に沿った 
奉仕活動を支援する。 

３． 第 2800 地区は、クラブの多様性を尊重し、個性的で魅力あるクラブ運営を支援 
する。 

４．第 2800 地区は、次代を担う若きリーダーの育成を支援する。 

ガバナーエレクト プロフィール 
 

伊藤 三之（いとう みつゆき） 
 
所属クラブ  山形北ロータリークラブ 
生年月日   1960 年（昭和 35 年）4 月 1 日 
勤務先  伊藤三之法律事務所 弁護士 
住所     〒990-0057 山形市宮町 5-12-21 
携帯番号   090-3362-0020 
E-mail  lawyer-i@js7.so-net.ne.jp 

 
 
 

 
【学歴】 

1983 年 3 月   中央大学法学部 卒業 
 
【職歴】 

1993 年 4 月     伊藤三之法律事務所開設  
 
【ロータリー歴】 

2006 年 6 月     山形北ロータリークラブ 入会 
2014 年-2015 年 山形北ロータリークラブ 幹事 
2017 年-2018 年 山形北ロータリークラブ 会⾧ 
2020 年-2021 年 第５グループガバナー補佐 
2021 年-2022 年 地区職業奉仕委員会 委員⾧ 
 
ポール・ハリス・ソサエティ・メンバー 

米山功労者マルチプル 
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ガバナーノミニー プロフィール 
 

芳賀 康雄（はが やすお） 
 
所属クラブ  白鷹ロータリークラブ 
生年月日   1944 年（昭和 19 年）9 月 5 日 
勤務先  有限会社十王調剤薬局 代表取締役 
住所     〒992-0832 西置賜郡白鷹町荒砥乙 759 
携帯番号   080-5566-6400 
E-mail  y_haga@sea.plala.or.jp 

 
 
 

 
【学歴】 

1963 年 3 月   山形県立米沢興譲館高校 卒業 
1967 年３月  山形大学教育学部 卒業 

 
【職歴】 

1967 年 4 月     山形県立高校教員 採用 
2003 年３月  山形県立高校教員 依願退職 
2003 年４月  有限会社十王調剤薬局 開局 

 
【ロータリー歴】 

2005 年 1 月     白鷹ロータリークラブ 入会 
2007 年４月  第６ブロックＩＭ大会実行委員会事務局⾧ 
2007 年-2008 年 白鷹ロータリークラブ 幹事 
2010 年-2011 年 米山奨学生カウンセラー 
2011 年-2012 年 白鷹ロータリークラブ 会⾧ 
2012 年-2013 年 白鷹ロータリークラブ 会⾧ 
2015 年 5 月  クラブ 50 周年事業実行委員会事務局⾧ 
2015 年-2016 年 第６ブロックガバナー補佐 
2018 年 5 月  第６ブロックＩＭ大会実行委員会実行委員⾧ 
2020 年-2022 年 地区会員増強小委員会委員⾧ 
2022 年-2023 年 第６グループガバナー補佐 
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2023-2024 RI District 2800 
地区基本方針 

ロータリーを語ろう 
そして ロータリーを楽しもう 

ロータリーを語ろう 
１９０５年に創設されて以来、ロータリーの役割は、ロータリアンの人生において、地域社会に
おいて、そして世界において、絶えず進化してきました。 

ロータリーの初期においては、親睦と友情を深めながら、地域社会で人びととの「つながり」を
築く方法を提供してきました。ほどなくして、ロータリーに「奉仕」という概念が芽生え、組織
の成⾧とともにロータリーの影響力も大きくなっていきました。その後ロータリー財団の支えも
あって、ロータリーの奉仕は、世界中の人びとの生活を変えていく力を持つようになりました。
友情だけでなく、人助けのために行動する方法を求めて、そして、そのことを通じて自分自身も
成⾧することを求めて、多くの人がロータリーに集うようになりました。ロータリーの奉仕は、
人びとの人生、地域社会、そして世界を変えてきました。 

ただ、残念なことに、ロータリーがどんな団体で、どんな活動をしているのかを十分に理解して
いる人は多くありません。ロータリアンの仲間ですら、ロータリーについて十分に知らず、その
結果、ロータリアンであることの恩恵をあまり享受していない、または実感していない人も少な
くありません。 

ロータリアン一人ひとりが、自らが関わっているロータリー活動について、それぞれの立場で、
そのロータリー的意味を考え、学び、大いに語り合ってみましょう。 

その際のキーワードは「奉仕の理念」です。ロータリーの核心とも言うべき「奉仕の理念」とは、
誤解を恐れずに言えば、「世のため人のために、自分に何が出来るのか」ということです。「他
人を思いやる心」と言ってもいいかもしれません。 

ロータリアンは、クラブ内で親睦をもとにして自己研鑽・切磋琢磨して奉仕の理念を学び奉仕の
心を形成する。この内なる奉仕がクラブ奉仕であり、クラブの外では、奉仕の心を、職業奉仕、
社会奉仕、国際奉仕、そして青少年奉仕として実践する。これがロータリー活動です。 

どんな内容の卓話をすれば会員は役に立ったと言ってくれるのか、どんな工夫をすればニコニコ
ボックスに喜んで参加してもらえるのか、各種奉仕事業ではどのような事業プログラムにすれば
ロータリーらしさを出せるのか、それぞれの立場で、身近なところから、関わっていることのロ
ータリー的意味を探り、語り合ってみましょう。 

自分自身も、周りも、これまでよりも少しでも向上することを願って。難しいことではありませ
ん。実は、いろいろな窓から、それぞれが同じロータリーの風景を見ているにすぎないのです。 

そして ロータリーを楽しもう 
私たちは、誰しもが、自分の仕事を成功させ、家族を幸せにしようと努力します。でも、それだ
けでは何となく物足りないと感じます。世のため人のために役立ちたい、との願望を持ちます。
私たちは、生まれ持って、幸福とは私的な意味での幸せばかりでなく、社会との関わりの中での
幸せをも含むものである、その双方の意味での達成感、満足感を満たすことではじめて豊かな人
生をおくれることを知っているのかも知れません。 
だからロータリアンになっているとも言えます。 
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奉仕という気高い志に基づく行為は、奉仕を受ける人たちに良い効果を与えますが、それ以上に
奉仕をする側の者にも、幸福、喜びなど、人生で最良の価値を与えてくれるはずです。 

つまり、利他の精神が自分の幸せにつながる、そして自分を活かす道であるということです。 
私たちロータリアンは、そのような志を共有する仲間です。 

一歩進めて、相手の心に寄り添うメンタルヘルスに取り組んでみましょう。きっと貴方自身も癒
やされるはずです。 

世の中に、相手に、そして自分自身の中に、平和を取り戻しましょう。 
私たちと関わる全ての人を歓迎し、公平で、インクルーシブな環境を作りましょう。   
人びとの人生を豊かに、そして自分の人生を豊かにするために、ロータリーを楽しみましょう。 

「ロータリー」は、時間も、距離も、人種も、言語も、宗教さえも、軽々と超えていける魔法のキ
ーワードです。 

ロータリーを語り合い楽しむ仲間を増やそう 
ロータリーを語り合い楽しむことで、ロータリアンとしての活力が身につきます。活力あるロー
タリアンが多いクラブは、組織としての活力も増します。 

そのような好循環の中で、さらにクラブの活力を増大させるとともに、自分自身の活力を増大さ
せるために、ロータリーを語り合い楽しむ仲間を増やしましょう。 

仲間になって欲しい人に、ロータリーをどのように説明するのか、ロータリーの魅力をどのよう
に伝えるのか、その悩みの中にこそ、ロータリーを学ぶヒントがあるはずです。大いに語り合い
ましょう。 

その際には、マイロータリーなどのツールを積極的に活用し、世界中の仲間とつながり、世界中
の仲間のアイデア、最新情報を積極的に取り入れましょう。 

また、既存会員、特に入会歴の浅い会員の退会をいかにして防ぐことができるのか、今こそ、そ
の対策を真剣に考えてみましょう。ここでも、世界中の仲間のアイデア、最新情報がきっと役に
立つはずです。 

さらに、テクノロジーを活用して多くの人とのつながりを作りましょう。より多くのプログラム、
行事、活動にバーチャルの要素を取り入れることで、より多くの人にロータリーを体験する機会
を提供できます。ロータリーの公共イメージも向上し、ロータリーを理解してくれる人が増える
はずです。 

それぞれの最上川物語 
国際ロータリー第２８００地区の対象エリアは、山形県全域です。幸いにも、私たちの地区は行
政単位と一致した非常にまとまりのある地区構成です。 

さて、山形県の母なる川、最上川。一つの都府県内で完結する河川としては日本一の⾧さ（２２
９キロ）を誇ります。米沢の西吾妻山を水源とし、県内の数多くの市町村内を流れ、酒田の日本
海にそそぎ込みます。私たちの地区の第１グループから第６グループの全てを網羅しているので
す。 

  ＜広き野を ながれゆけども 最上川 うみに入るまで にごらざりけり＞ 

山形県民の歌「最上川」。この歌は、昭和天皇が皇太子でおられた大正１４年に山形県に行啓さ
れご覧になった最上川の様子を、その翌大正１５年の歌会始においておよみになられたものです。 
松尾芭蕉は「奥の細道」紀行（１６８９年）で、次のような句を残しています。 
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  ＜閑かさや 岩にしみ入る 蝉の声＞ 
  ＜五月雨を あつめて早し 最上川＞ 
  ＜暑き日を 海に入れたり 最上川＞ 

私たちのふるさと山形の山、川、海の、厳粛さ、清涼さ、雄大さを見事に表現しています。 

ふるさとの母なる川、最上川。いにしえより恵みを運ぶ大動脈。未来に豊かで美しい最上川を引
き継いでいくために、最上川をステージにして、地区内全てのグループが一丸となって、環境を
テーマにした事業を行いましょう。ロータリー奉仕デーの事業として地域社会に広報し、ロータ
リアンだけでなく、青少年を含む多くの地域の方々、パートナーの方々とともに汗をかいて、最
上川をとおして環境問題、そしてふるさとを考えてみましょう。 

それぞれのロータリアンが、それぞれの最上川物語をつくりましょう。 

与える文化 
米山梅吉が２０代で学んだアメリカ、オハイオ州のウェスリアン大学はキリスト教メソジスト教
会によって創立された私立大学ですが、メソジスト派の創始者ジョン・ウェスレーは次のような
言葉を残しています。 

「Gain all you can, Save all you can, and Give all you can」 
（大いに稼ぎ、大いに蓄え、そして大いに与えなさい） 

また、近代経済学の父アダム・スミスは、こう指摘します。 
「経済人として生きるのに必要なのは、聞く耳、涙する目、そして差しのべる手である」と。 

これが欧米の資本主義の思想と、自ら蓄えた財産を社会や未来のために寄付する文化を育てたと
言われています。 

米山梅吉はこれらの思想に大きな影響を受け、そして、生涯をかけそれを実践したのです。 
人は、財産ばかりでなく、才能、知識、努力、献身など、誰でも世のため人のために与えること
のできる何かをもっているはずです。 

相手のことを思いやり、理解し、世のため人のために自分に何ができるのか考えて、そして、手
を差しのべる。私たちロータリアンは、「与える文化」の実践者です。 

ニコニコボックス、ロータリー財団への寄付、米山奨学会への寄付のみならず、各種事業展開の
在り方などについて、再度その意義を考えてみる必要があると思うのです。 

夢と志をつなごう 
ロータリーの青少年奉仕は１００年以上の歴史があります。 
１９１６年には早くも当時の国際ロータリークラブ連合会が青少年活動委員会を設立し、１９２
７年には世界で最初の青少年交換事業が実施されています。 

その後、ＲＩの青少年奉仕常設プログラムとして、１９６２年に「インターアクトクラブ」、１
９６８年に「ローターアクトクラブ」、１９７１年に「ロータリー青少年指導者養成プログラム
（ＲＹＬＡ）」、１９７４年には「ロータリー青少年交換プログラム」が、それぞれＲＩ理事会
によって正式に採択されました。 

ロータリーの青少年奉仕プログラムの理念は、未来への投資であり、これらのプログラムを通じ
て、ロータリアンがロータリーの理念や伝統を、次世代の若者たちと共有し、引き継ぐことにあ
ります。 
２０２４年３月には「第３６回全国ローターアクト研修会 山形会議」が、同年５月には「第２
７回国際ロータリー日本青少年交換研究会 山形会議」が開催されます。 
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全国を舞台にするせっかくの機会です。青少年奉仕活動の現状と課題を直視して、次の希望を見
つけ出す起爆剤にしましょう。 

この２つの全国大会の開催を通じて、私たちロータリアンの夢と志を、次代を担う若者たちにし
っかりとつないでいきましょう。 

二度とない人生だから 志を高く持とう 
私が愛読する詩人坂村真民の詩集に「二度とない人生だから」という作品があります。 
その詩の一部を紹介します。 

二度とない人生だから 一輪の花にも 無限の愛をそそいでゆこう   
二度とない人生だから まず自分の身近な者たちに できるだけのことをしよう  
二度とない人生だから つゆくさのつゆにも めぐりあいのふしぎを思い 足をとどめてみつめてゆこう 
二度とない人生だから 戦争のない世の実現に努力し そういう詩を一篇でも多く作ってゆこう 

私は、この詩に、二度とない自らの人生を、実りあるものにするために生ききる「覚悟」を感じ
ます。二度とない人生だからこそ、今、このとき、この世に生かされている我が身のありがたさ
を想う。そして、志を高く持ち、自分が世のため人のために何が出来るのかを問う。 

 １９０５年にロータリークラブを創設したポール・ハリスも、１９２０年にわが国にその精神を
持ち込んだ米山梅吉も、きっと同じ想いだったはずです。 

 私たちロータリアンは、二度とない自らの人生を、実りあるものにするために、志を高く持って、
ポール・ハリスや米山梅吉が切り拓いた道を、その先へと、手をたずさえて歩み続けて行こうで
はありませんか。 

 
ＣＲＥＡＴＥ ＨＯＰＥ ｉｎ ｔｈｅ ＷＯＲＬＤ 

－ 世界に希望を生み出そう － 
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地区重点事項 
      

１ クラブ活性化 
･･･ ロータリー活動の基本はクラブにあります ･･･ 
ロータリーを語り、ロータリーを楽しむ基本は、全てそれぞれのクラブにあります。 
そして、クラブでの活動の基本は、例会にあります。充実した例会、充実した奉仕活動を
とおして、それぞれのクラブの活性化を図りましょう。 
クラブ活性化への具体的プランを検討し、ロータリー戦略計画も参考にしながら「クラブ
戦略計画」を策定しましょう。 

 
２ 情報活用 

･･･ テクノロジーを活用したつながりを作ろう ･･･ 
ロータリー活動のプラット・フォームとなっているマイロータリーに登録し、世界中の仲 
間とつながり、世界中の仲間のアイデア、最新情報を積極的に取り入れましょう。 
地区ホームページ、地区公式ＬＩＮＥなども積極的に活用し、ロータリーを楽しみましょう。 
そして、より多くのプログラム、行事、活動にバーチャルの要素を取り入れることで、より 
多くの人にロータリーを体験する機会を提供しましょう。 
 

３ 会員重視 
･･･ ロータリー活動の基本に会員の満足度という視点を ･･･ 
ロータリーは、「奉仕を受ける人」と「会員」の双方を支える組織であるべきです。会員の 
満足度が高まれば、会員の積極性を引き出し、クラブはより強く、より魅力的で、より楽し 
いものになります。 
さらに、奉仕活動についてばかりでなく、会員との関係においても、相手の心に寄り添う 
メンタルヘルスに取り組みましょう。 
私たちと関わる全ての人を歓迎し、公平で、インクルーシブな環境を作りましょう。 
 

４ 会員増強 
･･･ ロータリーを語り合い楽しむ仲間を増やそう ･･･ 
ロータリーを語り、ロータリーを楽しみましょう。そして、ロータリーを語り合い楽しむ 
仲間を増やしましょう。 
会員、特に入会歴の浅い会員の退会防止の工夫を具体的に考え、実践しましょう。 
各クラブ１名以上、地区としては５０名以上の純増を目指します。 
７月から１０月までの４か月間を会員増強強化期間とし、１１月の地区大会で、新会員に 
会⾧とともに登壇していただき、全員で歓迎いたしましょう。 

 
５ ロータリー奉仕デー 

･･･ それぞれの最上川物語 ･･･ 
最上川をステージにして、地区内全てのグループが一丸となって、環境をテーマにした清
掃活動事業を行いましょう。 
ロータリー奉仕デーの事業として地域社会に広報し、ロータリアンだけでなく、インター
アクター、ローターアクターを始めとする青少年を含む多くの地域の方々とともに汗をか
いて、最上川をとおして環境問題、そしてふるさとについて考えてみましょう。 
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６ ロータリー財団と米山奨学会への貢献 
･･･ 与える文化を実践しよう ･･･ 

「Gain all you can, Save all you can, and Give all you can」 
（大いに稼ぎ、大いに蓄え、そして大いに与えなさい ジョン・ウェスレーの言葉） 

「経済人として生きるのに必要なのは、聞く耳、涙する目、そして差しのべる手である」 
（アダム・スミスの言葉） 

私たちロータリアンは、「与える文化」の実践者です。 
ロータリー財団への寄付金は会員１人当たり年間１５０ドル以上、米山奨学会への寄付金
は会員１人当たり年間１５０００円以上を目指します。 
各クラブに最低一人、ポール・ハリス・ソサエティ・メンバーを輩出しましょう。 

 
７ 青少年奉仕に関する全国大会 

･･･ 青少年奉仕活動の現状と課題 そして未来へ ･･･ 
全国を舞台にするせっかくの機会です。青少年奉仕活動の現状と課題を直視して、次の希
望を見つけ出す起爆剤にしましょう。 
この２つの全国大会の開催を通じて、私たちロータリアンの夢と志を、次代を担う若者た
ちにしっかりとつないでいきましょう。 

① 第３６回全国ローターアクト研修会 山形会議 
２０２４年３月２３日（土）～２４日（日） 
会場:山形テルサホール、ホテルメトロポリタン山形 

    
② 第２７回国際ロータリー日本青少年交換研究会 山形会議 

２０２４年５月１１日（土）～１２日（日） 
会場:天童市市民文化会館、天童ホテル 
 

８ ガバナー賞 
･･･ ガバナー賞にチャレンジし、ロータリーを楽しもう ･･･ 
本年度ガバナー賞は、以下の８項目のうち３項目以上を達成したクラブを表彰します。 
① 会員増強 純増２名以上 
② 会員増強 女性会員純増１名以上 
③ マイロータリーの登録率８０パーセント以上 
④ 地区公式ＬＩＮＥ登録率８０パーセント以上  
⑤ ロータリー財団寄付 クラブ平均 １人１５０ドル以上 
⑥ 米山奨学会寄付 クラブ平均 １人１５，０００円以上 
⑦ ポール・ハリス・ソサエティ・メンバーの輩出 
⑧ ロータリー奉仕デーの事業「それぞれの最上川物語」に参加 

また、ガバナー補佐の推薦により、審査のうえ決定するガバナー賞は次の２つです。 

① 特に地域に貢献されたクラブを表彰 
② 特にロータリー活動に貢献されたロータリアンを表彰 
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2023-2024年度 
ロータリー奉仕デー 「それぞれの最上川物語」 
 

第２８００地区の対象エリアである山形県を流れる最上川。一つの都府県内で完結する河川とし
ては日本一の⾧さ（２２９キロ）を誇ります。米沢の西吾妻山を水源とし、県内の数多くの市町村
内を流れ、酒田の日本海にそそぎ込みます。私たちの地区の第１グループから第６グループの全て
を網羅しているのです。 

ふるさとの母なる川、最上川。いにしえより恵みを運ぶ大動脈。 

未来に豊かで美しい最上川を引き継いでいくために、最上川をステージにして、地区内全てのグル
ープが一丸となって、地区ごとに清掃作業を行いましょう。 

「ロータリー奉仕デー」の事業として地域社会に広報し、ロータリアンだけでなく、インターアク
ター、ローターアクターを始めとする青少年を含む多くの地域の方々とともに汗をかいて、最上川
をとおして環境問題、そしてふるさとを考えてみましょう。 

それぞれのロータリアンが、「それぞれの最上川物語」をつくりましょう。 

実施期日:２０２３年１０月１日（日） 
（なお、各グループの判断で、実施期日を９月下旬から１０月上旬の範囲内で変更することも可能です） 

「美しい山形・最上川フォーラム」のご協力のもと、「スポＧＯＭＩ」大会の形式での実施を想定
しておりますが、事業展開の詳細は、今後ガバナー補佐の皆さま、地区地域奉仕委員会を中心に検
討していくことになります。 
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ロータリーの基礎知識 １ 
（概略） 

ガバナーエレクト 伊藤三之 
 

１ 「ロータリーの目的」 
（国際ロータリー定款第４条 標準ロータリークラブ定款第５条）の意訳（私見） 

ロータリーの目的は、人生のあらゆる場面で「奉仕の理念」に想いを至して行動し、人生の
価値を高めることにある。具体的には、次のとおりである: 

 第１ 心の友を得て、自己研鑽の機会とすること; 

 第２ 職業は社会に奉仕する機会であることを理解し、だからこそ、職業上の高い倫理
基準を保ち、役立つ仕事は全て価値あるものと認識し、各自の職業を高潔なもの
にすること; 

 第３ ロータリアン一人一人が、個人生活において、職業生活において、そして社会生
活において、日々、奉仕の理念を実践すること; 

 第４ 奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的ネットワークを通じて、国際理解、       
親善、平和を推進すること。 

 
・・第２ないしは第３においては、business、profession、occupationという単語が使わ

れているが、本文「意義ある事業」と訳されている単語は、「worthy enterprise」で
あり、enterpriseは、事業、企業とも訳せるが、「こと」とも訳すことができ、「意義
あること、価値あること」というのは「人生」と訳せるのではないか 

 
２ 奉仕の理念 

「奉仕の理念」とは、「世のため人のために自分が持っている能力を全力で心を込めて捧
げること、そうした利他の精神が自分の幸せにつながる、そして自分を活かす道である」
ということ（本多博己ＰＧ ロータリー日本１００年史 本棚２３７頁） 
 

３ 二つのモットー（標語） 
「Ｓｅｒｖｉｃｅ ａｂｏｖｅ ｓｅｌｆ」（超我の奉仕）・・奉仕の哲学 
「Ｏｎｅ ｐｒｏｆｉｔｓ ｍｏｓｔ ｗｈｏ ｓｅｒｖｅｓ ｂｅｓｔ」 
（最もよく奉仕する者、最も多く報いられる）・・実践理論の原則 

決議２３－３４の第１項 

ロータリーは、基本的には、一つの人生哲学であり、それは利己的な欲求と義務およびこ
れに伴う他人のために奉仕したいという感情とのあいだに常に存在する矛盾を和らげよう
とするものである。この哲学は奉仕―「超我の奉仕」―の哲学であり、「最もよく奉仕する
者、最も多く報いられる」という実践理論の原則に基づくものである。 
 
・・２０１０年規定審議会は、決議２３－３４の第１項をそのまま「奉仕哲学の定義」とし 

て使用することを決議した 
  つまり、この二つのモットーは「奉仕の理念」の核心と位置付けられた 
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・・この二つのモットーは全体として一つの主張となっており、その真意は次のようにな 
る（本田博己ＰＧ ロータリー日本100年史 本棚２３６頁参照） 

  「相手に対する奉仕を自己の利益や都合より優先させよう。利益は奉仕の結果である。 
相手のために最善の奉仕をすれば、結果として最大の利益（金銭的な利益ばかりでな 
く、満足感や幸福感も含む）が得られる」 

 
４ 中核的価値観 

ロータリーの中核的価値観は、親睦（Ｆｅｌｌｏｗｓｈｉｐ）、奉仕（Ｓｅｒｖｉｃｅ）、 
リーダーシップ（Ｌｅａｄｅｒｓｈｉｐ）、多様性（Ｄｉｖｅｒｓｉｔｙ）、高潔性（Ｉｎ
ｔｅｇｒｉｔｙ）の５つ。 

ロータリーの中核的価値観は、全世界のロータリアンに対する調査に基づいて、過去100
年以上にわたるロータリーの「奉仕の理念」実践の中で育まれてきた、ロータリアンが共
有する価値観を凝縮したものであり、ロータリーという組織の考え方と方向性を定める原
動力であり、戦略計画においても重視される要素である。 
 

５ 四つのテスト 
言動はこれに照らしてから 
  １ 真実かどうか 
  ２ みんなに公平か 
  ３ 好意と友情を深めるか 
  ４ みんなのためになるかどうか 
 
・・ハーバート・テーラー（シカゴＲＣ）が、１９３２年、クラブアルミニウム社の再建の 

ため、経営上の指針として作成。１９４３年にＲＩ理事会は職業奉仕の一つのプログ 
ラムとして採用。１９５４年、ＲＩ会⾧となったハーバート・テーラーは版権をＲＩ 
に寄贈。同年、公募で東京ＲＣの本田親男氏（毎日新聞社社⾧）の邦訳決定 

・・「四つのテストは、私生活と仕事の両面にわたって奇跡的と言ってよい程役立つこと 
も分かった」（ハーバート・テーラー著「我が自叙伝」） 

・・もともとは「職業人の行動規範」だったものが、その後、ロータリーに取り入れられて 
からは「人生の行動指針」となった（刀根荘兵衛ＰＧ 敦賀ＲＣ） 

・・「四つのテストに照らして内省すること」は、「奉仕の理念」という目的を実践するた 
めの手段である（岐阜ＲＣ 四つのテスト解説） 
 

６ ＤＥＩ 
・Ｄ  Ｄｉｖｅｒｓｉｔｙ（多様性） 

・Ｅ  Ｅｑｕｉｔｙ（公平性、公正性） 

・Ｉ  Ｉｎｃｌｕｓｉｏｎ（包摂性） 

ＤＥＩとは、ロータリーの中に、多様性があり、公平で、インクルーシブ（包摂的）な文化
（「ＤＥＩ」の文化）を培うことが不可欠だということである。ＤＥＩは、中核的価値観を
反映したものであり、ロータリアンであることに伴う責任を説明したものであって、ロー
タリアンが持つべき文化であり、行動規範である。 
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ＤＥＩは、平たく言えば、「多くの人を、分け隔てなく、あたたかく迎え入れる」というこ
とであって、まさにポール・ハリスのいう「寛容」と同じ意味と思われる。つまり、ＤＥＩ
が意味するところは、ロータリーの世界においては、これまで「寛容」（Ｔｏｌｅｒａｔｉ
ｏｎ）という言葉で表現されていたことであって、ロータリーという組織を活性化させ発
展させるための知恵として、ロータリーの創設後まもなく、１００年以上前からロータリ
ーの組織そして会員に求められていた知恵、文化ではなかろうか 
（鈴木一作ＰＧ Ｗｈａｔ ｉｓ Ｒｏｔａｒｙ? ５４頁参照）。 

 
７ クラブの機能 

・「クラブの教育的機能」（ガイ・ガンデッカー） 

・「例会は人生の道場である」（米山梅吉） 

・「入りて学び 出でて奉仕せよ」（Ｅｎｔｅｒ ｔｏ ｌｅａｒｎ Ｇｏ ｆｏｒｔｈ  
ｔｏ ｓｅｒｖｅ １９４７－１９４８ＲＩ会⾧ ケンドリック・ガーンジー） 

・・「クラブ奉仕」とは 
  ロータリアンは、クラブ内で親睦をもとにして自己研鑽・切磋琢磨して奉仕の理念を 

学び奉仕の心を形成する。この内なる奉仕がクラブ奉仕であり、クラブの外では、奉 
仕の心を、職業奉仕、社会奉仕、国際奉仕、そして青少年奉仕として実践する。これが 
ロータリー活動である（深川純一ＰＧ 伊丹ＲＣ） 
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ロータリーの基礎知識 ２ 
（規定審議会と『標準ロータリークラブ定款』） 

ガバナーエレクト 伊藤三之 
 

１ ロータリーの組織規定と規定審議会 
「ＲＩ定款」、「ＲＩ細則」、そして「標準ロータリークラブ定款」を総称してロータリー
の「組織規定」といいますが、これらロータリーの組織規定の改定を審議するのが規定審
議会（Ｃｏｕｎｃｉｌ ｏｎ Ｌｅｇｉｓｌａｔｉｏｎ 通称ＣＯＬ）です。 

規定審議会は、当初は国際大会での決議に先立つ諮問機関という位置付けでしたが、１９
７０年よりＲＩの立法機関は規定審議会に一本化されました。 

１９７４年より３年に一度開催されることになり、直近では２０２２年４月に開催されま
した。規定審議会代表委員は、各地区１名であり、世界中で地区数と同数の５２０名で審
議されます。２０２２年４月は、アメリカシカゴでの対面参加とバーチャル参加のハイブ
リッド方式で開催されました（日本からは３４地区のうち、９名が直接参加、２５名がハ
イブリッド参加だったようです）。 

ちなみに、今回審議された制定案の数は９４件（日本の地区またはクラブからの制定案は
２６件）。審議の結果、採択されたのは２９件（日本からの制定案のうち７件採択）で、採
択率は約３１パーセントだったようです。 

２ 規定審議会決議と『標準ロータリークラブ定款』 
ＲＩの全ての加盟クラブは、『標準ロータリークラブ定款』を採用しなければなりません
（ＲＩ細則２．０３０）。そして、標準ロータリークラブ定款は、規定審議会によってのみ
（但し、クラブの名称とクラブの所在地域については別）改正されますが、このような改
正は、自動的に、各クラブの定款の一部となります（ＲＩ細則２．０３０．１）。 

→クラブの名称とクラブ所在地域以外の部分に関して、各クラブが変更する権限はありま
せん。また、各クラブの年次計画書などに掲載している『標準ロータリークラブ定款』がい
つの物であるかを問わず、最新（２０２２年版）の『標準ロータリークラブ定款』が効力を
有していますが、各クラブにおかれては、最新（２０２２年版）のものを掲載してください
（２０２５年版が出されるまで継続）。 

３ 「推奨ロータリークラブ細則」 
ＲＩは、『標準ロータリークラブ定款』を補足し、クラブの慣習を定めるものとして、「推
奨ロータリークラブ細則」を推奨しております。 

各クラブでは、ロータリークラブ細則を、ＲＩ定款、ＲＩ細則、標準ロータリークラブ定款
に違反、矛盾しない限り、クラブの慣習を反映させて適宜変更を加えて作成することがで
きます。 

４ 近年の規定審議会決議と『標準ロータリークラブ定款』への反映 
（１）２０１６年規定審議会決議 

・クラブ運営の柔軟性に関して、会員種類（第８条第７節）、例会回数（第７条第１節
（ｆ））や出席要件（第１０条第７節）などクラブの裁量による例外規定可能 
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・五大奉仕部門の職業奉仕の文言に「そして自己の職業上の手腕を社会の問題やニー 
ズに役立てるために、クラブが開発したプロジェクトに応えることが含まれる」と 
の部分（１９８７年のＲＩ「職業奉仕に関する声明」の内容）が追加 

（２）２０１９年規定審議会決議 
  ・職業分類制限廃止（第９条第１節） 
  ・メークアップ期間が「前後１４日」から「同年度内」に（第１０条第１節（ｄ））変更 

（３）２０２２年規定審議会決議 
  ・五大奉仕部門の社会奉仕の文言に「積極的平和」挿入（第６条３項） 
  ・出席免除申請に対する無裁量承認（第１０条第５節（ｂ）） 

・会員がクラブの所在地域に住居または事業場を有する要件（第１３条第２節（ａ）を
削除する件 
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ロータリーの基礎知識 ３ 
（ロータリーの目的、奉仕の理念など） 

ガバナーエレクト 伊藤三之 
 

１ ロータリーの目的（国際ロータリー定款 第４条 標準ロータリークラブ定款 第５条） 
ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎として奉仕の理念を奨励し、これを育むことに
ある。具体的には、次の項目を奨励することにある: 

第１ 知り合いを広めることによって奉仕の機会とすること; 

第２ 職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべて価値あるものと認識し、社会 
   に奉仕する機会としてロータリアン各自の職業を高潔なものにすること; 

第３ ロータリアン一人一人が、個人として、また事業および社会生活において、日々、 
奉仕の理念を実践すること; 

第４ 奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的ネットワークを通じて、国際理解、親善、 
平和を推進すること。 
 

・・標準ロータリークラブ定款 第１６条 
「会員は、会費を支払うことによって、ロータリーの目的の中に示されたロータリーの原
則を受諾し、クラブ定款・細則を順守し、これに拘束されることを受諾する。これらの条
件の下においてのみ、会員は、本クラブの特典を受けることができる。各会員は、クラブ
定款・細則の文書を受け取ったかどうかにかかわらず、定款・細則の条項に従うものとする」 

 
（１）意訳（私見） 
  ロータリーの目的は、人生のあらゆる場面で「奉仕の理念」に想いを至して行動し、人生

の価値を高めることにある。具体的には、次のとおりである: 
 

  第１ 心の友を得て、自己研鑽の機会とすること; 

  第２ 職業は社会に奉仕する機会であることを理解し、だからこそ、職業上の高い倫理
基準を保ち、役立つ仕事は全て価値あるものと認識し、各自の職業を高潔なもの
にすること; 

第３ ロータリアン一人一人が、個人生活において、職業生活において、そして社会生
活において、日々、奉仕の理念を実践すること; 

第４ 奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的ネットワークを通じて、国際理解、親善、
平和を推進すること。 

 
（２）奉仕の理念 

「奉仕の理念」とは、「世のため人のために自分が持っている能力を全力で心を込めて捧
げること、そうした利他の精神が自分の幸せにつながる、そして自分を活かす道である」
ということ（本多博己ＰＧ ロータリー日本１００年史 本棚２３７頁） 
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・・「奉仕とは、『役立つこと』の別名である」（シェルドン） 
「『役に立つ』という語は『奉仕』というより仰山でなくむしろ適切である」 
（ポール・ハリス） 

 
（３）モットー（標語） 

   「Ｓｅｒｖｉｃｅ ａｂｏｖｅ ｓｅｌｆ」（超我の奉仕）・・奉仕の哲学 
   「Ｏｎｅ ｐｒｏｆｉｔｓ ｍｏｓｔ ｗｈｏ ｓｅｒｖｅｓ ｂｅｓｔ」 
   （最もよく奉仕する者、最も多く報いられる）・・実践理論の原則 
 
  決議２３－３４の第１項 

ロータリーは、基本的には、一つの人生哲学であり、それは利己的な欲求と義務およびこ
れに伴う他人のために奉仕したいという感情とのあいだに常に存在す る矛盾を和らげよ
うとするものである。この哲学は奉仕―「超我の奉仕」―の哲学であり、「最もよく奉仕す
る者、最も多く報いられる」という実践理論の原則に基づくものである。 

・・２０１０年規定審議会は、決議２３－３４の第１項をそのまま「奉仕哲学の定義」として
使用することを決議した。同時に、「Ｔｈｅｙ」を「Ｏｎｅ」に変更することを決議した 

・・この二つのモットーは全体として一つの主張となっており、その真意は次のようになる
（本田博己ＰＧ ロータリー日本100年史 本棚２３６頁参照） 

  「相手に対する奉仕を自己の利益や都合より優先させよう。利益は奉仕の結果である。相
手のために最善の奉仕をすれば、結果として最大の利益（金銭的な利益ばかりでなく、満
足感や幸福感も含む）が得られる」 

 
（４）中核的価値観 

ロータリーの中核的価値観は、親睦（Ｆｅｌｌｏｗｓｈｉｐ）、奉仕（Ｓｅｒｖｉｃｅ）、 
リーダーシップ（Ｌｅａｄｅｒｓｈｉｐ）、多様性（Ｄｉｖｅｒｓｉｔｙ）、高潔性 
（Ｉｎｔｅｇｒｉｔｙ）の５つ。 

今日の世界は、１９０５年の世界と同じではない。人口動態が変わり、変化のスピードが
加速し、テクノロジーによってつながりや奉仕の新たな機会が生み出されている。しかし、
不変なのは、ロータリーを定義づける中核的価値観に対するニーズである。 

ロータリーの中核的価値観は、全世界のロータリアンに対する調査に基づいて、過去100
年以上にわたるロータリーの「奉仕の理念」実践の中で育まれてきた、ロータリアンが共
有する価値観を凝縮したものであり、ロータリーという組織の考え方と方向性を定める原
動力であり、戦略計画においても重視される要素である。 

 
（５）四つのテスト 

    言動はこれに照らしてから 

    １ 真実かどうか 

    ２ みんなに公平か 

    ３ 好意と友情を深めるか 

    ４ みんなのためになるかどうか 
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・・ハーバート・テーラー（シカゴＲＣ）が、１９３２年、クラブアルミニウム社の再建のた 
め、経営上の指針として作成。１９４３年にＲＩ理事会は職業奉仕の一つのプログラムと 
して採用。１９５４年、ＲＩ会⾧となったハーバート・テーラーは版権をＲＩに寄贈。同 
年、公募で東京ＲＣの本田親男氏（毎日新聞社社⾧）の邦訳決定 

・・「四つのテストは、私生活と仕事の両面にわたって奇跡的と言ってよい程役立つことも分 
かった」（ハーバート・テーラー著「我が自叙伝」） 

・・もともとは「職業人の行動規範」だったものが、その後、ロータリーに取り入れられてか
らは「人生の行動指針」となった（刀根荘兵衛ＰＧ 敦賀ＲＣ） 

・・「四つのテストに照らして内省すること」は、「奉仕の理念」という目的を実践するため
の手段である（岐阜ＲＣ 四つのテスト解説） 

     
（６）ＤＥＩ 

    ・Ｄ Ｄｉｖｅｒｓｉｔｙ（多様性） 

    ・Ｅ Ｅｑｕｉｔｙ（公平性、公正性） 

    ・Ｉ Ｉｎｃｌｕｓｉｏｎ（包摂性） 

もともとは、欧米での経営論、組織論の用語で、１０年以上前のＤ＆Ｉから、ここ数年でＤ
ＥＩに進化した。 

ロータリーにおいては、２０１９年１月ＲＩ理事会において、「ＤＥＩ声明」を採択し、２
０２０年９月には「ＤＥＩタスクフォース」を設置し、意見を集約した。 

２０２２－２０２３年度ＲＩ会⾧ジェニファー・ジョーンズは、ロータリーの戦略的優 先
事項や行動計画を実現するための行動規範として、ＤＥＩの推進を強く奨励している。 

２０２３－２０２４年度ＲＩ会⾧ゴードン・マッキナリーも、ＤＥＩの推進に継続的に取り
組むと宣言した。 

ＤＥＩとは、ロータリーの中に、多様性があり、公平で、インクルーシブ（包摂的）な文化
（「ＤＥＩ」の文化）を培うことが不可欠だということである。ＤＥＩは、中核的価値観を
反映したものであり、ロータリアンであることに伴う責任を説明したものであって、ロータ
リアンが持つべき文化であり、行動規範である。 

ＤＥＩは、平たく言えば、「多くの人を、分け隔てなく、あたたかく迎え入れる」というこ
とであって、まさにポール・ハリスのいう「寛容」と同じ意味と思われる。つまり、ＤＥＩ
が意味するところは、ロータリーの世界においては、これまで「寛容」（Ｔｏｌｅｒａｔｉ
ｏｎ）という言葉で表現されていたことであって、ロータリーという組織を活性化させ発展
させるための知恵として、ロータリーの創設後まもなく、１００年以上前からロータリーの
組織そして会員に求められていた知恵、文化ではなかろうか 
（鈴木一作ＰＧ Ｗｈａｔ ｉｓ Ｒｏｔａｒｙ? ５４頁参照）。 
 

２ ロータリークラブの目的（標準ロータリークラブ定款 第３条） 
本クラブの目的は、次の通りである。 
（ａ）「ロータリーの目的」の達成を目指すこと 
（ｂ）五大奉仕部門に基づいて成果あふれる奉仕プロジェクトを実施すること 
（ｃ）会員増強を通じてロータリーの発展に寄与すること 
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（ｄ）ロータリー財団を支援すること 
（ｅ）クラブレベルを超えたリーダーを育成すること 
 
クラブの機能 
 ・「クラブの教育的機能」（ガイ・ガンデッカー） 
 ・「例会は人生の道場である」（米山梅吉） 
 ・「入りて学び 出でて奉仕せよ」（Ｅｎｔｅｒ ｔｏ ｌｅａｒｎ Ｇｏ ｆｏｒｔｈ 

 ｔｏ ｓｅｒｖｅ １９４７－１９４８ＲＩ会⾧ ケンドリック・ガーンジー） 
 

３ 国際ロータリーの目的（国際ロータリー定款 第３条） 
ＲＩの目的は次の通りである。 
（ａ）ロータリーの目的を推進するようなプログラムや活動を追求しているクラブ、ロ 
   ーターアクトクラブ、ＲＩ地区を支援すること。 
（ｂ）全世界にわたって、ロータリーを奨励し、助⾧し、拡大し、管理すること。 
（ｃ）ＲＩの活動を調整し、全般的にこれを指導すること。 
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ロータリーの基礎知識 ４ 
（ロータリー戦略計画） 

ガバナーエレクト 伊藤三之 
１ ロータリー戦略計画 

ロータリーがこれからもダイナミックな組織であり続け、世界中の地域社会に貢献してい
くための将来への指針となるのが、ロータリー戦略計画です。 

２ ロータリー戦略計画の経緯 
２００４年６月   規定審議会がＲＩ戦略計画委員会の設置承認 
２００７年６月   中核的価値観承認 
２０１７年６月   ロータリーのビジョン声明承認 
２０１８年６月   ２０１９年７月～２０２４年６月までの５年間のロータリーの戦略 

的優先項目と目標承認 

３ 中核的価値観 
ロータリーの中核的価値観は、親睦（Ｆｅｌｌｏｗｓｈｉｐ）、奉仕（Ｓｅｒｖｉｃｅ）、 
リーダーシップ（Ｌｅａｄｅｒｓｈｉｐ）、多様性（Ｄｉｖｅｒｓｉｔｙ）、高潔性 
（Ｉｎｔｅｇｒｉｔｙ）です。 

今日の世界は、１９０５年の世界と同じではありません。人口動態が変わり、変化のスピ
ードが加速し、テクノロジーによってつながりや奉仕の新たな機会が生み出されています。
しかし、不変なのは、ロータリーを定義づける中核的価値観に対するニーズです。 

ロータリーの中核的価値観は、全世界のロータリアンに対する調査に基づいて、過去100年
以上にわたるロータリーの「奉仕の理念」実践の中で育まれてきた、ロータリアンが共有
する価値観を凝縮したものであり、ロータリーという組織の考え方と方向性を定める原動
力であり、戦略計画においても重視される要素です。 

４ ロータリーのビジョン声明 
私たちは、世界で、地域社会で、そして自分自身の中で、持続可能な良い変化を生むため
に、人びとが手を取り合って行動する世界を目指しています。 

5 ロータリーの戦略的優先項目と目標 
国際ロータリーとロータリー財団のビジョンを達成するため、２０１９年７月から２０２
４年６月までの５年間の活動を方向づける４つの優先事項が定められました。 

それは、ビジョンを達成するための５年間の行動計画（Ａｃｔｉｏｎ Ｐｌａｎ）です。 
私たちは、「世界を変える行動人」として、価値観を行動に移しましょう。 

以下、ＲＩが「２０２３－２０２４年度目標」として掲げる優先事項と具体的目標を示し
ます（具体的目標項目は国際協議会ガバナーエレクト用ワークブック５９頁より）。 

① 優先事項１ 「より大きなインパクトをもたらす」の目標 
地域社会や世界で変化をもたらすために、職業上の専門知識、プロジェクトやクラブの経
験、ネットワークなどを生かして、ロータリーのインパクトを実証していきましょう。 
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「インパクト」とは、「ロータリーの行動によってもたらされるポジティブで⾧期的な変
化」のことであると定義されており、ビジョン声明に示された持続可能性を内容としてい
ます。どれほど「大掛かりで派手」なプロジェクトを行っても、どれほど「衝撃的」なイベ
ントであっても、それが「ポジティブな⾧期的変化」をもたらすものでない限り、「インパ
クト」ではないことになります。 

1. ポリオを根絶し、ロータリーの役割を強調する。 
2. ロータリー財団への寄付を行うクラブとロータリー会員の総数を増やすとともに年

次基金とポリオプラスへの寄付を増やし、２０２５年度までに恒久基金を２０億２５
００万ドルに成⾧させる。 

3. 特にロータリーの重点分野において、クラブ、地区、国際プログラムとプロジェクト
が成果を上げられるようにし、その成果を測定する。 

② 優先事項２ 「参加者の基盤を広げる」の目標 
より多くの人が結束すれば地域社会や世界を変える力が高まることを、私たちは知ってい
ます。夢を共有する人たちが一緒に行動できるよう、つながりと機会をつくり出しましょ
う。 

1. 既存のパートナーシップを強化し、新たなパートナーシップを築くことで、ロータリ
ーの国際的な立場を向上させる。 

2. 革新的なクラブや参加を促す経路を確立し、発展させる。 
3. ロータリーとローターアクター会員は世界を変える行動人であるという認識と理解

を高める。 

③ 優先事項３ 「参加者の積極的なかかわりを促す」の目標 
私たちが奉仕する人だけでなく、奉仕に参加する人も、自分の存在が認められ、声が聞き
入れられていると感じる必要があります。奉仕に参加する人のニーズ、期待、成⾧を活動
の中心に据えることを、再び誓いましょう。 

1. 個人的成⾧、リーダーシップ開発、奉仕、ネットワークづくりの機会を通じて、ロー
タリーの中核的価値観を支える会員参加促進の手段を強化する。 

2. 入会後１年以内に退会する新会員の数を減らす。 
3. 特にロータリークラブ、ローターアクトクラブの参加者の連携を強める。 
4. クラブ、リーダーシップ、およびロータリーファミリー全体で、多様性、公平さ、 

インクルージョンへのコミットメントを強化する。 

④ 優先事項４ 「適応力を高める」の目標 
世界は急速に変化しており、ロータリーがこれからも歴史の呼びかけに応えていくために、
ロータリーも進化、革新し続けましょう。 

1. ロータリーのプログラムとロータリーが提供する体験を見直し、その妥当性と効果
を確実にする。 

2. バーチャルでのつながりの活用を支援・奨励することで、対面式の会合、研修、ファ
ンドレイジング、奉仕プロジェクトの効果を最大限にする。 

3. ロータリーの奉仕提供およびボランティアリーダーシップの構成を継続的に見直し、
効果を高め、責務および説明責任の所在をより明確にする。 
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６ ＤＥＩ 
・Ｄ  Ｄｉｖｅｒｓｉｔｙ（多様性） 
・Ｅ  Ｅｑｕｉｔｙ（公平性、公正性） 
・Ｉ  Ｉｎｃｌｕｓｉｏｎ（包摂性） 

もともとは、欧米での経営論、組織論の用語で、１０年以上前のＤ＆Ｉから、ここ数年で
ＤＥＩに進化しました。 

ロータリーにおいては、２０１９年１月ＲＩ理事会において、「ＤＥＩ声明」を採択し、
２０２０年９月には「ＤＥＩタスクフォース」を設置し、意見を集約しました。 

２０２２－２０２３年度ＲＩ会⾧ジェニファー・ジョーンズは、ロータリーの戦略的優先
事項や行動計画を実現するための行動規範として、ＤＥＩの推進を強く奨励しています。 

２０２３－２０２４年度ＲＩ会⾧ゴードン・マッキナリーも、ＤＥＩの推進に継続的に取
り組むと宣言しました。 
 

７ まとめ:ビジョン声明と行動計画（四つの戦略的優先事項）とＤＥＩの関係 

国際ロータリーとロータリー財団の、持続可能なよい変化を生むために人びとが手を取り
合って行動する世界という「ビジョン」を実現するために、今後数年間の活動を方向づけ
る四つの戦略的優先事項が「ロータリーの行動計画」として定められましたが、その計画
を成功させるためには、ロータリーの中に、多様性があり、公平で、インクルーシブ（包
摂的）な文化（「ＤＥＩ」の文化）を培うことが不可欠だというわけです。 

ＤＥＩは、中核的価値観を反映したものであり、ロータリアンであることに伴う責任を説
明したものであって、ロータリアンが持つべき文化であり、行動規範です。 

  ＤＥＩは、平たく言えば、「多くの人を、分け隔てなく、あたたかく迎え入れる」という
ことであって、まさにポール・ハリスのいう「寛容」と同じ意味ではないでしょうか。 

  つまり、ＤＥＩが意味するところは、ロータリーの世界においては、これまで「寛容」と
いう言葉で表現されていたことであって、ロータリーという組織を活性化させ発展させる
ための知恵として、ロータリーの創設後まもなく、１００年以上前からロータリーの組織
そして会員に求められていた知恵、文化ではないでしょうか。 
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ロータリーの基礎知識 ５ 
（決議２３－３４からの変遷） 

ガバナーエレクト 伊藤三之 
 

１ ロータリーの奉仕理念と実践原理が確立されました 
１９２３年６月（大正１２年 関東大震災は同年９月１日）、セントルイス国際大会で決
議２３－３４（１９２３年の３４号議案）が採択された（１９２３－１９２４のＲＩ会⾧
はガイ・ガンデッカー）。 

１９２３年に採択された当初のタイトルは、「本来の諸活動に対するロータリーの方針を
再確認し、国際ロータリーとロータリークラブにおける今後の手引きとなる原則を定める
件」であり、まさにこの決議の内容を表している（鈴木一作ＰＧ）。 

決議２３－３４の持つ意味 
① ロータリーの奉仕理念すなわちロータリーの哲学として、２つの奉仕理念「Service 

Above Self」及び「He profits most who serves best」を確定した 

② ロータリーにおけるすべての活動の指針であり、すべての活動をコントロールする規範 

③ ロータリーの哲学は実践哲学であり、奉仕理念の研鑽のみならず、奉仕活動の実践を伴わ
なければならない 

④ ロータリーの奉仕活動は個人奉仕を原則としながらも、クラブがサンプルとして行う団体
奉仕活動も認める（この点から、決議２３－３４は、「職業奉仕・個人奉仕の推進派」と
「社会奉仕・団体奉仕の推進派」の妥協の産物とも評される） 

⑤ 国際ロータリーの役割と、クラブの自治権に関する権利と義務を明記 
 

２ ＲＩの人道的奉仕団体としての動き 
１９７８  保健・飢餓追放・人間性尊重（３－Ｈ）プログラム 
   （ＲＩ主導型奉仕活動）の発表 

Ｒ財団 ３－Ｈ補助金プログラム創設 
１９８０  ロータリー創立７５周年に合わせ３－Ｈプログラム推進 
１９８５  ロータリー創立８０周年に合わせ「ポリオ・プラス計画」発表 
   ポリオ撲滅運動の推進 
   Ｒ財団 ポリオ・プラスプログラム開始 
１９９１  「国際ロータリーの使命」発表（団体奉仕活動の提唱） 
２００７  Ｒ財団 ポリオ根絶資金をビル・ゲイツ財団拠出（以降継続） 
 

３ 2016年4月の「戦略計画の最新情報」（ＲＩ規定審議会のガイダンスで発表） 
「最近まで、ロータリーは自らを『人道的奉仕団体』として位置づけ、事業・専門職業・地
域社会のリーダーであるという会員の特質を十分強調してはいなかった」、「しかし、ロー
タリーがほかと違う特別な団体である理由は、その会員組織にある。 

「ロータリーは、『奉仕活動を行っている会員から成る団体』だということである」とし
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て、「事業・専門職業・地域社会のリーダー」と「奉仕」を「および」でつなぎ、天秤でバ
ランスを取っている図を掲載した。 

つまり、最近までのＲＩは「奉仕（Ｓｅｒｖｉｃｅ）」に比重が置かれ過ぎている現状か
ら、「奉仕（Ｓｅｒｖｉｃｅ）」という活動と、事業・専門職業・地域社会のリーダーであ
るという「会員（Ｍｅｍｂｅｒｓｈｉｐ）」の特質とのバランスが取れた状態に戻していこ
うとのＲＩの現状認識と今後の方向性が示されている（本田博己ＰＧ ロータリー日本１
００年史 本棚２４５頁参照）。 

ポリオから２０１５年で３０年。若干風向きが変わったのではないか。 
現にここ数年のＲＩ会⾧は、「クラブや会員の重要性」を強調するようになった。 

ジェニファー会⾧の「ＤＥＩ」やマッキナリー会⾧の「メンタルヘルス・・奉仕を受ける人
と会員の双方に心配りをする」というのは、その傾向を捉えたものと思われる。 
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ガバナー公式訪問に関する基本方針 
 

ガバナー公式訪問に関する本年度の特徴 
 

① ガバナー公式訪問期間は、２０２３年７月から２０２４年３月までとします。 
② ガバナー公式訪問の時間帯は、お昼の通常例会での形式と夕方からの変更例会での形式の

２パターンとします（詳しくは下記）。 
③ 同一グループ内での複数クラブの合同例会の機会を利用してのガバナー公式訪問も大歓迎

いたします（詳しくは下記）。 
 

１ ガバナー公式訪問の意義 
ガバナーは、個々のクラブや複数クラブの合同例会といった機会を利用して、地区内の全ク
ラブを訪問します。ガバナー公式訪問の主な目的は、クラブ会員の意欲を高め、クラブに対
して支援を提供することです。 

クラブにとっては、ガバナーから地区目標に向けた地区全体の活動について説明を受けると
ともに、クラブの目標、活動状況と成果、懸念などを話し合う機会となりますので、十分な
事前準備をして望むことが重要になります。 
 

２ 事前準備 
（１）「２０２３－２０２４年次計画書／２０２２－２０２３年次報告書」の提出 

ガバナー公式訪問の日時にかかわらず、各クラブにおいて、２０２３－２０２４年次
計画書及び２０２２－２０２３年次報告書を作成されましたら、早急にガバナー補佐
とガバナー事務所にご提出ください。 
仮に、ガバナー公式訪問が７月にあって、それらの製本が間に合わない場合にも、ガ
バナー公式訪問の２週間前までに、必要箇所のコピー状態で結構ですので必ずご提出
ください。 

（２）ガバナー補佐を招いての「クラブ協議会」の開催 
ガバナー公式訪問の２週間前までに、ガバナー補佐を招いて「クラブ協議会」を開催
し、クラブの目標、活動状況と成果、懸念などを事前に十分に話し合ってください。ま
た、地区に対してのご要望、ご質問についてもご協議願います。 

クラブ協議会前に、ガバナー補佐を通じてガバナーからの質問項目をお知らせするこ
ともありますので、その際にはその点についてもご協議願います。  
  

３ ガバナー公式訪問の時間帯及び内容 
原則として、次のような２つの形式を想定しており、各クラブのご希望に添っていずれかの
形式で実施します。 

（１）お昼の通常例会の場合 
  ① 例会前の会⾧幹事会 

午前１１時から５０分程度 
会⾧、幹事、会⾧エレクト、ガバナー補佐（＋理事、委員⾧等） 
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  ② 例会行事 
    午後０時３０分から１時間程度 
    ・クラブ例会行事（２５分程度） 
     開会点鐘、ソング、会⾧挨拶等 
     新会員の入会式、財団寄付等の表彰式など 
    ・ガバナー講話（３０分程度） 
    ・ガバナー補佐講評（５分程度） 
    ・閉会点鐘 

（２）夕方からの変更（移動）例会の場合 
  ① 例会前の会⾧幹事会 

午後５時から５０分程度 
会⾧、幹事、会⾧エレクト、ガバナー補佐（＋理事、委員⾧等） 

  ② 例会行事 
    午後６時から１時間程度 
    ・クラブ例会行事（２５分程度） 
     開会点鐘、ソング、会⾧挨拶等 
     新会員の入会式、財団寄付等の表彰式など 
    ・ガバナー講話（３０分程度） 
    ・ガバナー補佐講評（５分程度） 
    ・閉会点鐘 

③ 懇談会（懇親会）･･･ 但し、設定するか否かは自由です 
    午後７時から１時間程度 

懇談（懇親）が主目的ですから、アルコールの有無は問いませんし、豪華な食事も
要りません。むしろ、リラックスして意見交換ができるファイヤーサイドミーテ
ィングのような形が望ましいと考えます。 
 

４ 合同例会の機会を利用してのガバナー公式訪問 
同一グループ内での複数クラブの合同例会の機会を利用してのガバナー公式訪問も大歓迎
いたします。 

上記３との関係で言えば、（１）お昼の通常例会の場合も、（２）夕方からの変更（移動）
例会の場合も大丈夫です。 

その場合には、合同例会前の会⾧幹事会は、ガバナー公式訪問の意義を損なわないために、
各クラブ別に時間をずらしてそれぞれ５０分程度の時間をきっちりと確保して開催させて
いただきます。 
 

５ ガバナー補佐の同行 
ガバナー公式訪問時は、（１）お昼の通常例会の場合も、（２）夕方からの変更（移動）例
会の場合も、ガバナー補佐が会⾧幹事会から例会まで参加同行いたします。 
 

６ 同行スタッフ 
同行スタッフ（２名程度）も同行し、メイクアップで例会に出席いたします。 
なお、同行スタッフは、会⾧幹事会には出席いたしません。 
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７ ローターアクトクラブ・インターアクトクラブへの訪問 
地区担当委員会と相談して行います。 
 

８ 市町村⾧等への表敬訪問 
地域でのロータリー活動へのご理解をいただくために、ガバナー公式訪問時等を利用して、
市町村⾧やマスコミ等への表敬訪問を行います。日程調整はガバナー補佐にお願いいたし
ます。 
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クラブ名 訪問日 曜日 時間 クラブ名 訪問日 曜日 時間

酒田 山形 8月2日 水 昼例会

酒田東 山形北 3月28日 木 夕方例会

酒田中央 山辺 2月13日 火 昼例会

酒田スワン 山形南 8月22日 火 昼例会

酒田湊 中山 10月23日 月 昼例会

鶴岡 7月11日 火 山形西 7月24日 月 昼例会

鶴岡西 8月7日 月 上山 11月29日 水

余目 8月8日 火 山形東 3月15日 金

鶴岡東 8月23日 水 山形中央 2月6日 火 昼例会

鶴岡南 7月21日 金 山形イブニング 2月19日 月 夕方例会

天童 9月1日 金 米沢

東根 7月20日 木 米沢上杉

天童東 12月13日 水 米沢中央

天童西 1月29日 月 米沢おしょうしな

東根中央 9月25日 月 高畠 9月7日 木

村山 9月26日 火 ⾧井 11月28日 火 昼例会

新庄 8月31日 木 南陽

尾花沢 南陽東

尾花沢中央 南陽臨雲

最上 10月10日 火 白鷹 7月13日 木 昼例会

村山ローズ 1月24日 水 小国 3月6日 水 昼例会

新庄あじさい 10月5日 木 ⾧井中央 9月13日 水 昼例会

寒河江 8月3日 木

大江 9月19日 火

河北 10月30日 月 昼例会

寒河江さくらんぼ 10月17日 火

西川月山 9月20日 水

8月1日 火 午後合同

第
3
グ
ル
ー

プ

(

A

)

第
6
グ
ル
ー

プ

(

A

)

ガバナー公式訪問日程表（2023-2024   地区研修・協議会 案）

第
1
グ
ル
ー

プ

第
5
グ
ル
ー

プ

(

A

)
第
2
グ
ル
ー

プ

第
5
グ
ル
ー

プ
（

B

)

2023.4.15現在

7月28日 金 午後合同

第
4
グ
ル
ー

プ

第
3
グ
ル
ー

プ

(

B

)

午後合同9月5日 火

第
6
グ
ル
ー

プ
（

B

)

水10月18日 午後合同
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数値目標 
 会員増強・会員維持 

全会員が協力し、会員増強を目指します。  
 
純増:各クラブ１名以上 

 
 ロータリー財団への貢献 

ロータリー財団への寄付金は、クラブと地区が財団補助金を活用して最大限かつ 
持続可能な成果をもたらします。  
 
年間:１５０ドル／人 
（年次基金:５０＄／人，ポリオプラス:2０＄／人 を含む） 

 
 米山奨学会への貢献 

ロータリー米山記念奨学会は、外国人留学生を支援する、民間最大の奨学団体です。 
将来日本と世界とを結ぶ「懸け橋」となって国際社会で活躍し、ロータリー活動の 
よき理解者となる人材を育成します。 
 
年間:１５，０００円／人 

2023-2024 年度 ガバナー賞 
本年度ガバナー賞は、以下の８項目のうち３項目以上を達成したクラブを表彰します。 

① 会員増強 純増２名以上 
② 会員増強 女性会員純増１名以上 
③ マイロータリーの登録率８０パーセント以上 
④ 地区公式ＬＩＮＥ登録率８０パーセント以上  
⑤ ロータリー財団寄付 クラブ平均 １人１５０ドル以上 
⑥ 米山奨学会寄付 クラブ平均 １人１５，０００円以上 
⑦ ポール・ハリス・ソサエティ・メンバーの輩出 
⑧ ロータリー奉仕デーの事業「それぞれの最上川物語」に参加 

また、ガバナー補佐の推薦により、審査のうえ決定するガバナー賞は次の２つです。 

① 特に地域に貢献されたクラブを表彰 
② 特にロータリー活動に貢献されたロータリアンを表彰 
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クラブ会⾧エレクトは、会⾧エレクト研修セミナー（PETS）で提示された「決議事項（案）」
「申し合わせ事項（案）」「地区資金予算書（案）」「地区大会予算書（案）」「ガバナーエレクト 
地区資金予算書（案）」を、クラブ理事会へご提案いただき、審議のうえ地区研修・協議会に 
於いてご承認お願いいたします。 

 

決議事項（案） 
（１）地区賦課金の件 

①賦課金                   １７,０００円 / 人 

  ②その他の賦課金 

・ガバナー会運営協力金                           ２００円 / 人 

・ロータリー文庫運営協力金    ２００円 / 人 

・RIJYEM 運営協力金                 ２００円 / 人 

（ ①②の合計  １７,６００円 / 人 ） 
 

（２）地区大会賦課金:登録料            １０,０００円 / 人 

（３）特別会計（地区災害等救援特別基金）      １,０００円 / 人 

 
 

申し合わせ事項（案） 
（１）会員増強の件 

   各クラブ 1 名以上の会員純増  
 

（２）ロータリー財団の件 

①年次基金 : ５０＄／人（11/30 まで納入）     

②ポリオプラス : 2０＄／人（11/30 まで納入） 

１人年間 １５０＄ 目標  

（３）米山記念奨学会の件 

①普通寄付 : 上期 ２,５００円／人   

下期 ２,５００円／人 

②特別寄付 : クラブ会員全員（１,０００円から特別寄付は可能） 
 

１人年間 １５,０００円 目標  
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2023-2024年度　国際ロータリー第２８００地区　資金予算書（案）
(単位/円)

収入の部 項　　目 22～23年度予算 23～24年度予算 増　　減 備考欄
人数 1,500 1,486 △ 14
地　区　賦　課　金 ¥25,500,000- ¥25,262,000- △ 238,000 1,486名 * \17,000
新会員地区賦課金 ¥110,000- ¥110,000- 0 上期 15名　下期 10名
ｶﾞﾊﾞﾅｰ会運営協力金 ¥300,000- ¥297,200- △ 2,800 1,486名 * \200
ロータリー文庫運営協力金 ¥300,000- ¥297,200- △ 2,800 1,486名 * \200
RIJYEM運営協力金 ¥300,000- ¥297,200- △ 2,800 1,486名 * \200
ｶﾞﾊﾞﾅｰ活動費・配分予算 ¥1,353,090- ¥1,223,690- △ 129,400 RIより

合   　　計 ¥27,863,090- ¥27,487,290- △ 375,800

支出の部 項　　目 22～23年度予算 23～24年度予算 増　　減 備考欄
A. ｲﾝﾀｰｱｸﾄ ¥800,000- ¥800,000- 0
B. ｽﾎﾟﾝｻｰｸﾗﾌﾞ補助 ¥280,000- ¥280,000- 0 30,000 X 8ｸﾗﾌﾞ + 事務局費 40,000 

①ｲﾝﾀｰｱｸﾄ(A～B計) ¥1,080,000- ¥1,080,000- 0
A. ﾛｰﾀｰｱｸﾄ ¥900,000- ¥900,000- 0
B. 提唱ｸﾗﾌﾞ補助 ¥180,000- ¥210,000- 30,000 30,000 X 7ｸﾗﾌﾞ

② ﾛｰﾀｰｱｸﾄ(A～B計) ¥1,080,000- ¥1,110,000- 30,000
A. 受入補助金 ¥900,000- ¥900,000- 0 \300,000 *3名

(ｱ) B. 派遣補助金 ¥300,000- ¥300,000- 0 \100,000 *3名
地区活動資金 C. 委員会費 ¥500,000- ¥500,000- 0

D. ROTEX ¥100,000- ¥100,000- 0
E. ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞｷｬﾝﾌﾟ ¥300,000- ¥300,000- 0

③ 青少年交換(A～E計) ¥2,100,000- ¥2,100,000- 0
¥300,000- ¥300,000- 0
¥150,000- ¥150,000- 0
¥100,000- ¥100,000- 0

⑦. ガバナー活動費 ¥1,100,000- ¥1,100,000- 0
¥5,910,000- ¥5,940,000- 30,000

¥300,000- ¥297,200- △ 2,800 1486名 * \200
(ｲ) ﾛｰﾀﾘｰ ¥300,000- ¥297,200- △ 2,800 1486名 * \200
連絡運営費 ¥300,000- ¥297,200- △ 2,800 1486名 * \200

¥22,500- ¥22,290- △ 210 1486名 * \15
¥922,500- ¥913,890- △ 8,610

　　A. ﾛｰﾀﾘｰ研究費 ¥800,000- ¥800,000- 0 \80,000 * 10名
　　B. 諮問委員会費 ¥300,000- ¥300,000- 0
　　C. 全国ｶﾞﾊﾞﾅｰ連絡会費 ¥250,000- ¥250,000- 0
　　D. 2530地区交流会議費 ¥50,000- ¥50,000- 0
　　E. AGｸﾗﾌﾞ訪問指導費 ¥588,000- ¥588,000- 0 \3,000 * 4回 * 49ｸﾗﾌﾞ
　　F. 地区委員会議費 ¥300,000- ¥300,000- 0

¥2,288,000- ¥2,288,000- 0
　　A. ｸﾗﾌﾞ奉仕委員会 ¥100,000- ¥100,000- 0
　　B. 会員増強委員会 ¥150,000- ¥150,000- 0
　　C. 職業奉仕委員会 ¥150,000- ¥150,000- 0
　　D. 青少年奉仕委員会 ¥350,000- ¥350,000- 0
　　E. 社会奉仕委員会 ¥50,000- ¥50,000- 0
　　F. 国際奉仕委員会 ¥50,000- ¥50,000- 0
　　G. 米山・学友委員会 ¥350,000- ¥350,000- 0

(ｳ) 　　H. ﾛｰﾀﾘ財団委員会 ¥200,000- ¥200,000- 0
地区運営資金 　　I.  危機管理委員会 ¥20,000- ¥20,000- 0

　　J.  ﾛｰﾀﾘｰの友 ¥10,000- ¥10,000- 0
　　K. 地区資金委員会 ¥30,000- ¥30,000- 0

¥1,460,000- ¥1,460,000- 0
¥400,000- ¥400,000- 0

　　A. 規定審議会旅費積立 ¥150,000- ¥150,000- 0
　　B. ｸﾗﾌﾞ拡大費 ¥0- ¥0- 0
　　C. 山形米山学友会 ¥150,000- ¥150,000- 0

¥300,000- ¥300,000- 0
　　A. 直前ｶﾞﾊﾞﾅｰ記念品 ¥100,000- ¥100,000- 0 地区大会にて
　　B. 直前ｶﾞﾊﾞﾅｰﾊﾞｯﾁ ¥50,000- ¥50,000- 0 地区研修・協議会にて
　　C. 地区表彰費 ¥500,000- ¥500,000- 0

¥650,000- ¥650,000- 0
¥2,502,500- ¥2,470,000- △ 32,500 1,520部*\125*13ヶ月

¥150,000- ¥150,000- 0
¥7,750,500- ¥7,718,000- △ 32,500

¥14,583,000- ¥14,571,890- △ 11,110
2) 地区事務所費 ¥7,100,000- ¥6,900,000- △ 200,000
3) ｶﾞﾊﾞﾅｰｴﾚｸﾄ地区資金 ¥6,000,000- ¥5,944,000- △ 56,000 \4,000 X 1,486

¥180,090- ¥71,400- △ 108,690
総　　　　　　　　　計 ¥27,863,090- ¥27,487,290- △ 375,800

4) 予備費

④. 補助費(Ａ～C計)　　小計

⑤ 記念品 (Ａ～C計)
⑥.月信ﾏﾝｽﾘｰﾚﾀｰ
⑦. 国際大会代表議員参加補助費

(ｳ) ①～⑦計
1) 活動運営資金　(ｱ～ｳ計)

③. RIJYEM運営協力金
④. 平和奨学生支援金
(ｲ) ①～④計

① 会議費 (Ａ～F計)

② 地区委員会活動費 (Ａ～K計)
③. 地区セミナー研修費

④. 青少年育成費 (ﾗｲﾗ等)
⑤. 賠償責任保険費
⑥. 広報活動費

(ｱ)　①～⑦計

①. ｶﾊﾞﾅｰ連絡運営費
②. ロータリー文庫運営協力金
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2023-2024年度　国際ロータリー第２８００地区　地区大会予算書 (案)
(単位/円)

収入の部 項　　目 22～23年度予算 23～24年度予算 増　　減 備考欄
人数 1500 1486 △ 14

年次大会登録料 (期首) ¥15,000,000- ¥14,860,000- △ 140,000 全員基本登録料　10,000

年次大会登録料 (新会員) ¥200,000- ¥200,000- 0 25名 X \8,000
年次大会登録料 (地区外) ¥350,000- ¥400,000- 50,000 他地区,兄弟・姉妹クラブ等 40名

晩餐会登録料 ¥1,100,000- ¥1,100,000- 0
［90名(会長幹事) + 20名
(PG・地区外)] * @10,000

表彰負担金 ¥705,000- ¥705,000- 0
10年 15名 * 12,000 20年～ 35
名 * 15,000

地区表彰繰入金 ¥500,000- ¥500,000- 0 地区資金より
雑収入その他収益 ¥50,000- ¥50,000- 0

合   　　計 ¥17,905,000- ¥17,815,000- △ 90,000

　
支出の部 項　　目 22～23年度予算 23～24年度予算 増　　減 備考欄

記念事業費 ¥600,000 ¥600,000 0

表彰費 ¥1,100,000 ¥1,100,000 0 10年、20年等100%出席

記念品費 ¥300,000 ¥300,000 0 RI会長代理

宿泊費 ¥500,000 ¥500,000 0 RI会長代理、地区役員等

印刷製本費 ¥500,000 ¥500,000 0 大会資料、案内、登録、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ等

大会記録費 ¥500,000 ¥500,000 0 写真等

広告費 ¥150,000 ¥150,000 0

会議費 ¥400,000 ¥400,000 0 実行委員会担当者会議等
事務経費、諸経費(人件費含む) ¥1,650,000 ¥1,550,000 △ 100,000 事務用品・通信費

送迎費 ¥500,000 ¥150,000 △ 350,000 タクシー代等

小　　計 ¥6,200,000 ¥5,750,000 △ 450,000

ＲＩ会長代理昼食費 ¥200,000 ¥200,000 0

ＲＩ会長代理晩餐会費 ¥1,257,500 ¥1,300,000 42,500

会場費 ¥1,700,000 ¥1,900,000 200,000 会場使用料・看板等

講演料 ¥700,000 ¥700,000 0

大会昼食費 ¥972,000 ¥1,100,000 128,000

ドリンク代 ¥303,000 ¥150,000 △ 153,000

懇親会費 ¥5,115,000 ¥5,300,000 185,000

アトラクション ¥200,000 ¥200,000 0

エクスカーション ¥150,000 ¥150,000 0 バス、食事、入館料等

Ｇ他地区大会出席費 ¥500,000 ¥500,000 0 地区外旅費規程第3条6項

次年度ガバナー賞表彰費 ¥500,000 ¥500,000 0

予備費 ¥107,500 ¥65,000 △ 42,500

小　　計 ¥11,705,000 ¥12,065,000 360,000
0
0
0

合   　　計 ¥17,905,000- ¥17,815,000- △ 90,000

― 57 ―



 
<収入の部> （単位:円）

項目 22-23予算 23-24予算 増減 備考

地区賦課金（ｶﾞﾊﾞﾅｰ地区資金より） 6,000,000 5,944,000 △ 56,000
4,000円
*1,486人

総        計 6,000,000 5,944,000 △ 56,000

<支出の部>

項目 22-23予算 23-24予算 増減 備考

１．会議費

A．地区チーム研修費 1,875,000 2,105,000 230,000
  ガバナー補佐研修会 0 250,000 250,000

地区チーム研修セミナー 595,000 585,000 △ 10,000
（ア） 会⾧エレクト研修会 (PETS) 780,000 770,000 △ 10,000

地区運営費 地区研修・協議会 500,000 500,000 0
B．国際協議会歓送会 360,000 400,000 40,000

　　A～B　小　　　計 2,235,000 2,505,000 270,000
２．GE国際協議会参加補助費 1,000,000 1,000,000 0
　（ア）　合　　　計 3,235,000 3,505,000 270,000
ガバナーエレクト事務局運営費 2,700,000 2,410,000 △ 290,000
予   備   費 65,000 29,000 △ 36,000
総        計 6,000,000 5,944,000 △ 56,000

2023-2024年度国際ロータリー第2800地区
ガバナーエレクト地区資金予算書(案)



上期
（＄12×レート）× 購買者数
下期
（＄12×レート）× 購買者数

年次基金
（＄50×レート）× 7/1会員数
年次基金（新会員）
（＄10×レート）× 新会員数
ポリオプラス
（＄20×レート）× 会員数
普通寄付金（上期）
2,500円 × 7/1会員数
普通寄付金（下期）
2,500円 × 1/1会員数
特別寄付金
一口 1,000円以上
半期
（1,650円 / 送料込）× 購買部数
新会員（月額）
（275円 / 送料込）
地区賦課金（上期） 10,300円

× 7/1現在の会員数
地区賦課金（上期）新会員
5,000円 ×（7/2～9/30）新会員数
地区賦課金（下期） 7,300円

× 1/1現在の会員数
地区賦課金（下期）新会員
3,500円 ×（1/2～3/31）新会員数 G事務所
地区災害等救援特別基金
1,000円
× 7/1現在の会員数

10,000円
× 7/1現在の会員数

8,000円
×（7/2～9/30）新会員数

山形銀行 寿町支店
普通預金 No.620432

（＄37.5÷6）× 在籍月数×レート
2023年7月2日～12月1日迄の新会員

上期 人頭分担金

比例人頭分担金

比例人頭分担金

2023年 1月2日～6月1日迄の新会員

下期 人頭分担金

※うち1ドルは規定審議会負担金

（＄35.5÷6）× 在籍月数×レート

 2023年7月
クラブ請求書

受領次第

2024年1月
クラブ請求書

受領次第

クラブ請求書
にて請求され

た時

2023-2024年度　送金カレンダー 
送金項目 金額 締切日 送金先 報告先

①
R
I
関
係

クラブ請求書
（RI人頭分担金）

三井住友銀行 新宿通支店
普通預金 No.6733244
国際ロータリー日本事務局

RI日本事務局

（＄38.5×レート）× 7/1現在の会員数

  (＄37.5×レート）× 1/1現在の会員数

RI公式機関雑誌
ザ・ロータリアン

三井住友銀行 浜松町支店
普通預金 No.7450015
一般社団法人ロータリー
の友事務所

三井住友銀行 新宿通支店
国際ロータリー日本事務局
普通預金 No.6733244

ロータリー財団

2023年
11月末日

三井住友銀行 赤羽支店
普通預金 No.3978101
公益財団法人ﾛｰﾀﾘｰ日本財団

随時

2023年
11月末日

RI文献の申込
各クラブで常備する所定の
注文用紙により金額算定

随時

随時

ロータリーの友
請求書を
受領次第

ロータリーの友
事務所

③
地
区
資
金
関
係

地区資金

2023年
7月末日

RI第2800地区
地区事務局

(地区賦課金10,000円＋ガバナー会運営協力金100円+

ﾛｰﾀﾘｰ文庫協力金100円＋RIJYEM協力金100円)

国際ロータリー第2800地区

②
そ
の
他

米山記念奨学会
への寄付

2023年
7月末日 三井住友銀行 京橋支店

公益財団法人ロータリー
米山記念奨学会
普通預金 No.0920373

ロータリー
米山記念奨学会

2024年
1月末日

2024年
4月末日

資金委員⾧ 伊藤明彦

2023年
10月末日

2024年
1月末日

(地区賦課金7,000円+ガバナー会運営協力金100円+

ﾛｰﾀﾘｰ文庫協力金100円＋RIJYEM協力金100円)

地区大会
登録料

2023年
7月末日

2023年
10月5日

特別会計
2023年
7月末日
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国際ロータリー第2800地区
地区事務局

〒994-0027
山形県天童市桜町2-20
E-mail :office@rid2800.org

023-687-0208

各送金連絡先一覧表

FAX送金内容 問い合わせ先 住所 TEL

RI人頭分担金
RI公式機関雑誌
ザ・ロータリアン

RI文献の申込

国際ロータリー日本事務局
経理室

〒108-0073
東京都港区三田1-4-28
三田国際ビル24階

03-5439-5803 03-5439-0405

03-3436-5956

023-687-0209

ロータリー財団
寄付

国際ロータリー日本事務局
財団室または経理室

〒108-0073
東京都港区三田1-4-28
三田国際ビル24階

03-5439-5805

米山記念奨学会
への寄付

公益財団法人
ロータリー米山記念奨学会

〒105-0011
東京都港区芝公園2-6-15
黒龍芝公園ビル3階

03-3434-8681

03-5439-0405

03-3578-8281

ロータリーの友
購読料

一般社団法人
ロータリーの友事務所

〒105-0011
東京都港区芝公園2-6-15
黒龍芝公園ビル4階

03-3436-6651

地区資金関係
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ガバナー月信について 
 
 

 
報告事項 締切 備 考 

クラブ会員数報告 翌月 15 日必着 地区事務局へ提出 

クラブ例会出席報告 2024 年 7 月 15 日必着 地区事務局へ、年間の平均出席率を提出 

ガバナー公式訪問報告 公式訪問終了後 

２週間以内 

書式自由（600 字程度）写真１～２枚を添付 

※指定がない場合、同行ｽﾀｯﾌが撮影した写真使用 

使用 
特色のある例会・行事・事業 その都度 書式自由・写真 1 枚以上を添付 

ロータリー財団寄付 

メジャードナー 
〃 

1,000 ドル毎に、下記内容にて掲載 

『 メジャードナー レベル○ △△△ドル達成 』

寄付累計額と顔写真データを地区事務局へ提出 

ロータリー財団寄付 
ポール・ハリス・フェロー 

〃 漢字氏名と顔写真を地区事務局へ提出 

米山奨学会寄付 
米山功労者・米山功労法人 

〃 顔写真を地区事務局へ提出 

会員の訃報 〃 逝去年月日・享年年齢・職業分類・顔写真添付 

新会員 〃 氏名（ふりがな）・入会年月日・職業分類 

顔写真添付 

ＩＭ報告・フォーラム等 〃 写真 1 枚以上を添付 

会員の叙勲・表彰等 〃 受賞内容・職業分類・顔写真添付 

その他・意見 〃 書式自由 

 
【お願い】 
＊ 原稿（Word または PDF）・写真（JPEG）はメールにてお送りください。 
＊ 執筆者のお名前・ご連絡先（携帯等）・ロータリー役職名（PG・GE・AG・各委員会委員⾧ 

各クラブ会⾧幹事・・・・・委員会等）をご記入下さい。 
＊ ご不明な点がございましたら、下記までお問い合わせ下さい 

 
〈お問合せ・送付先〉  

国際ロータリー第 2800 地区 地区事務局 
〒994-0027 天童市桜町 2-20  
TEL 023-687-0208 / FAX 023-687-0209 / E-mail office@rid2800.org 
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令和 5 年　1 月号 ロータリーの友 57 

ご投稿をお待ちしています！『ロータリーの友』投稿規定 

一般社団法人ロータリーの友事務所
〒 105-0011　東京都港区芝公園 2-6-15　
黒龍芝公園ビル 4 階
Tel. 03－3436－6651　Fax. 03－3436－5958　
Ｅメール hensyu@rotary-no-tomo.jp

 ロータリーの友ウェブサイト投稿フォーム
www.rotary-no-tomo.jp/form.php

投稿方法、その他規定は友ウェブサイトで！

友愛の広場　★
・ エッセーや海外クラブ訪問記、時局雑感など。
　原稿：1,000 字以内　写真：あれば添付
ロータリー・アット・ワーク写真編　★
・ ロータリークラブ、地区、インターアクト・ローター

アクトクラブなどの奉仕活動を写真で紹介。活動後１
カ月以内にご投稿ください。

　原稿：150 字程度（必ず活動日を入れてください）
　写真：集合写真、カメラ目線の撮影以外で、活動の様
子が分かるもの

ロータリー・アット・ワーク文章編　★
・ 紹介内容は写真編と同じ。活動後 1 カ月以内にご投

稿ください。
　原稿：600 字以内　写真：あれば添付（写真編に同じ）
ロータリー俳壇・歌壇・柳壇
・ 1 人１カ月にはがき１枚３句（首）まで。作品の横に

クラブ名・お名前・電話番号を記入。歌壇・柳壇は、
友ウェブサイトの投稿フォームからも受け付け可。

私の一冊　★
・  会員お薦めの本を紹介。一般的で、入手可能な市販書

籍（絶版、自費出版、投稿者と直接関係する書籍以外）
でお願いします。

　原稿：320 字以内。原稿と別に書籍名、著者名、出版
社、発行年を付記してください。

うちの子　★
・ 自慢のペットを写真で紹介。
　原稿：100 字以内（ペットの名前を明記してください）
　写真：ペットそのもののアップの写真
パズル de ロータリー　★
・ 2 種類の問題（数独、パズル）を毎号順番に掲載。プ

レゼント応募の締め切りは原則、発行月翌月の 10 日。
内外よろず案内
・ 会員間の趣味の交換、催し物の案内など。
　原稿：200 字以内。資料があればお送りください。
声　★
・『友』誌についての感想・意見を紹介。発行月翌月の

10 日締め切り。
　原稿：150 字以内。対象記事を明記してください。

情報もお待ちしています！
NEW  GENERATION　
・ロータリーのプログラムに参加している（参加経
験のある）若い人たちを紹介。推薦対象者（イン
ターアクター、ローターアクター、青少年交換学
生、財団奨学生、米山奨学生、ライラリアンなど）
について編集部へご一報を。編集部から直接、当
人へ原稿を依頼します。

特集記事
・ウェブサイトで特集記事の情報を募集することが
あります。チェックしてください。

『クラブ週報』『クラブ会報』
・  「卓話の泉」掲載用として、クラブの『週報』『会

報』を継続してご送付ください。メール配信の
クラブは、メーリングリストに友編集部メール

（hensyu@rotary-no-tomo.jp）を加えてください。
紙のみで発行のクラブはご郵送ください。

※投稿原稿は編集部内でリライト、編集させていただき
ます。また、ひらがな・漢字・用語などは、『友』の
表記に統一させていただきます。

※写真ならびに原稿は、友ウェブサイト、広報誌など、
（一社）ロータリーの友事務所発行の出版物に掲載する

場合があります。
※掲載は、（一社）ロータリーの友事務所理事会なら

びにロータリーの友編集部にご一任ください。誠に
勝手ながら、掲載・非掲載の連絡は差し上げていませ
んが、投稿後 6 カ月をめどにご判断ください。

送
り
先
・
お
問
い
合
わ
せ★は友ウェブサイトの投稿フォームでも受け付けています
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日頃より国際ロータリー第 2800 地区の運営に際し、ご理解とご協力を賜り心より御礼を申し上

げます。円滑な地区運営を推進する為に、下記ご留意いただければ幸いに存じます。 
 
 メークカードは、セミナー毎の資料の最終ページに組み入れております。こちらを 

ご使用いただき各クラブにご提出の程宜しくお願い申し上げます。 

 各ご案内のご出欠返信に際し、期限内返信のご協力をお願い申し上げます。 

 地区スタッフネームホルダーは、セミナー毎での配布回収は致しません。ご在任期間中、 

  各自でご管理とご持参を宜しくお願い致します。 

 

事務局からのお願い 

― 63 ―



MEMO 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― 64 ―



2023-2024 年度

クラブ会長エレクトの皆さまへ

クラブ幹事・事務局の重要な仕事

各委員会活動計画

District 2800





 

クラブ会⾧ 

クラブ会⾧エレクトの皆さまへ（地区研修・協議会版） 

ガバナー補佐と密接な連携を! 
地区委員会を積極的に活用しましょう! 

Ⅰ ガバナー補佐と密接な連携を! 
１ ガバナー補佐は、クラブ会⾧エレクトの就任年度の準備への助言、ガバナーの公式訪問の

設営準備、ガバナーが設定した目標を達成するための方策をクラブに助言することなど
を通して、クラブとガバナーの双方にとって重要な支援者としての役割を果たすことが
期待されている役職です。 

２ ３月１１日に開催されましたＰＥＴＳにおいて、次期ガバナー補佐とクラブ会⾧エレク
トとの検討会が開催されました。この検討会を通して、次期ガバナー補佐とクラブ会⾧エ
レクトとの間で、クラブの現状及び課題に対する認識を共有していただけたものと思い
ます。 

  次に、本日４月１５日に開催されます地区研修・協議会では、次期ガバナー補佐は、担当
クラブの次年度活動方針（年次計画書の作成）に関して、クラブ会⾧エレクトとすり合わ
せを行います。 

  さらに、ガバナー補佐は、必要に応じて（特に、新年度開始前後を含めて年間４回程度）
担当クラブを訪問して、担当クラブの管理、運営に関してアドバイスを行います。その都
度、ガバナー補佐の皆さまには、地区宛てに報告書を提出していただきます。 

 ３ ガバナー補佐は、ガバナーの公式訪問に関して、次のような任務を行います。 
 （１）ガバナー公式訪問日程調整 

次年度は、２０２３年７月から２０２４年３月にかけて、ガバナー公式訪問を行います。 
公式訪問日、時間帯（お昼の通常例会形式か、夕方からの変更例会形式）、他クラブとの
合同例会か否かなどを、４月中をめどに調整してください（その後の変更などは、ガバナ
ーエレクトにご相談ください）。 

 （２）クラブ協議会への出席 
ガバナー公式訪問の２週間前までに、ガバナー補佐が公式訪問予定クラブのクラブ協議会
に出席し、入手したクラブの年次計画書をもとに、活動方針、現状を把握して、ガバナー
に代わり指導助言を行います。 
クラブ協議会に先立ち、ガバナーから質問項目をお知らせすることもありますので、その
場合には、その点についてもご協議ください。 

（３）ガバナー公式訪問時の会⾧幹事会（協議会）の司会 
ガバナー公式訪問時にはガバナー補佐も同行し、会⾧幹事会（会⾧、幹事、次期会⾧ばか
りでなく、理事等のクラブリーダーも含めた協議会が望ましい）の司会をガバナー補佐が
行いますので、事前に調整してください。 
ガバナー補佐が、参加者自己紹介、会⾧のガバナー歓迎挨拶、ガバナー挨拶の後、事前に
クラブ協議会に出席した際の状況、成果をふまえ、地区とクラブの有意義な情報交換の場
となるべく会⾧幹事会（協議会）を司会者として仕切りますので、事前に調整してください。 
合同例会を利用しての公式訪問の場合にも、会⾧幹事会（協議会）は、各クラブとも当日
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行います。各クラブ５０分程度を目安とします。例えば、５クラブの合同例会を利用して
の公式訪問の場合には、午後１時から順次、午後２時、午後３時、午後４時、午後５時か
ら会⾧幹事会（協議会）を行い、その後、午後６時から合同例会を利用しての公式訪問と
なります。その場合、各クラブの順番などは、当日の設営の準備等を勘案して適宜決定し
てください。 

４ ＩＭの企画、主催 
ＩＭ（インターシティ・ミーティング）は、当初は、地区の公式行事として地区の資金で
ガバナーが主催していたのですが、１９６９年からは、ＩＭを実施するかどうかはガバナ
ーの裁量に委ねられることになり、日本では、ガバナーがガバナー補佐に依頼し、ガバナ
ー補佐が主催する形で開催されてきました。当地区でも同様です。 
設営担当クラブは、ガバナー補佐と十分協議検討して企画し、実施してください。 
ＩＭが、近隣クラブ会員同士のロータリーに関する情報交換、協議を通じての会員相互の
学び、親睦を目的とした会合を開いたことから始まった経緯を踏まえて企画することが肝
要と思われます。 
「ロータリーを語ろう そして ロータリーを楽しもう」との地区基本方針を意識してい
ただければ幸いです。 
可能な限り、ガバナーも出席しますので、早めに日程をお知らせください。 

５ グループ内の会⾧幹事会の開催 
グループ内の会⾧幹事会を適宜（年数回）開催し、グループ内での各クラブ間、及び各ク
ラブとガバナー補佐との間の有益な交流を図ってください。ＩＭの企画のための会合も含
まれます。 

６ 次年度ガバナー補佐の推薦にご協力ください 
皆さまが正式にクラブ会⾧に就任するのは２０２３年７月１日ですが、その頃には、皆さ
ま（特に、ガバナー補佐を輩出する該当クラブ）には、次年度（芳賀ガバナー年度）のガ
バナー補佐の推薦の準備をしていただく必要があります（ガバナー補佐からの推薦期限は
２０２３年８月末日限り）。 
グループによって、グループ内各クラブの輪番制など、ガバナー補佐推薦のルールは異な
るようですし、ガバナー補佐を輩出するには該当クラブ内での理事会決議も必要となりま
すので、該当クラブの方は、伊藤年度ガバナー補佐ともご相談のうえ、早め早めにガバナ
ー補佐の推薦の準備をすることが肝要です。 

Ⅱ 地区委員会を積極的に活用しましょう! 
１ 地区委員会の役割と任務 

ガバナーとして、地区委員⾧に次のことをお願いしております。 
クラブ会⾧として地区委員会を積極的に活用してください。 

（１）クラブ活性化のために 
地区委員会は、ガバナー補佐と協力して、ガバナーが策定した地区基本方針及び地区基本
方針に基づく地区重点事項を実行に移します。 
ロータリー活動の基本はそれぞれのクラブにあり、クラブの活性化こそがロータリーの活
性化の肝となりますが、地区委員会の役割と任務は、クラブの活性化のためにクラブを支
援することにあります。 
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（２）特に会員数の少ないクラブのために 
第２８００地区の今年１月末日時点での会員総数は１５１８名（うち、女性会員１０４
名）。地区内クラブ数は４９ですから、クラブ会員数の平均値は３１名（３０．９７）で
す。そして、地区内には３０名未満の会員数のクラブが２６あります。そのうち、２０名
未満の会員数のクラブも１９あります。 
地区委員会は、特に、これらの会員数の少ないクラブの運営や活動を親身になって支援す
ることで、地区内全てのクラブの活性化、そしてロータリー運動の活性化を図ることを目
標に活動してください。 

２ 地区委員会の２つのタイプ 
地区委員会は、クラブを支援する方法によって、概ね、次の２つのタイプに分けられるこ
とを前提に、ガバナーとして次のことを地区委員⾧にお願いしております。 
クラブ会⾧として、地区委員会の２つのタイプの違いを意識して、地区委員会を積極的に
活用してください。 

（１）地区の「クラブ奉仕委員会」、「会員増強委員会」、「職業奉仕委員会」、「青少年奉仕
委員会」、「地域奉仕委員会」、「国際奉仕・ロータリー学友委員会」などの特徴は、ク
ラブ自体の効果的な運営や活動を支援することにあります。 

   各クラブの該当する委員会における活動の意義や目標を明示し、各クラブ内での具体的な
活動内容やそのための効果的な計画、手法などを説明したり、例示したりすることが重要
です。各クラブからの要望や相談に真摯に対応し、各クラブの目標達成を支援してください。 

   「地域奉仕委員会」及び「国際奉仕・ロータリー学友委員会」につきましては、各クラブ
の地域奉仕活動や国際奉仕活動を支援するツールとしての、財団の「地区補助金」及び「グ
ローバル補助金」の受付窓口となりますので、その十分な対応もお願いします。 

（２）地区の「インターアクト委員会」、「ローターアクト委員会」、「ＲＹＬＡ委員会」、
「青少年交換委員会」、「米山奨学・米山学友委員会」、「ロータリー財団委員会」など
の特徴は、各クラブが地区やＲＩ、ロータリー財団などのプログラムに参加するよう奨励
し、支援することにあります（厳密には、ローターアクト委員会に関しては、２０１９年
からはローターアクトがＲＩが提供するプログラムではなく、独立したクラブとなりまし
たので、その支援が任務ということになります）。 

   各々のプログラムの意義や目標を明示し、具体的な活動内容を説明したうえで、各クラブ
に積極的に参加してもらい、プログラム遂行を支援することが重要です。 

３ 各地区委員会の活動方針 
各地区委員会の年間活動方針は、後記各「委員会活動計画」をご覧ください。 
会⾧エレクトの皆さまは、各クラブの次年度活動方針策定の際に、地区委員会のアイデア、
企画、イベントなど地区委員会の「委員会活動計画」の内容を大いに取り入れて、地区委
員会を積極的に活用することで、クラブの活性化を図ってください。 
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クラブ幹事 
 
幹事の任務 
１．２０２２年手続要覧 推奨ロータリークラブ細則 第４条第６節 
  「幹事は、クラブの会員と出席について記録をつける。」 
 
２．２０１０年手続要覧 推奨ロータリークラブ細則 第４条第５節（※参考） 
  「幹事 会員の記録を整理保管し、会合における出席を記録し、クラブ、理事会および委員会 

の諸会合の通知を発送し、これらの会合の議事録を作ってこれを保管し、全会員の人頭分担金 
および半期報告を提出した7月1日または1月1日よりも後にクラブ会員に選ばれた正会員の比 
例人頭分担金を記載した毎年1月1日および7月1日現在の半期会員報告、会員変更報告、毎月 
の最終例会の後15日以内に地区ガバナーに対して行わなければならない月次出席報告を含む、 
諸種の義務報告をRIに対して行い、RI公式雑誌の購読料を徴収してこれをRIに送金し、その他 
通常その職に付随する任務を行うことをもって、幹事の任務とする。」 

 
３．２０２２年１０月 ロータリー章典 10.050.  

「クラブ幹事は、クラブ定款および細則に含まれるその他の任務に加え、国際ロータリーに期 
日までに会員を報告する責務を負う。クラブ幹事は、次ロータリー年度のクラブ役員を2月1日 
までに国際ロータリーに報告しなければならない（2014年1月理事会会合、決定96号）。」 

 
年度開始前の準備（実務面から） 
 １．My Rotaryでアカウント登録をする（https://my.rotary.org/ja/） 
 ２．クラブ運営スケジュール表を作成する 
 ３．各委員⾧に事業計画書の提出を依頼する 
 ４．会員増強委員会の行動を開始する（４月～） 
 ５．ロータリークラブセントラルからＲ財団年次寄付目標他各目標値を入力する（６月末日まで） 
 
 [ その他の年度開始前の準備事項 ] 
 （１）クラブ組織を編成する 
 （２）予算案を作成する 

（会員に中身が分かるよう、詳細な内訳書を添付することを推奨します） 
（３）クラブ会⾧の運営方針・クラブ目標を作成する 
（４）現況報告書を作成する 

    （他クラブの現況報告書も参考に可能な限り情報を網羅する） 
（５）実質的な協議を伴う現新役員引継ぎ会を行う 

 
年度開始後の運営 

１．ガバナー月信を全会員に配布してください（１年間）  
 ２．例会進行表を作成し、卓話を充実するなど会員がより楽しいと感じられる例会を開催してく 

ださい 
 ３．会報（週報）を充実させクラブ情報を共有して下さい 
   （新会員の写真を１年間掲載したり、青少年交換・米山奨学生情報や、地区目標・クラブ目 

標・地区出向者情報等を常時掲載することを推奨します。） 
 ４．公式訪問に向け、ガバナー補佐と日程を調整してクラブ協議会を開催してください 
   （クラブの目標や地区への要望について） 
 ５．地区大会に向けて全会員の参加を奨励してください 
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[ その他の運営事項 ] 
（１）戦略計画を策定・発表する 

 （２）会員増強実績を挙げる（可能な限り前半期で目標を達成する） 
 （３）Ｒ財団・米山記念奨学寄付実績を挙げる（可能な限り前半期で目標を達成する） 

（４）月次会員数報告を地区事務局へ提出（翌月１５日まで） 
（５）年間の平均例会出席率報告を地区事務局へ提出（２０２４年７月１５日まで） 
（６）新会員のMy Rotaryへの登録 
（７）地区補助金活用事業を企画する 
（８）公共イメージ向上のため常時マスメディアを活用する 
（９）グループ内の協力関係を強化する（インターアクトの共同提唱、ローターアクトの共同提唱など） 
（10）ロータリー奉仕デーの事業を企画する 
（11）クラブ年次報告書の充実を図る 

 
クラブ改革の実践  
 １．戦略計画・クラブ研修計画に基き、より良きクラブの組織風土を確立してください 

２．クラブ目標達成に向けて、クラブ協議会やクラブフォーラムを活用してください 
３．新会員の積極的な参加をフォローするとともに、特にシニアリーダーが楽しくロータリーラ 

イフを堪能できるようコミュニケーションを図ってください 
 
ロータリーのラーニングセンター 

以下の各役職での成功を助けるコースが掲載されています 
・会⾧ 
・幹事 
・会計 
・クラブ委員会: 

 クラブ管理運営委員会 
 会員増強委員会 
 公共イメージ委員会 
 奉仕プロジェクト委員会 
 財団委員会 

 
元気なクラブづくりのために、一年間会⾧を補佐し目標達成にご尽力ください。 
よろしくお願いします。 
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My ROTARY クラブの⾧期計画に沿った年度目標を立て、
（ロータリークラブ・セントラル） My ROTARY の ロータリークラブ・セントラル

クラブ請求書に記載されている金額を送金
＊FAX:03-5439-0405 なお、人頭分担金以外（資料代など）も合算で
  送金する場合は

「国際ロータリー取り扱い分・送金明細書」を
R I 日本事務局/経理室へ送付

国際ロータリー
オンライン登録
または、「会員情報書式」を記入のうえ

＊FAX:03-5439-0405

新会員のみ報告 ＊書式自由（月信掲載）
（新会員氏名・入会年月日・職業分類・顔写真）

オンライン登録または、
R I 日本事務局/クラブ・地区支援室へ報告

＊FAX:03-5439-0405 書式自由
 ロータリーの友事務所 書式自由

＊FAX:03-3436-5956
書式自由

書式自由

所定の書式に記入してRI日本事務局/経理室へ送付
E-mail:kifu@rotary.org
＊FAX:03-5439-0405

所定の書式に記入してﾛｰﾀﾘｰ米山記念奨学会送付
＊FAX:03-3578-8281

国際ロータリー 国際ロータリーHP（My ROTARY）より
オンライン登録または、

国際ロータリーデータサービス部 国際ロータリーデータサービス部へ
FAX:+1-847-733-9340

E-mail:data@rotary.org
例会日・例会場・事務局員氏名）を報告

国際ロータリー My ROTARY から 受賞資格となる全項目の報告を完了する
必要な関連項目を随時オンライン報告

R I 国際大会2024年 1．会⾧・幹事署名
シンガポール

  代議員2名

所定の書式に記入して送付
＊地区事務局を通じて

R I 日本事務局/業務推進・IT室 国際ロータリーHP（My ROTARY）より
＊TEL:03-5439-5802 ダウンロードまたは、
  FAX:03-5439-0405 ラーニングセンターで閲覧
E-mail:rijpnpi@rotary.org

＊報告は地区事務局へ
FAX:023-687-0209

「会員増強報告書」に記入のうえ
＊報告は地区事務局へ

FAX:023-687-0209

「例会出席報告書」に記入のうえ
＊報告は地区事務局へ

FAX:023-687-0209

資格審査委員会に提出 1．会⾧・幹事署名
2．7月1日会員数による
3．R I 細則 15.050.1．によること

＊報告は地区事務局へ

※国際ロータリーホームページ（My ROTARY）  https://my.rotary.org/ja

報告事項 期日

に入力

備考

クラブ幹事並びに事務局の重要な仕事 定期報告関連

R
I
・
R
財
団
・
米
山
奨
学
会
関
係

報告先

国際ロータリーHP（My ROTARY）より

クラブ事務局（クラブ名・ID・メールアドレス・

会⾧・幹事（氏名・ID・メールアドレス） 

R I 日本事務局/クラブ・地区支援室へ報告

公益財団法人ロータリー米山記念奨学会

My ROTARY でオンライン登録、または

クラブ請求書
（RI人頭分担金）

2023年7月
2024年1月

R I 日本事務局/経理室

クラブ請求書受領次第

ロータリークラブ・セントラル
への目標入力

2023年6月末日
（https://my.rotary.org/ja ）

新会員・退会会員・
会員情報の変更

随時（30日以内）
＊7月請求書に反映させるべき報告
         ⇒7月1日まで
＊1月請求書に反映させるべき報告
         ⇒1月1日まで

国際ロータリーHP（My ROTARY）より

R I 日本事務局/クラブ・地区支援室へ報告
R I 日本事務局/クラブ・地区支援室へ報告
My ROTARY でオンライン登録、または

R I 第2800地区ガバナー 伊藤三之

会⾧・幹事・例会日・
例会場・事務所の変更

随時

国際ロータリー

クラブ細則の変更 随時

My ROTARY でオンライン登録、または

R I 第2800地区ガバナー 伊藤三之

R I 第2800地区ガバナー 伊藤三之

ロータリー賞の表彰
最終締切

2024年6月末日

ロータリー財団寄付金明細書 送金後、同日中に送金明細を送付
RI日本事務局/経理室

米山記念奨学会寄付金明細書 送金後、同日中に送金明細を送付

次年度クラブ役員報告
（会⾧・幹事・事務局・
例会日・例会場）
＊公式名簿記載資料

最終締切
2024年2月1日

＊提出は地区事務局へ    会員数76名から125名までのｸﾗﾌﾞは

4．R I 本部より送付の用紙を使用すること

新RC・IAC・RACの誕生 随時

国際大会
投票代議員信任状

2024年4月末日

2．2024年1月1日現在の会員数を記入
R I 第2800地区ガバナー 伊藤三之

R I 日本事務局/クラブ・地区支援室

R I 第2800地区ガバナー 伊藤三之

3．会員数75名までのクラブは代議員1名

地
区
関
係

会⾧エレクト・次期幹事・
住所・氏名・略歴・
クラブ事務局名簿

2023年12月末日

地区事務局より連絡

E-mail:office@rid2800.org

クラブ会員数報告

R I 第2800地区ガバナー 伊藤三之

R I 第2800地区ガバナー 伊藤三之

R I 第2800地区ガバナー 伊藤三之

R I 第2800地区ガバナーエレクト 芳賀康雄

E-mail:office@rid2800.org

ガバナー賞の表彰 2024年6月末日 書式自由

2024年
7月15日必着

FAX又はメールにて地区事務局へ報告すること

地区大会選挙人
信任状送付

地区大会
登録申込締切と同日

4．地区大会実行委員会より送付の用紙を使用

文献・資料についての
お問い合わせ

随時

毎月分
翌月15日必着

FAX又はメールにて地区事務局へ報告すること

E-mail:office@rid2800.org

クラブ例会出席報告
（年間の平均出席率）
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クラブ奉仕について 

2023-2024 年度 クラブ奉仕アドバイザー   
パストガバナー  齋藤 榮助（米沢中央 RC） 

 
伊藤三之ガバナーエレクトから、今年度も引き続き「クラブ奉仕アドバイザー」として、クラブ奉
仕委員会とロータリー情報委員会の両委員会を担当するよう拝命致しました。 

藤野クラブ奉仕委員⾧、伊勢ロータリー情報委員⾧も昨年からの継続であり、気心も周知しており
ますので、力を合わせて委員会運営に努力致します。 

クラブ奉仕とは、「会員同士の関係を育み、積極的な会員増強計画を実行して活気あるクラブ作り
をすること」ですが、第 2800 地区ビジョンにもあるように、更に加えて「真の立派なロータリア
ンを育成」することも、クラブ奉仕の大きな使命であります。 

藤野委員⾧と伊勢委員⾧は、昨年、「クラブ奉仕ガイドブック」を製作されました。入会年数わず
かの方でも理解出来るように、大変分かり易くまとめられていますので、それを礎として、クラブ
の多様性を尊重し、個性的で魅力あるクラブ運営が出来ますように、地区内各クラブを共に支援し
て参ります。 

なお具体的な活動内容は、両委員⾧の事業計画に詳しく示されていますので、正しくご理解下さい。 

クラブ例会の活性化が大事であることは皆さん解っていますが、これがなかなか難しい。例えば
「楽しい例会」一つ俎上に挙げても、会員それぞれの思いが違います。このように各クラブ悩みな
がら努力されていますが、それに少しでも手助けできる委員会として活動できるようにしたいと思
います。 

先日、会員増強委員会、職業奉仕委員会と合同で、佐藤孝子ガバナー年度の「クラブ活性化セミナ
ー」を開催し、第 2840 地区パストガバナー田中久夫氏（高崎ＲＣ）の講演をお聞きしました。田
中氏も、例会の重要性、会⾧の熱意・積極性の重要性、例会の会⾧挨拶の重要性を強調しておられ
ました。 

伊藤ガバナーエレクトは、「ロータリーを楽しもう」と呼びかけています。ロータリーの基本を理
解し実践すればおのずと楽しくなります。そのためにも地区クラブ奉仕委員会は積極的に努力して
参ります。 
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クラブ奉仕委員会  
2023-2024 年度 クラブ奉仕委員会 

委員⾧  藤野 和男（大江ＲＣ） 
 

Ⅰ ガバナーエレクト・次期地区委員⾧からのメッセージ 
ロータリアンは、クラブ内で親睦をもとにして自己研鑽・切磋琢磨して奉仕の理念を学び奉
仕の心を形成する。この内なる奉仕がクラブ奉仕であり、クラブの外では、奉仕の心を、職
業奉仕、社会奉仕、国際奉仕、そして青少年奉仕として実践する。これがロータリー活動で
す。 

そうしますと、ロータリー活動の基本はクラブ奉仕にあり、そして、クラブ奉仕の基本は、
親睦と学びの場である例会にあります。 

親睦、そして、自己研鑽の場としての例会の重要性を理解し、充実した例会方法の工夫、出
席率向上のための工夫を共に考えてみましょう。 

クラブ奉仕の意義（クラブとクラブリーダーはクラブ会員に対して「親睦と学びの場」を提
供する義務を負い、クラブ会員はこれを有効活用する責任を負う）や目標をしっかりと理解
し、クラブ活性化への具体的プランの策定、「クラブ戦略計画」の策定をしてください。 

その際、ＲＩのロータリー戦略計画との整合性にご配慮ください。 
クラブの活性化を図るうえで、最近のＲＩの動向である「クラブ運営の柔軟性」にも十分ご
配慮ください。 

地区クラブ奉仕委員会の開催するセミナーなどにご参加頂くとともに、積極的にクラブの卓
話を要請するなどして、地区クラブ奉仕委員会を積極的にご活用ください。 
 

Ⅱ 地区クラブ奉仕委員会の活動計画 
１ 「クラブ奉仕ガイドブック」の改訂 

昨年度製作した「クラブ奉仕ガイドブック」をさらにブラッシュアップして、改訂版を製作
し、地区クラブ奉仕委員会共通の情報として各クラブに発信します。 

この「クラブ奉仕ガイドブック」は、入会歴の浅い会員を始め、広くロータリアンにロータリ
ー活動の基礎となる「クラブ奉仕」について学んでいただくためのツールとして活用していた
だくことが可能です。 

当委員会では、改訂作業を通じて、地区クラブ奉仕委員会委員が意識、知識を共有化すること
により、卓話要請の対応に備えるとともに、委員のレベルアップを図り次期委員⾧の選任に備
えることも副次的な目的としています。 

 
２ 積極的な卓話要請の受け入れと各クラブの例会の充実支援 

６グループ９名のガバナー補佐の方々と連携しながら、各クラブに当委員会からの卓話要請
と、「クラブ奉仕ガイドブック改訂版」の情報の周知を促すとともに、ＲＩの「ロータリー戦
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略計画との整合性」、さらには、「クラブ運営の柔軟性」に関しても的確なアドバイスをするこ
とで、各クラブが例会を充実させ、クラブを活性化させることを支援します。 
 

３ クラブ奉仕セミナーの開催 
ロータリー活動に対する新たな意欲を喚起すべく、充実したクラブ奉仕セミナーを開催します。 
セミナーをより有益なものにするために、ロータリー情報委員会、会員増強委員会、公共イメー
ジ委員会、職業奉仕委員会など地区の他の委員会とも連携して、「クラブ活性化セミナー」として
の開催も検討します。 
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ロータリー情報委員会  
2023-2024 年度 ロータリー情報委員会 

委員⾧  伊勢 博（東根ＲＣ） 
 

Ⅰ ガバナーエレクト・次期地区委員⾧からのメッセージ 
ＲＩ発の最新情報ばかりでなく、各クラブの活動状況などの有益なロータリー情報をお互い
に発信し、共有することを通して、クラブの活性化を図りましょう。 

まずは、「Ｍｙ  Ｒｏｔａｒｙ」への登録を行いましょう。 

マイロータリーは、ロータリーの現在を知り、学びを深めるうえで欠かせないリソースであ
るというだけでなく、既にロータリー活動を行う際の「プラットフォーム」としての機能や
役割を備えつつあります。これにアクセスできなくては、ロータリー活動を効果的に行うこ
とが難しくなりつつあり、ロータリアンでありながら、ロータリーから疎外されることにさ
えなりかねない状況です。 

２０２３年１月時点での、第２８００地区内の「Ｍｙ  Ｒｏｔａｒｙ」の登録率は約２０パ 
ーセントに過ぎず、全国的（全国平均約４５パーセント）にも大きく遅れをとっております。
是非、各クラブでの積極的な登録（クラブで、そして会員各自で）をお願いします。 

次に、高度情報化社会のメリットを享受すべく、地区ホームページのさらなる充実を目指し
ますので、地区ホームページを当地区内での「プラットフォーム」として積極的に活用して
ください。また、ＬＩＮＥ等の有効なツールの活用についてもご協力をお願いします。  

佐藤孝子ガバナー年度で始められた「第２８００地区公式ＬＩＮＥ」は、毎月の動画でのガ
バナー挨拶、その時々の地区内活動報告、月信などの最新の情報を気軽に携帯電話で入手す
ることが可能な、極めて友好なツールであることが実感できます。２０２３年２月時点での
フォロワー数が２６４名（登録率約１８パーセント）にすぎないことは、もったいないこと
です。ＬＩＮＥ登録可能な地区内ロータリアン全員の登録を目指しましょう。 
 

Ⅱ 地区ロータリー情報委員会の活動計画 
１ 「クラブ活性化」及び「学び」に役立つ情報の提供 

ＲＩ発の最新情報ばかりでなく、各クラブの活動状況などの有益なロータリー情報を発信し、
共有することを通して、クラブの活性化を図ることを支援します。 

また、クラブや各会員が、ロータリーを学ぶために役立つ情報も容易に取得できる体制を整
え、「学び」を支援します。 

 
２ 「Ｍｙ  Ｒｏｔａｒｙ」への登録推進 

マイロータリーの有用性をさらに広報していくとともに、登録方法などの支援を行いながら、
クラブ及び会員各自のマイロータリーへの登録を推進していきます。 
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３ 地区ホームページやＦａｃｅｂｏｏｋ、ＬＩＮＥ等の有効なツールの活用 
高度情報化社会のメリットを享受すべく、地区ホームページのさらなる充実を目指すほか、
昨年度から本格的に運用している地区公式ＦａｃｅｂｏｏｋやＬＩＮＥのさらなる充実を目
指し、皆さまの活用を推進していきます。 
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会員増強について 

2023-2024 年度 会員増強アドバイザー 
ガバナー  佐藤 孝子（鶴岡 RC） 

 

私は、会員増強委員会のアドバイザーとして、次の３つのことを申し上げます。 

１ 先日（２０２３年２月２６日）、２０２２－２０２３年度事業の一つとして、クラブ活性化セ
ミナーを開催し、高崎ＲＣのパストガバナー田中久夫氏のご講演を拝聴しました。 

 セミナー参加者からは、これまでの講演で一番感動したとのご意見も多く耳にしました。何が 
素晴らしかったのか。それは、「会員増強」をテーマにしたご講演であったにも関わらず、単
に会員増強のノウハウを並べ立てたものではなく、むしろ、「ロータリーの魅力をどのように
人に伝えるか」、「自分の所属しているロータリークラブを新会員候補者にどのように明確に説明
できるか」こそが重要だということを切々と説いてくださいましたが、そのお話しの内容が、
聴いている私たちにロータリーの魅力、可能性をひしひしと伝えてくれたからだと思います。 

 会員増強という形式、手法にとらわれず、常に、「ロータリーとは何か」、「ロータリーの魅力
はどこにあるか」、こんな基本的なところからアプローチする。会員増強の最も大切な心構え
がここにあると私は思います。 

２ また、田中久夫氏は、会員増強の目的は決してクラブの会員数を増やしたいだけの安直な目的
ではなく、一番重要な目的は、「ロータリーに入ることがどれだけ本人のためになるのかをそ
の本人自身が理解してくれることであり、それこそがクラブへの奉仕、地域社会への奉仕、そ
の人への奉仕だ」とおっしゃいました。 

 会員増強の持つロータリー的意味を、会員増強に携わる地区委員会メンバーも各クラブの担当
委員会メンバーも十分考えてみる必要があります。 

３ 伊藤ガバナーエレクトは、「ロータリーを語ろう そして ロータリーを楽しもう」と呼びか
けます。そして、「ロータリアン一人ひとりが、自らが関わっているロータリー活動につい
て、それぞれの立場で、そのロータリー的意味を考え、学び、大いに語り合ってみましょう」
と提案しています。 

 会員増強についても、ロータリーの公共イメージの向上についても、それに関わるロータリア
ン一人ひとりが、「そのロータリー的意味を考えながら、学びながら、大いに語り合いながら」
行動しましょう。 
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会員増強委員会  
2023-2024 年度 会員増強委員会 
委員⾧  赤塚 弘実（天童東 RC） 

 
Ⅰ ガバナーエレクト・次期地区委員⾧からのメッセージ 

ロータリーを語り合い楽しむことで、ロータリアンとしての活力が身につきます。活力ある
ロータリアンが多いクラブは、組織としての活力も増します。そのような好循環の中で、さ
らにクラブの活力を増大させるとともに、自分自身の活力を増大させるために、ロータリー
を語り合い楽しむ仲間を増やしましょう。 

つまり、ロータリーを語り合い楽しむ仲間を増やすことが、クラブ活性化には不可欠なのです。 

そして、会員増強は、クラブの組織そのものに関わることですから、クラブ内の担当委員会
だけの問題ではなく、クラブ全体で対応すべき活動であることを認識する必要があります。 

その際には、マイロータリーなどのツールを積極的に活用し、世界中の仲間とつながり、世
界中の仲間のアイデア、最新情報を積極的に取り入れましょう。 

また、既存会員、特に入会歴の浅い会員の退会をいかにして防ぐことができるのか、今こそ、 
その対策を真剣に考えてみましょう。ここでも、世界中の仲間のアイデア、最新情報がきっ
と役に立つはずです。 

地区会員増強委員会の開催するセミナーなどにご参加頂くとともに、積極的にクラブの卓話
を要請するなどして、地区会員増強委員会を積極的にご活用ください。 
 

Ⅱ 地区会員増強委員会の活動計画 
１ 冊子「会員増強物語」の製作 

新会員の拡大と退会防止に向けて、マイロータリーの情報や地区内成功事例なども踏まえて、
新会員向けクラブ内セミナーの開催マニュアルや退会防止のための具体的アイデアなどを盛り
込んだ冊子「会員増強物語」を製作します。 

 
２ 会員増強セミナーの開催 

上記１の冊子をテキストにした会員増強セミナーを開催します。 
セミナーをより有益なものにするために、クラブ奉仕委員会、ロータリー情報委員会、公共イ 
メージ委員会、職業奉仕委員会など地区の他の委員会とも連携して、「クラブ活性化セミナー」
としての開催も検討します。 
 

３ 会員増強強化期間と地区大会での歓迎セレモニー 
「各クラブ１名以上、地区内５０名以上の純増」を実現します。 
７月から１０月までの４か月間を、「会員増強強化期間」として、各クラブとの連携を密にし
て、なるべくはこの期間中に「各クラブ１名以上、地区内５０名以上の純増」を実現するよ
うにします。 
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１１月の地区大会（１１月１２日の午後の本会議）で、新会員に各クラブ会⾧とともにステ
ージに登壇して頂き、会員全員での歓迎セレモニーを開催いたします。 
 

４ 積極的な卓話要請の受け入れ 
本年度同様、次年度も、クラブから要請があれば、会員増強に関する卓話に喜んで伺います。 
クラブの会員増強のツールの一つとしてご利用ください。 

「ロータリーに入ろう」の著者である田中久夫氏（第２８４０地区パストガバナー 高崎ＲＣ） 
は、会員増強の目的は決してクラブの会員数を増やしたいだけの安直な目的ではなく、一番重
要な目的は、「ロータリーに入ることがどれだけ本人のためになるのかをその本人自身が理 
解してくれることであり、それこそがクラブへの奉仕、地域社会への奉仕、その人への奉仕だ」
とおっしゃいます。この熱い想いを卓話の中でお伝えできればと思っております。 
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公共イメージ委員会  
2023-2024 年度 公共イメージ委員会    
委員⾧  松岡 友路（山形イブニングＲＣ） 

 
Ⅰ ガバナーエレクト・次期地区委員⾧からのメッセージ 

今日の情報化社会においては、会員増強のためにも、事業のパートナーを募るうえでも、さ
らには寄付を募るうえでもロータリーの公共イメージの向上は決定的に重要な事項です。 

ロータリーの公共イメージの向上は、クラブ単体でできることには限界がありますので、公
共イメージ委員会、ロータリー情報委員会を始めとする地区委員会と連携して、様々な工夫
をしながらロータリーの公共イメージの向上に努め、クラブそしてロータリーの組織基盤の
確立、活性化を図りましょう。 
 

Ⅱ 地区公共イメージ委員会の活動計画 
１ ３つの「目に見える化活動」 

ロータリーの公共イメージを向上させるために、次の３つの「目に見える化活動」を行います
ので、よろしくご協力ください。 

（１）募金箱の設置 
各会員事業所や公共施設などに、通年、ポリオ撲滅、ウクライナ支援、トルコ災害支援などの、 
その時々のロータリー活動を告知する案内文と募金箱を設置するなどして、ロータリー活動の
現状を知ってもらい、同時に公共イメージの向上に努めます。 
地区委員会としては、そのためのツールを準備します。 

（２）地区補助金活用事業の一覧紹介ポスター作成 
地区公共イメージ委員会が地区地域奉仕委員会と連携して、各クラブの過去の主な地区補助金
活用事業の一覧紹介ポスターを作成し、各会員事業所や公共施設などに掲示して、地域社会に
密着したロータリー活動の実績を知ってもらい、同時に公共イメージの向上に努めます。  
また、ロータリー奉仕デーの事業である「それぞれの最上川物語」との連動も検討します。 

（３）各クラブとの連携  
・地区ロータリー情報委員会と協力して、各クラブの広報委員会（広報担当者）向けセミナー

を開催して、マスコミへのニュースリリースやＳＮＳ配信のノウハウを共有していただく。 

・各クラブ発のロータリー活動に関するトピックな情報を地区公共イメージ委員会で集約し、
情報を定期的に外部に発信することで、公共イメージの向上に努めます。 

 
２ 公共イメージの拡大と改善へのアプローチ 

ジョン・ヒューコＲＩ事務総⾧は、ソートリーダーシップ（テーマや社会問題などの特定の分
野において、将来を先取りした革新的なアイデアや解決策を一早く発見し示すことで、その分
野における主導者となること）を広げることで公共イメージが磨かれ改善されると述べます。 
地区公共イメージ委員会は、この「ソートリーダーシップ」、「公共イメージの拡大と改善」と
いう観点から、ロータリーの公共イメージの向上について検証します。 
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職業奉仕について 

2023-2024 年度 職業奉仕アドバイザー   
パストガバナー  鈴木 一作（寒河江 RC） 

 

｢職業奉仕は難しい」という言葉をよく耳にします。理由は色々あるとは思いますが、大きな理由の一つ
は、ロータリーの大先輩達による職業奉仕の説明が、人によってかなり異なるからではないでしょうか? 
例えば、職業奉仕は「Arthur Frederick Sheldon の考えそのものだ」と言う人、「職業倫理そのものだ」
と言う人、「天職（Vocation）として高潔な仕事をすることだ」と言う人もいます。さらに、「四つのテス
ト」や道徳律（職業倫理訓）、大連宣言を説く人もいます。ところが、現在の職業奉仕の公式定義は『標
準ロータリークラブ定款（第６条の２）』です。これでは、説明を聞いている人が混乱するのは当然です。 

そうしたロータリーの大先輩達に共通する特徴は、「職業奉仕は一本の大木」であるかのような説明では 
ないでしょうか。しかし、ロータリーの歴史が大好きで、自分なりに職業奉仕を学んできた私としては、 

“職業奉仕は一本の大木ではない。むしろ、職業奉仕は森である。” 
と思うのです。 

森は、高い所、低い所、陽のあたる所、陽があたりにくい所など、各々の場所で生えている木々は違いま
すし、また互いに影響し合って生えています。しかし、それら全体で森なのです。ですから、例えば高い
所に生えている木々だけを説明しても、その森の全てを語ったことにはなりません。それと同様に、 

“職業奉仕に対する考え方は、歴史上、間違いなく幾つもある。すなわち、 
職業奉仕という森には、異なる様々な木々が生い茂り、互いに影響し合って育っている。 
だから、それらの木々全部を対象にして、はじめて職業奉仕が理解できるようになる。” 

と言いたいのです。 

では、「職業奉仕の森」にはどのような木々が生い茂っているのでしょう? 私は、以下に示したように、 
職業奉仕の森は６つの木々群（そのうちの３つは A F Sheldon の奉仕理念）からできていると思います。 

● 職業倫理 ＝ 尊敬、信頼 
 職業倫理の高揚が尊敬と信頼を生み、事業は成功する 

● A F Sheldon の奉仕理念                                                          
＊職業 ＝ 社会への奉仕                                                                                   
＊奉仕 ＝ 継続的利益のための人間関係の基本 

                  相手のニーズを最高に良く汲み取
り、                                   
それを最高の形で満たすこと 

     ＊職業奉仕 ＝ 顧客獲得のための最善の経営方法  
顧客奉仕の実践により、事業は成功する 

● 職業 ＝ 天職 （尊重すべき崇高な職業） 
● 職業を活かした社会貢献 

                           自己の職業上の知識や技術を活かした社会貢献 

例えば、職業奉仕の実践として 1931 年の「The Aims and Objects Plan（Pamphlet No.３）」に記
された「職務や商取引上の倫理高揚、顧客や同業者への配慮、従業員の幸福、事業の繁栄、業界と社会
の発展」も、また『標準ロータリークラブ定款（第６条の２）』の内容も、上記の木々群のいずれかに
相当します。 

なお、1987 年に出された「職業奉仕に関する声明」で認定された「職業を活かした社会貢献」が、最
後に生い茂ってきた木々群です。それ以外の木々群は、一括して「ロータリアンとしての職業上の務め」
と言い換えることができます。さらに、「職業奉仕の森」全体は、「職業人としてのロータリアンの務
め」と言い換えることができます。いずれにしても、以下の公式で考えれば分かり易いと思います。 

職業奉仕 ＝「ロータリアンとしての職業上の務め 」＋「職業を活かした社会貢献」 
＝  職業人としてのロータリアンの務め（ ＝ 職業奉仕の森）   
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職業奉仕委員会  
2023-2024 年度 職業奉仕委員会  
委員⾧  吉澤 彰浩 （米沢中央 RC） 

 
Ⅰ ガバナーエレクト・次期地区委員⾧からのメッセージ 

クラブの活性化そしてロータリーの活性化は、最終的には、活力と知力あふれるロータリア
ン一人ひとりによって実現されます。その背景には、しっかりとしたロータリー哲学、ロー
タリー観が必要です。 

最近のＲＩの方針と従来の基本的理念との関係が理解できない、最近のロータリーの目指し
ているところが分からない、そのためにロータリーにストレスを感じている、という声も多
く聞こえてきます。 

これまでのロータリーの歴史をふまえ、「職業奉仕概念の変遷の歴史と意味」ばかりでなく、 
「奉仕の理念」と「ロータリーの目的」、「ロータリーの二つの標語（モットー）」、「四つの
テスト」、「寛容」など従来からの基本的理念、さらには、近年ＲＩで強調されている「中核
的価値観」、「ロータリーのビジョン声明」、「ロータリー戦略計画」、「行動計画」、「ＤＥＩ」
などの概念も盛り込み、活発で有意義なロータリー活動を支えるロータリー哲学、ロータリ
ー観を分かりやすく整理、再構築します。 

また、ロータリー哲学のバイブルとも言われる決議２３－３４（国際ロータリー１９２３年
決議３４号）から丁度１００年。この節目に、その意味を再確認してみたいと思います。 
 

Ⅱ 地区職業奉仕委員会の活動計画 
１ 職業奉仕の定義（標準ロータリークラブ定款 第 6 条 五大奉仕部門の２） 

職業奉仕概念の変遷の歴史と意味を踏まえて、標準ロータリークラブ定款にある職業奉仕の定
義と、いわゆる「職業奉仕の森」について、地区内すべてのロータリアンにしっかりと理解し
ていただきます。 

 
２ ロータリー哲学、ロータリー観の整理、再構築 

「奉仕の理念」と「ロータリーの目的」、「ロータリーの二つの標語（モットー）」、「四つのテス
ト」、「寛容」など従来からの基本的理念、さらには、近年ＲＩで強調されている「中核的価値
観」、「ロータリーのビジョン声明」、「ロータリー戦略計画」、「行動計画」、「ＤＥＩ」などの概
念も盛り込み、活発で有意義なロータリー活動を支えるロータリー哲学、ロータリー観を分か
りやすく整理、再構築します。 
 

３ 決議２３－３４（国際ロータリー１９２３年決議３４号）の再確認 
ロータリー哲学のバイブルとも言われる決議２３－３４から丁度１００年。この節目に、その
意味を再確認してみることは極めて有意義なことです。 
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４ 職業奉仕セミナーの開催 
上記１ないし３を前提に、職業奉仕について深く理解していただくセミナーを開催しますので、
積極的にご参加ください。 
 

５ 各クラブの職業奉仕に関する活動の紹介 
地区内各クラブ、さらには世界中のクラブの職業奉仕に関する有意義な活動を紹介していきま
す。世界中の仲間のアイデアを取り入れ、職業奉仕に関する魅力的な活動を展開することでク
ラブを活性化させましょう。 
 

６ 積極的な卓話要請の受け入れ 
本年度同様、次年度も、クラブから要請があれば、職業奉仕に関する卓話に喜んで伺います。
上記１ないし３、５について分かりやすくお話しいたします。 
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青少年奉仕について 

2023-2024 年度 青少年奉仕アドバイザー 
直前ガバナー  矢口 信哉（東根 RC） 

 

昨今の新聞紙上を賑わせている事件の根底にあるものは、幼少年時代にモラル教育を蔑ろにした教

育を受けてきて、善悪の判断ができない人を社会に漂流させてきた大人の責任ではないのかとも思

われます。コロナ感染、ウクライナ戦争、トルコ・シリア地震等、国内外ともに試練の時、激変の

時代にあります。 

青少年奉仕は、指導力養成活動、社会奉仕プロジェクト、国際奉仕プロジェクトなどへの参加、世

界平和と異文化の理解を深め育む交換プログラムへの参加を通じて、青少年並びに若者によって好

ましい社会の変化がもたらされることを目的にしています。今年度の第２８００地区の青少年奉仕

活動も多岐に渡った計画が準備されています。今こそ第２８００地区が一丸となり青少年リーダー

の育成活動を実施すべきときと思います。 

ロータリアン各位におかれましては、是非青少年奉仕事業に積極的にご参加いただきたく存じます。 

特にガバナー補佐の皆様には、第２グループの青少年交換事業の取組み内容について研修され、他 

のグループでも積極的に青少年交換事業を実施していただけるような環境整備をお願いいたします。

青少年交換事業は本当に価値ある事業です。全グループで取り組めればと願っております。 

お陰様で、地区の危機管理委員会は一度も開かれず２年が過ぎましたが、引き続き安全第一に、セ

クハラ、パワハラ、モラハラ問題の無い青少年奉仕活動に心がけてまいります。 
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青少年奉仕委員会  
2023-2024 年度 青少年奉仕委員会  
委員⾧  遠藤 伸一（寒河江ＲＣ） 

 
Ⅰ ガバナーエレクト・次期地区委員⾧からのメッセージ 

ロータリーの青少年奉仕プログラムの理念は、未来への投資であり、これらのプログラムを
通じて、ロータリアンがロータリーの理念や伝統を、次世代の若者たちと共有し、引き継ぐ
ことにあります。 

ロータリーが提供する青少年奉仕プログラムには、インターアクト、ローターアクト（厳密
には、２０１９年からは RI が提供するプログラムではなく、独立したクラブになりました
ので、その支援が任務ということになります）、ＲＹＬＡ、青少年交換があります。米山奨
学制度も、日本のロータリーが誇るべき青少年奉仕プログラムの一つと言えます。 

そして、これらの青少年奉仕プログラム参加者の相互交流を積極的に図ることで、それぞれ
のプログラムのさらなる充実を目指します。 

ゴードン・マッキナリーＲＩ会⾧が示唆する、「バーチャルな手法を用いての国際平和のた
めの青少年プログラム」にもチャレンジします。 

２０２４年３月には「第３６回全国ローターアクト研修会 山形会議」が、同年５月には
「第２７回国際ロータリー日本青少年交換研究会 山形会議」が開催されます。 

青少年奉仕に関するこの２つの全国大会の開催を通じて、私たちロータリアンの夢と志を、
次代を担う若者たちにしっかりとつないでいきましょう。 

青少年奉仕に関する、インターアクト、ローターアクト、ＲＹＬＡ、青少年交換の各委員会 
とも、それぞれの委員会の委員一人ひとりが、「自分たちは、何のために活動しているのか」、 
そして、「青少年には、何を伝えなければならないのか」など、青少年奉仕の意義、目的を
明確にした上で、青少年奉仕プログラムに参加する若者達に、達成感、感動、成⾧をもたら
すような運営を心がけていきたいと思います。 

また、ロータリアンに、青少年奉仕活動を理解、共感していただき、協力をしてもらえるよ
うな広報や宣伝に努めてまいります。 
 

Ⅱ 地区青少年奉仕委員会の活動計画 
１ ２つの全国大会の成功 

「第３６回全国ローターアクト研修会 山形会議」（２０２４年３月２３日～２４日 山形市） 
及び「第２７回国際ロータリー日本青少年交換研究会 山形会議」（２０２４年５月１１日～
１２日 天童市）を絶対に成功させます。 

青少年奉仕の４つのプログラムは、いずれもロータリーにとって重要な価値あるプログラムで
すが、現状は各プログラムへのロータリアンの参加者の減少が課題です。それは、それぞれの
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プログラムのロータリー的価値をロータリアンに理解してもらえていないことが原因です。 

この２つの全国大会は、地区内の多くのロータリアンに、青少年奉仕のプログラムの価値を体 
感していただける絶好の機会です。地区内の多くのクラブ、ロータリアンの参加をお願いします。 

 
２ 青少年奉仕プログラム参加者の相互交流 

インターアクター、ローターアクター、ライラリアン、交換学生、さらには米山奨学生など、
青少年奉仕プログラム参加者の相互交流を積極的に図っていくことで、それぞれのプログラム
のさらなる充実を目指します。そのための企画をいたしますので、関係クラブにおかれては、
ご協力をお願いします。 
 

３ バーチャルな手法を用いての国際平和のための青少年プログラム 
インターアクトもローターアクトも世界中に数多くの仲間がいます（インターアクトはクラブ
数約１８，５００、会員数約４２５，０００人。ローターアクトはクラブ数約１１，４００、
会員数約２０６，０００人）。 

コロナ禍を通じて学んだことをヒントに、バーチャルな手法を用いての国際平和のための青少
年プログラムを試行します。異文化間のコミュニケーションと理解を深め、参加する青少年の
スキルアップを図るとともに、青少年奉仕の観点から、より安定した平和な社会の実現を目指
します。 
 

４ 各クラブ独自の青少年奉仕活動の紹介 
地区内各クラブでは、ＲＩの４つの青少年奉仕プログラム以外に、独自の青少年奉仕活動を行
っているところも少なくありません。 

そこで、地区内各クラブ、さらには世界中のクラブの青少年奉仕に関する有意義な活動を紹介
していきます。世界中の仲間のアイデアを取り入れ、青少年奉仕に関する魅力的な活動を展開
することでクラブを活性化させましょう。 
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インターアクト委員会  
2023-2024 年度 インターアクト委員会  

委員⾧  枝松 祐子（上山 RC） 
 

Ⅰ ガバナーエレクト・次期地区委員⾧からのメッセージ 

インターアクトは、１９６２年にＲＩ理事会で採択された国際ロータリーの常設プログラム
です。 

インターアクトクラブは、学校や地域社会での課題に取り組むために結束する大学入学前の
１２歳から高校卒業までの青少年のためのクラブです。インターアクターは、インターアク 
トクラブで奉仕活動を行い、リーダーシップのスキルを身につけ、新しい友人をつくります。 

インターアクトクラブは、所在する地区内にある１つまたは複数のロータリークラブにより、
結成、提唱、指導監督されます。 

インターアクトクラブは、スポンサークラブ（提唱ロータリークラブ）とともに、毎年、少
なくとも２つの奉仕プロジェクト（１つは地域社会を支援するプロジェクト、もう１つは国
際理解を推進するプロジェクト）を実施しなければなりません。 

第２８００地区には、８つのインターアクトクラブ（県立鶴岡中央高校、鶴岡東高校、羽黒
高校、新庄東高校、創学館高校、惺山高校、県立南陽高校、九里学園高校）があり、それぞ
れが活発な活動を繰り広げています。 

その活動の意義をスポンサークラブ以外のクラブにも周知してもらうとともに、新たなイン
ターアクトクラブの設立についても検討してみる必要があります。 
 

Ⅱ 地区インターアクト委員会の活動計画 
１ インターアクトクラブの表敬訪問の充実 

昨年度からの新たな試みとして、ガバナー始め地区関係者、スポンサークラブ関係者によるイ
ンターアクトクラブ表敬訪問を、インターアクターが実際に活動している時間帯に訪問して、
インターアクターの活動に参加したり、相談を受けたりしながら様々な活動を視察する形にい
たしました。 

グループごとの視察でしたが、スポンサークラブ以外のグループ内クラブメンバーにも視察を
して頂くことで、多くの「気づき」を得られたのではないかと思います。 

今年度も引き続き、ガバナー、ガバナー補佐、スポンサークラブの方々、顧問の先生方の協力
を得ながら、インターアクターの活動を認知していただくべく、多くのグループ内クラブメン
バーに参加していただき、インターアクトクラブ表敬訪問事業を充実させ、このプログラムの
レベルアップを図っていきたいと思います。 
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２ ガバナー月信への投稿 
ガバナー月信の「インターアクトクラブ訪問及び報告」の欄に「インターアクターの声」など
を積極的に掲載し、インターアクターの感想や想いをロータリアンも共有することで、インタ
ーアクト活動の充実を図っていきたいと考えています。 
 

３ インターアクターの発言の場の設定 
インターアクト年次大会やロータリー地区大会などで、インターアクター自らがインターアク
トの活動内容や魅力を多くの人に伝えられる場を設けていくことで、インターアクターのリー
ダーシップを養うとともに、インターアクトの魅力を多くのロータリアンに共有していただき
たいと思います。 
 

４ 青少年奉仕プログラム参加者との交流 
ローターアクターを始めとする青少年奉仕プログラム参加者との積極的な交流を通して、お互
いが成⾧できるような機会を設定し、青少年奉仕事業の充実を図ります。 

「全国ローターアクト研修会 山形会議」及び「国際ロータリー日本青少年交換研究会 山形
会議」にも積極的に関わることで、インターアクト活動のレベルアップを図ります。 
 

５ バーチャルな手法を用いての国際平和のための交流会 
インターアクトは世界中に数多くの仲間がいます（インターアクトは世界中で、クラブ数約 
１８，５００、会員数約４２５，０００人）。 

ＺＯＯＭ等のバーチャルな手法を用いて、海外のインターアクトクラブとの意見交換イベント
等を試行します。異文化間のコミュニケーションと理解を深め、参加するインターアクターの
スキルアップを図るとともに、ロータリーファミリーであることを実感してもらい、インター
アクト活動の充実と平和構築につなげます。 
 

６ ロータリー奉仕デー「それぞれの最上川物語」への関わり 
ロータリー奉仕デー「それぞれの最上川物語」にインターアクトクラブも積極的に参加し、環
境問題やふるさとについて共に考えるとともに、希望（未来）を共有する一日を楽しみたいと
思います。ご協力お願いします。 
 

７ 新たなインターアクトクラブの設立 
特に、インターアクトクラブが存在しない地域を中心に、新たなインターアクトクラブの設立
も検討してみたいと思いますので、皆さまのご理解、ご協力をお願いいたします。 
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ローターアクト委員会  
2023-2024 年度 ローターアクト委員会  

委員⾧  和田 義弘（河北 RC） 
 

Ⅰ ガバナーエレクト・次期地区委員⾧からのメッセージ 
ローターアクトクラブは、地域社会や国際的活動を通じて行動し、リーダーシップスキルを
学び、専門職向上に参加する若い大人の組織で、地域社会あるいは大学を基盤として設立で
きます。 

当地区には、７つのローターアクトクラブ（酒田、鶴岡、今年度設立の西村山、東北文教大、
山形、南陽東、米沢）があります。 

ローターアクトクラブは、今、変革の真っ只中にあります。 

ＲＩからは、ローターアクトクラブがロータリークラブから自立し拡大していく道（自立と
自律）を示されていますが、現実には、会員数減少、組織体制、経済的基盤など多くの課題
を抱えているようです。 

そのような状況の中で開催される「第３６回全国ローターアクト研修会 山形会議」。ロー
ターアクトクラブの現状と課題、そして未来を、全国のロータリアン、ローターアクターと
語り合ってみましょう。このイベントを、ローターアクトクラブの活性化のための起爆剤と
すべく、知恵を出し合いましょう。 
 

Ⅱ 地区ローターアクト委員会の活動計画 
１ 「第３６回全国ローターアクト研修会 山形会議」 

いよいよ、「第３６回全国ローターアクト研修会 山形会議」（２０２４年３月２３日～２４日 
山形市）が開催されます。 

ローターアクトクラブの現状と課題、そしてその未来を、全国のロータリアン、ローターアク
ターと語り合いましょう。 

当委員会は、この全国大会の準備と会議の開催を通じて、当地区のローターアクト活動を活性
化させる起爆剤とするべく活動して参りますので、各クラブの皆さまの積極的なご参加をお願
いします。 

 
２ ローターアクトクラブ活動の充実 

広くローターアクターを募り、ローターアクトクラブを活性化させるためには、根本的には、
ローターアクトクラブ活動を充実させ、ローターアクトクラブの魅力を高めることが重要です。 
ローターアクター自身がその活動の目的意識を明確に持って「年度テーマ」にふさわしい年間
事業を計画し実行する、そのことを通じてリーダー育成に重点を置いたプログラムを実行でき
るように指導、支援してまいります。 
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３ ロータリークラブとローターアクトクラブの交流の充実 
私たちロータリアンも、ロータリーファミリーの重要な一員であるローターアクト会員の増強
に向けて、最大限の支援をしましょう。 

そのためには、ローターアクト活動の意義を、スポンサークラブのみならず、広くロータリア
ンに知っていただくことが重要であり、ロータリークラブの例会にローターアクターを招き卓
話をしてもらうこと、一緒に社会奉仕活動を行うこと（特に、本年度はロータリー奉仕デーの
事業である「それぞれの最上川物語」）を始めとして、ロータリークラブとローターアクトクラ
ブの交流を密に図っていく必要があります。 

本年度、当委員会は、ロータリークラブとローターアクトクラブの交流を充実させるための活
動に取り組みますので、ご協力お願いします。 
 

４ バーチャルな手法を用いての国際平和のための交流会 
ローターアクトは世界中に数多くの仲間がいます（ローターアクトクラブ数は世界中で約１１，
４００、会員数約２０６，０００人）。 

ＺＯＯＭ等のバーチャルな手法を用いて、海外のローターアクトクラブとの意見交換イベント
等を試行します。異文化間のコミュニケーションと理解を深め、参加するローターアクターの
スキルアップを図るとともに、ロータリーファミリーであることを実感してもらい、ローター
アクト活動の充実と平和構築につなげます。 
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ＲＹＬＡ委員会  
2023-2024 年度 ＲＹＬＡ委員会  

委員⾧  渡部 晃（余目 RC） 
 

Ⅰ ガバナーエレクト・次期地区委員⾧からのメッセージ 
ＲＹＬＡとは「Rotary Youth Leadership Awards（ロータリー青少年指導者養成プログラ
ム）」のことです。 

ＲＹＬＡは、インターアクター、ローターアクター及び一般の青少年の指導を開発するため
の研修プログラムで、クラブ、地区、または他地区合同の規模で実施されます。数ある青少
年プログラムの中でも、このＲＹＬＡ研修は全てのクラブが積極的に参加することができる
プログラムとなっていることが特徴です。 

他方、ロータリークラブやローターアクトクラブにとっても、ＲＹＬＡ参加者の持つ新鮮な
視点や考え方から新たな刺激を得られるとのメリットのほか、会員増強のチャンスを得ると
のメリットもあります。 

ここで、「ＲＹＬＡの目的」をまとめると次のようになります。 

・若者のリーダーシップスキルを磨き、地域に貢献する若者を育成すること 
・若者の心に生涯にわたる奉仕の精神を育み、ロータリーを通じた奉仕の機会へと導くこと 
・若者のリーダーシップ育成を支援することにより、ロータリーの青少年奉仕を実践すること 

また、「ＲＹＬＡのメリット」をまとめると次のようになります。 

・未来の担い手を育てる 
地域や世界の課題に取り組むためには、多くのリーダーが求められます。ロータリーの五
大奉仕の一つである青少年奉仕は、リーダーシップ育成を通じて若者の成⾧を促すことを
重視しています。ＲＹＬＡは将来を担う地域の若者を育て、青少年奉仕を実践する機会に
なります。このような研修を通じて、若者たちは自分の意見を形づくり、行動に移すため
のスキルを磨くことができます。 

・つながりを築く 
ＲＹＬＡは、若者が互いにつながり、協力し合う絶好の機会です。ロータリーに関わる全
ての若者に参加してもらい、つながりを促しましょう。ロータリーについて学びながら、
社会貢献をめざす仲間たちと出会うことができます。 

・参加者の基盤を広げる 
参加した若者にとって、ＲＹＬＡはロータリーとの初めての接点となります。ＲＹＬＡ
は、若いリーダーと関われるだけでなく、ロータリーとの繋がりをスタートさせる素晴ら
しいチャンスとなります。 

・会員増強の機会 
ロータリークラブやローターアクトクラブにとっても、ＲＹＬＡ参加者の持つ新鮮な視点
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や考え方から新たな刺激を得られるとのメリットのほか、会員増強の機会を得るとのメリ
ットもあります。 

地区のインターアクト委員会、ローターアクト委員会、青少年交換委員会、さらには米山奨
学・米山学友委員会とも連携して、各クラブの協力を得ながら有意義なＲＹＬＡの実施を目
指します。 
 

Ⅱ 地区ＲＹＬＡ委員会の活動計画 
１ ＲＹＬＡ研修の復活 

コロナ禍により、ＲＹＬＡ研修はここ３年間開催できませんでした。過去のＲＹＬＡの内容を
検証し、それを進化させて第２８００地区内すべてのクラブからご理解ご協力を頂き、ロータ
リー会員企業はもとより県内企業の若手、更には、ローターアクト世代の２０代から３０代を
対象に次世代のリーダーとなる人材の育成を目指します。 

将来の日本を担う若者の夢、希望、想いなどを参加者みんなで語り合い、理解し合うことによ
って、参加者だけでなく私たちロータリアンも多くの気づきを得て成⾧することができるＲＹ 
ＬＡ研修にして参ります。そして、参加して良かったと全員が思える感動と達成感いっぱいの、 
今後に繋がるＲＹＬＡ研修を委員会中心に企画し運営をして参りますので、是非、多数の方の
ご参加をお願いします。 

 
２ 「全国ローターアクト研修会 山形会議」及び 

「国際ロータリー日本青少年交換研究会 山形会議」との連携 
本年度は２０２４年３月に全国ローターアクト研修会、５月には青少年交換全国研究会が当地
区で開催されますので、その企画との連携も検討して参ります。ご理解、ご協力よろしくお願
いします。 
 

３ 活動スケジュール 
（１）２０２３年７月～１２月  

・どのようなプログラムにすれば実効性があるのか、地区内外の研修内容の調査及び検証を行う 

（２）２０２４年１月～４月 
・ＲＹＬＡプログラムの企画・具体的な実施要項作成 
・地区内クラブに訪問し、多くのクラブからの参加を頂けるようプログラム内容、参加するこ 

とで得られるメリットなど広報し、参加案内を行う 
・「全国ローターアクト研修会 山形会議」及び「国際ロータリー日本青少年交換研究会山形会 

議」との連携を検討する 

（３）２０２４年５月～６月 
・ＲＹＬＡの開催日時 (１泊２日を予定） 

参加人数 ５０名＋ＲＣ会員２０名以上（ＲＣ会員は、見学での参加も大歓迎） 
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青少年交換委員会  
2023-2024 年度 青少年交換委員会  

委員⾧  佐藤 聡（鶴岡南ＲＣ） 
 

Ⅰ ガバナーエレクト・次期地区委員⾧からのメッセージ 
ロータリーの青少年交換事業は、１５歳から１９歳の学生を、およそ１年間にわたって相手
国のロータリークラブと相互に交換するものです。交換学生はロータリークラブの支援のも
と、ホストファミリーと暮らしながら、現地校に通い、ロータリーの活動に参加するなか
で、親善大使として互いの国の理解を深める活動をしています。 

１９７４年に「ロータリー青少年交換プログラム」がＲＩ理事会によって青少年奉仕プログ
ラムの一つとして正式採択される以前の１９６５年、鶴岡ロータリークラブがスポンサーと
なって、当地区から最初の青少年交換学生がアメリカに旅立ちました。 

それから約６０年、当地区から約１６０名の青少年交換学生が世界中に派遣され、そして同
じ数だけの交換学生を世界から当地区に受け入れた、歴史のある事業です。 

このプログラムは、青少年の国際理解と親善の精神を育み、平和の構築と維持に不可欠な異
文化理解能力の養成に役立つとともに、生涯にわたる奉仕への献身を青少年の心に芽生えさ
せるものであって、「ロータリーの目的」に資するものです。 

事業の意義を地区内の多くのクラブから認知してもらい、より広範囲に青少年交換の派遣学
生そして受入先を募りたいものです。 

コロナ禍の影響により、当地区の青少年交換事業も２年間休止しておりましたが、２０２２
年夏から３年ぶりに再開されました。 

２０２３年度の青少年交換の派遣学生３名も決定しています。 

・２０２２－２０２３年度交換 ４名（メキシコ、スイス、台湾２名） 
・２０２３－２０２４年度交換 ３名予定（メキシコ、台湾、アメリカ北西部＆カナダ南西部） 
 

Ⅱ 地区青少年交換委員会の活動計画 
１ アウトバウンド（派遣）学生の送り出し、インバウンド（来日）学生の受け入れ 

２０２３年８月から始まる青少年交換をスムーズに行うため、ホストクラブ、ホストファミリ
ー、受入れ高校、ＲＯＴＥＸ、そしてロータリアンと緊密に連携して、スムーズなアウトバウ
ンド（派遣）学生の送り出し、インバウンド（来日）学生の受け入れを行います。 

 
２ 派遣候補学生の募集、選考、オリエンテーション 

８月３１日を応募締め切りとして、２０２４年夏に派遣予定（２０２４－２０２５年度交換）
の学生の募集、選考を行います。 

対象は、現在、中学３年生から高校２年生です。ロータリアンのご子息も応募可能です。９月
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に選考を行ったのち、７回程度のオリエンテーション、多地区合同スプリングキャンプを通じ
て、派遣に向けた育成を行います。 

応募にあたってはロータリークラブにスポンサーになっていただく必要があり、クラブに相談
して申し込むこととしております。学生から応募に向けた相談がありましたらお知らせください。 
 

３ 「第２７回国際ロータリー日本青少年交換研究会 山形会議」 
２０２４年５月１１日（土）から１２日（日）、天童市市民文化会館及び天童ホテルを会場に、
「第２７回国際ロータリー日本青少年交換研究会 山形会議」が開催されます。 

全国から交換学生、ＲＯＴＥＸ、青少年交換関係者数百名が集い、青少年交換に対する理解を
深めるとともに、友情を育む機会となります。 

山形会議に地区内ロータリアンから多数ご参加いただくことによって、事業の意義を認知して
いただき、より多くのクラブに青少年交換に参画していただきたいと考えています。ホスト地
区として、充実したプログラムになるよう準備を進めて参ります。 

その前提として、今年度は、スポンサーやホストクラブだけが関わるのではなく、各グループ
で交換学生をサポートできる仕組みを構築していきます。 
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2023-2024 年度 青少年交換委員会 年間スケジュール（案） 

会議名 開催日 会場 内容 

第１回 

委員会＆ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 7月22日（土） 
寒河江市: 

チェリーパークホテル 

今年度の活動計画・役割分担確認、ホス

ト RC ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ、派遣学生決意表明 

第２回 

委員会＆ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 
9月9日（土） 

寒河江市: 

チェリーパークホテル 

IBS ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 

派遣候補学生面接試験 

第３回 
委員会＆ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 

10月15日（日） 

鶴岡市: 

羽黒町手向 
 

ｽﾎﾟﾝｻｰ RC・IBS・派遣候補学生ｵﾘｴﾝﾃｰｼ

ｮﾝ、ROTEX 帰国報告 
羽黒山石段歩き 

地区大会 11月12日（日） 
山形市: 

やまぎん県民ホール 

ROTEX・IBS・派遣候補学生挨拶 

青少年交流会 

第４回 

委員会＆ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 

12月16日（土） 

～ 17 日（日） 

寒河江市: 

チェリーパークホテル 

IBS・派遣候補学生ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 

Xmas パーティー 

第５回 

委員会＆ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 
1月13日（土） 

RID2800 

地区事務局（天童） 
派遣候補学生ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ（書類確認） 

多地区合同ウィンターキャンプ 
1月28日（日） 

～ 29日（月） 
蔵王ライザ IBS ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 

多地区合同スプリングキャンプ 
3月16日（土） 
～ 18日（月） 

山形県 
ホスト地区・2800 地区（山形） 
対象:2800/2520/2530/2540 

第 6 回委員会＆ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 4月27日（土） 
寒河江市: 

チェリーパークホテル 

派遣候補学生ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ、 

ホスト RC ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ、IBS ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 

青少年交換山形会議打合せ 

日本青少年交換研究会 

山形会議 

5月11日（土） 

～ 12 日（日） 

天童市市民文化会館 

天童ホテル 

 

IBS・派遣候補学生・ROTEX、青少年交

換関係者が参加 本会議、IBS スピーチコ

ンテスト、委員⾧会議、交流会を行う 

第 7 回 

委員会＆ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 
6月8日（土） 

寒河江市: 

チェリーパークホテル 

ホスト RC ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 

IBS・派遣候補学生壮行会 

 ※青少年交換学生募集 募集期間:2023 年 6月～8月末日（募集要項＆ポスター発送:2023 年 6月） 
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米山奨学事業について 

2023-2024 年度 米山奨学・米山学友アドバイザー 
パストガバナー  ⾧谷川 憲治（山形 RC） 

 
米山記念奨学事業は、1952 年に東京 RC が「日本のロータリーの創始者である故米山梅吉氏の生前
の功績を讃え、後世まで残るような有益な事業を行いたい」との想いで始まった事業です。その背 
景には、戦争の悲惨さを痛感した日本人が「今後日本の生きる道は平和しかない。それをアジアに、
そして世界に理解して貰う為には、一人でも多くの留学生を迎え入れ、平和を求める日本人と出会い、
信頼関係を築く事。それこそが、日本のロータリーに最も相応しい国際奉仕事業ではないか」との熱
く高い想いが有りました。 

以来 50 有余年、その想いと行動は連綿と引き継がれ、これ迄の累計奨学生数は 22,875 人、その出
身国は世界 129 の国と地域に及び、外国人留学生を対象とする民間奨学金では国内最大規模の奨学
金制度となりました。2022 学年度も、全国で 898 人、当 2800 地区でも 14 人の奨学生割当数が決
まっており、奨学金が支給されております。 

加えて、米山奨学生には世話クラブとカウンセラー制度が採用され、クラブ挙げての対応や交流、そ
して実の家族のような温かくきめ細かいフォーローがなされています。米山奨学生同志の交流会も多
く、慣れない異国日本での生活の寂しさや不安を解消する事にも大いに役立っております。又、米山
学友会という学友（元奨学生）を中心とする同窓会組織も、国内に 33、世界に 9 つの組織が有り、
相互の交流や親睦・情報交換等が行われています。学友には日本や母国で大変活躍しておられる方も
多く、母国と日本、そして世界との貴重な架け橋ともなって頂いております。 

そして今年は、米山学友の世界大会が「再会 in 関東」と銘打って茨城県つくば市で開催されます。是
非多くの学友や奨学生そしてロータリアンに参加して頂き、世界平和と友好の輪が広がる事を期待し
ております。 

そのように米山奨学事業は、日本のロータリーが世界に誇れる事業であります。是非、その意義を良
くご認識頂き、積極的な世話クラブ・サブ世話クラブの引き受けやカウンセラーの引き受けをお願い
申し上げます。 

そして、15,000 円／人の寄付目標を達成して頂き、今後とも有意義な米山奨学事業の継続発展にご
支援を頂きますよう、宜しくお願い申し上げます。 
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米山奨学・米山学友委員会  
2023-2024 年度 米山奨学・米山学友委員会  

委員⾧  芦野 茂（山形西ＲＣ） 
 

Ⅰ ガバナーエレクト・次期地区委員⾧からのメッセージ 
『今後、日本の生きる道は平和しかない。それをアジアに、そして世界に理解してもらうた
めには、一人でも多くの留学生を迎え入れ、平和を求める日本人と出会い、信頼関係を築く
こと。それこそが、日本のロータリーに最もふさわしい国際奉仕事業ではないか』米山奨学
事業は、１９５２年、このような想いを持って、日本最初のロータリークラブの創立に貢献
した米山梅吉の功績を記念して、東京ロータリークラブで発足されました。この事業はやが
て日本の全クラブの共同事業に発展し、１９６７年に財団法人ロータリー米山記念奨学会と
なりました。 

当地区おいても、１９６９年、世話クラブが米沢ロータリークラブで台湾から山形大学に留
学した奨学生から始まり、約５３年の間に約２６０名もの奨学生を受け入れている、歴史の
ある事業です。 

米山奨学会は、奨学金による経済的支援だけでなく、ロータリークラブ独自の世話クラブと
カウンセラー制度による心の通った支援が特徴ですが、この事業の国際奉仕そして青少年奉
仕としての意義を地区内の多くのクラブから認知してもらい、より広範囲に奨学生の受入先
を募りたいものです。 

また、米山奨学事業は、その資金のすべてをロータリアン一人ひとりの寄付に頼っています。
皆さまの絶大なるご協力をお願いします。「与える文化」を実践しましょう。 

ちなみに、直近の資料（２０２２－２３ ロータリー米山記念奨学事業 豆辞典）によりま
すと、２０２１－２２年度の全国平均寄付額は一人あたり約１万６０００円なのに対して第 
２８００地区は約１万円で３４地区中２７位でした（最も多い地区は第２５９０地区（横浜・ 
川崎）で約２万８０００円）。 

さらに、元米山奨学生を中心とする同窓会組織である米山学友会の活発な活動のための支援
もお願いします。 
 

Ⅱ 地区米山奨学・学友委員会の活動計画 
１ 世話クラブ及び世話クラブカウンセラーの推進 

積極的に世話クラブを受諾して頂けるよう、各クラブに世話クラブになることのメリットをＰ
Ｒしていきたいと思います。 

なお、２０２３年４月からの米山奨学生の世話クラブは既に決まっております。２０２４年４
月からの米山奨学生の世話クラブ、そしてサブ世話クラブの募集は、２０２４年１月から２月
頃ですので、地区委員会に積極的にお声がけください。 

また、世話クラブカウンセラーを安心して受諾して頂けるよう、世話クラブカウンセラー向け
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のオリエンテーション（２０２４年４月６日開催）を更に充実したものにします。世話クラブ
カウンセラーオリエンテーションには、世話クラブ、サブ世話クラブ、世話クラブカウンセラ
ー、米山奨学生が在籍する大学の教授などを招き、年間の打ち合わせや情報提供に心がけ、世
話クラブ、サブ世話クラブの情報交換を促し、世話クラブ及びサブ世話クラブ制度の充実を図
ります。 

なお、一人の米山奨学生に世話クラブの希望が集中した際には、前年度寄付額の多いクラブを
優先的に世話クラブとさせていただきます。 

 
２ サブ世話クラブ制度の推進 

全ての米山奨学生に対してサブ世話クラブ制度を導入し、大学から遠方のクラブや世話クラブ
の経験の少ないクラブにも、米山奨学生を年間２回ほど訪問させて米山奨学生との交流の機会
を作ることで、米山奨学制度の理解促進に努めます。 
 

３ 米山卓話の推進 
各クラブからの要請があれば、年間を通じて、地区委員会委員はもちろん、米山奨学生も積極
的に卓話に応じるように心がけ、米山奨学制度の理解促進に努めます。 
 

４ 米山奨学事業の理解促進 
地区行事、ガバナー月信、ロータリーの友で米山奨学事業の活動状況をＰＲし、同時に米山功
労者を称えることで、米山奨学事業の理解促進に努めます。 

特に、ガバナー月信の企画「米山奨学・米山学友コーナー」には、全ての米山奨学生と地区委
員が投稿します。 

米山奨学生に、各クラブでの例会卓話やＩＭで積極的に活動してもらうとともに、地区大会で
は、米山奨学生の出席を義務化します。 
 

５ 寄付の促進 
各グループのガバナー補佐の方々に、担当クラブの寄付状況を定期的に把握していただき、適
宜、特別寄付のＰＲをお願いいたします。各クラブには、地区委員会から過去の寄付状況を発
信し、今後の目標設定をお願いします。 

地区重点事項である地区一人当たり年間寄付額 15,000 円の達成を目指します。 

（普通寄付:１人５，０００円） 
（特別寄付:１人１，０００円以上から１０，０００円） 
 

６ 米山学友会運営への支援 
米山学友会のＨＰやＦａｃｅｂｏｏｋの活用を推進します。奨学期間が終了する米山奨学生に
は、山形米山学友会に入会してもらい 、ＦａｃｅｂｏｏｋやＬＩＮＥによる情報交換を促進
することで、米山奨学生が県外へ転出する場合にもその交流を図って参ります。 
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７ 世界米山学友による「再会 in 関東」への参加 
第３回米山学友による世界大会が「再会 in 関東」のテーマで、茨城県つくば市にて、２０２
３年８月５日（土）～６日（日）に開催されます。第１回目は熊本で「感謝 in 熊本」、第２回
目はモンゴルで「絆 in モンゴル」として開催され、今回の世界大会は２０１９年以来４年ぶ
りの開催となります。 

米山学友の世界大会は、米山学友が世界中から集まる機会というだけでなく、米山学友とロー
タリアンとの親睦を深めることにより、世界平和、国際親善を皆で改めて願うとともに、被災
地への支援活動や、地域の活性化に繋がることを目的としています。 

第２８００地区としても、山形米山学友会はじめ、米山奨学生、ロータリアンも多数参加して
親睦を深め世界平和や国際親善に努めたいと考えております。 

― 100 ―



■2023-2024年度　米山奨学・米山学友委員会　年間スケジュール

会議名 開催日 会場　 備考

2023年4月15日現在

米山奨学生歓送会

米山奨学生オリエンテーション
カウンセラー説明会

米山学友会総会

7月8日(土）

10月14日(土）

11月11日(土）

11月12日(日）

12月10日(土）

1月13日(土）

2月3日(土）

米山奨学・米山学友セミナー

米山カウンセラー研修会
芋煮交流会

よねやまナイト in 山形

地区大会

米山奨学生・選考試験

ニューイヤーパーティー

4月6日(土）

5月18日（土）

山形市
パレスグランデール

山形市
山寺

山形市
未定

やまぎん県民ホール
山形

山形市
メトロポリタン山形

山形市
コンフェッティー

山形市
パレスグランデール

山形市
メトロポリタン山形

山形市
未定

世界大会「再会in関東」
8月5日（土）
  ～6日（日）

茨城県
つくば国際会議場
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社会奉仕・国際奉仕について 
2023-2024 年度 社会奉仕委員会委員⾧    

パストガバナー  大久保 章宏（山形南 RC） 

 

社会奉仕委員会は、ロータリー財団委員会と共に活動を行います。次年度より委員会の名称が

変わりました。社会奉仕委員会の中に、地域奉仕委員会と国際奉仕・ロータリー学友委員会の

２委員会が含まれます。 

奉仕の第三部門である社会奉仕は、クラブの所在地域内または行政区域内に居住する人々の生

活の質を高めるために、時には他と協力しながら会員が行うさまざまな取り組みから成るもの

です。特に伊藤三之 GE は、2800 地区全体で「それぞれの最上川物語」の奉仕活動を推進して

います。山形県の母なる川「最上川」を舞台に、環境をテーマにして多くの一般市民、ロータ

リーファミリーと共に最上川の環境問題にチャレンジし、皆さんと共に汗をかいてふるさとを

考えようと掲げています。委員会では全面的にこの最上川物語をサポートして行きます。   

奉仕の第四部門である国際奉仕は、国際理解、親善、平和を推進するために実施する全ての活

動を言います。特にグローバル補助金を活用して奨学生を派遣したいと考えています。以前か

らの念願でもありますグローバル奨学生の輩出に向けて、今後への布石となるように進めて行

きます。 

各地域には多くの問題が有り、各ロータリークラブが毎年色々と対応していただいていると思

います。十分に検討し、地域のために活動することが最も大切な奉仕活動です。委員会として

もサポートして行きますのでご相談頂きたいと思います。その中で地区補助金を活用してより

良い奉仕活動になることもあると思います。一緒に考えましょう。 

ロータリー財団を活用した奉仕活動だけが社会奉仕活動ではありませんが、伊藤三之 GE は、

記載のように「それぞれの最上川物語」を掲げています。地区補助金を活用しながら 2800 地

区全体で 10 月 1 日の実施日に向けて準備を進めて行きます。ロータリーの 7 つの重点分野に

は 平和の推進 疾病との闘い 水と衛生 母子の健康 教育の支援 地域経済の発展 そし

て「環境保護」が加わりました。 

全会員で環境問題を考え、最上川の環境問題のために汗をかきましょう。 
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地域奉仕委員会  
2023-2024 年度 地域奉仕委員会  
委員⾧  菅原 成規 (鶴岡 RC) 

 
Ⅰ ガバナーエレクト・次期地区委員⾧からのメッセージ 

当委員会は、地域社会奉仕のための委員会であり、いろんな側面から各クラブの地域社会奉
仕活動を支援することを目的としています。 

本年度は、ロータリー奉仕デーの事業として、地区内第１グループから第６グループまで、
すべてのグループで最上川清掃プロジェクト「それぞれの最上川物語」を実施いたします。
各クラブとも、この事業に積極的にご参加ください。 

また、当委員会は、各クラブの地域社会奉仕活動を支援するツールとしての、財団の「地区
補助金」の受付窓口となります。各クラブとも、積極的に地区補助金を活用して充実した地
域社会奉仕活動を展開してください。 

本年度、当委員会は、ゴードン・マッキナリーＲＩ会⾧が示唆する「メンタルヘルスの取り
組み」についてもチャレンジしていきたいと思っておりますので、各クラブのご支援、ご協
力をお願いします。 
 

Ⅱ 地区地域社会奉仕委員会の活動計画 
１ ロータリー奉仕デー「それぞれの最上川物語」 

最上川をステージにして、地区内全てのグループが一丸となって、環境をテーマにした清掃活
動事業を行います。 

ロータリー奉仕デーの事業として地域社会に広報し、ロータリアンだけでなく、インターアク
ター、ローターアクターを始めとする青少年を含む多くの地域の方々、パートナーとともに汗
をかいて、最上川をとおして環境問題、そしてふるさとについて考えてみましょう。 

この事業の意義を広く広報し、ロータリーの公共イメージの向上につなげたいと思います。 

２０２３年１０月１日(日)に開催予定ですが、第１グループから第６グループまで、それぞれ
のグループのガバナー補佐、当委員会担当委員、各クラブ担当者の方々と綿密に連携を取りな
がら、事業を実施いたしますので、各クラブの積極的なご参加をお願いします。 

 
２ 地区補助金の活用 

地区補助金を活用した地域社会奉仕活動につきましては、その手続も含めて、当委員会が各ク
ラブの活動をバックアップいたします。 

地区補助金を活用した各クラブの地域社会奉仕活動の成果を、地区公式ホームページ、地区公
式ＬＩＮＥ、月信などのツールを使って、広く地区内の各クラブに情報発信いたしますので、
各クラブの次の地域社会奉仕活動のヒントにしていただくなどして、地域社会奉仕活動の充実
を図っていただきたいと思います。 
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なお、２０２４－２０２５年度に向けての地区補助金の申請書最終受付は、２０２４年３月３１
日となっていますので、余裕を持って申請をお願いします。 
 

３ メンタルヘルスの取り組み 
本年度、当委員会は、ゴードン・マッキナリーＲＩ会⾧が示唆する「メンタルヘルスの取り組
み」についてもチャレンジしていきたいと思っております。 

当委員会では、「メンタルヘルスの取り組み」に関する世界中の仲間のアイデア、実例を、地区
公式ホームページ、地区公式ＬＩＮＥ、月信などのツールを使って、広く地区内の各クラブに
情報発信いたします。 

そして、各クラブにおいて、「メンタルヘルスの取り組み」に関する奉仕活動を実施した場合に
は、是非、当委員会にご報告ください。当委員会が、広く地区内の各クラブに情報を発信し、
情報を共有させていただきたいと思います。 
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国際奉仕・ロータリー学友委員会  
2023-2024 年度 国際奉仕・ロータリー学友委員会  

委員⾧  安孫子 俊彦（山形東ＲＣ） 
 

Ⅰ ガバナーエレクト・次期地区委員⾧からのメッセージ 
国際奉仕は、標準ロータリークラブ定款第６条第５項によると、「書物などを読むことや通
信を通じて、さらには、他国の人々を助けることを目的としたクラブのあらゆる活動やプロ
ジェクトに協力をすることを通じて、他国の人々とその文化や慣習、功績、願い、問題に対
する認識を培うことによって、国際理解、親善、平和を推進するために会員が行う活動から
成るもの」とされています。 

簡潔に言えば、国際理解、親善、平和を推進するために実施する全ての活動ということにな
ります。 

当委員会は、国際奉仕のための委員会であり、いろんな側面から各クラブの国際奉仕活動を
支援することを目的としています。 

また、当委員会は、各クラブの国際奉仕活動を支援するツールとしての、財団の「グローバ
ル補助金」の受付窓口となります。各クラブとも、グローバル補助金を活用した国際奉仕活
動の可能性を積極的にご検討ください。 

ゴードン・マッキナリーＲＩ会⾧は、ロシアのウクライナ侵攻によって、世界の平和が脅か
されている今こそ、世界に平和を築くことに力を注ぐべきであると述べています。この点の
検討も必要です。 
 

Ⅱ 地区国際奉仕・ロータリー学友委員会の活動計画 
１ 国際奉仕活動の理解の促進 

当委員会では、「各クラブが実際に取り組むことができる国際奉仕活動」に関する世界中の仲
間のアイデア、実例を、地区公式ホームページ、地区公式ＬＩＮＥ、月信などのツールを使
って、広く地区内の各クラブに情報発信することで、各クラブにおいて、国際奉仕活動につ
いて、その目標を設定し、それに向けて具体的行動を起こせるよう理解の促進を図ります。 

 
２ グローバル補助金の活用 

グローバル補助金への理解を促すとともに、グローバル補助金を活用して国際奉仕活動を行う
クラブを積極的に支援します。 
グローバル補助金は、人道的プロジェクト、職業研修チーム、および奨学金の３つの主要国際
活動に資金を提供するものですが、特に、本年度は、ロータリー財団委員会、補助金・奉仕プ
ロジェクト委員会と連携しながら、グローバル補助金奨学金制度の活用（グローバル補助金を
活用しての奨学生の派遣）に向けての具体的な準備を進めたいと思います。 
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３ 国際平和のための交流会 
インターアクトやローターアクトは、世界中に数多くの仲間がいます。 
そこで、インターアクト委員会やローターアクト委員会と連携しながら、ＺＯＯＭ等のバーチ
ャルな手法を用いて、海外のインターアクトクラブやローターアクトクラブとの意見交換イベ
ント等（国際平和のための交流会）を試行します。異文化間のコミュニケーションと理解を深
め、参加するインターアクターやローターアクターのスキルアップを図るとともに、ロータリ
ーファミリーであることを実感してもらい、国際平和構築につなげます。 
 

４ ロータリー学友会の支援 
当委員会は、ロータリー学友（インターアクト、ローターアクト、ＲＹＬＡ、青少年交換、ロ
ータリー平和フェローシップ、グローバル補助金奨学金等のロータリープログラムの元参加者）
及びロータリー学友会の窓口となる委員会です。ロータリー学友は、ロータリーの価値観を共
有するロータリーファミリーの貴重な一員であり、ロータリー学友会は、ロータリー学友が奉
仕と親睦を追求するために結成されたグループです。各クラブにおかれても、積極的な支援を
お願いします。 

― 106 ―



 

ロータリー財団委員会  
2023-2024 年度 ロータリー財団委員⾧       
パストガバナー  上林 直樹（酒田中央ＲＣ） 

 
Ⅰ ガバナーエレクト・次期地区委員⾧からのメッセージ 

「いろいろな人に奉仕をしたい」、「世界中で良いことを広げ実現したい」、ロータリアンであ
る私たちが抱いている思いではないでしょうか。そんな一人一人が手を繋ぎ、ロータリー財団に 
寄付することで、思いの一つ一つの実現が可能になると考えています。 
「与える文化」を実践しましょう。 
 

Ⅱ 地区ロータリー財団委員会の活動計画 
１ ロータリー財団への寄付１人１５０ドルの目標達成 

ロータリー財団への寄付金については、年間 1 人当たり１５０ドルの寄付をお願いしていきます。 
うち５０ドルは年次基金の普通寄付としてクラブ年会費の中から自動的に寄付をすることにな
っていますが、プラスアルファについては、当地区は全国的にみてかなり低いため（ここ数年
間の実績によりますと、一人当たりの年次基金の全国平均寄付額は約１６０ドルなのに対して
第２８００地区は約１１０ドル程度で推移しているようです）ため、地区内全ロータリアンに
５０ドルの普通寄付に加え、会員の意思で特別寄付としてプラスアルファのご協力がいただけ
るよう切にお願いいたします。 

当地区では、下記２のポリオプラス基金（使途指定寄付）についても、年間１人当たり２０ド
ルはクラブ年会費の中から自動的に寄付をすることになっています。そうしますと、ロータリ
ー財団への寄付年間１人当たり合計１５０ドル目標とすると、年次基金としては年間１人当た
り８０ドルのプラスアルファのご協力が必要だということになります。 

 
２ ポリオプラス基金へのご理解、ご協力のお願い 

２０２２年はパキスタン、モザンビークにおいてポリオ罹患者が年間３０人と激増しました。 
３０余年にわたり継続されてきた国際ロータリー最大の活動であるポリオ撲滅活動を最終的
成功に導くために、改めてポリオプラス基金（使途指定寄付）へのご理解、ご協力をお願いし
ます。 
 

３ 地区補助金の有効活用 
地域奉仕委員会とロータリー財団委員会が連携して、各クラブが、ロータリークラブでなければ
できない地域へのすばらしい奉仕活動を地区補助金制度を活用して実践されることをお手伝い
いたします。 
 

４ グローバル補助金の活用の啓蒙 
グローバル補助金を活用しての国際奉仕活動の実践について啓蒙していきます。 
活動の種類としては、①人道的プロジェクト、②職業研修、③奨学金制度の３つがありますが、
本年度は、国際奉仕・ロータリー学友委員会と連携して、③のグローバル補助金奨学金制度の活
用（グローバル補助金を活用しての奨学生の派遣）に向けての具体的な準備を進めたいと思います。 
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補助金・奉仕プロジェクト委員会  
2023-2024 年度 補助金・奉仕プロジェクト委員会  

委員⾧  小松 栄一（寒河江ＲＣ） 
 

Ⅰ ガバナーエレクト・次期地区委員⾧からのメッセージ 
１９１７年、ロータリー・クラブ国際連合会で第７代目会⾧アーチ・クランフは「世界で良
いことをしよう」と提唱しました。その提案に呼応して創立されたロータリー財団は、２０
１７年に設立百周年を迎えました。 

地区内のロータリークラブ、ロータリアンが、１００年以上に渡り世界で活動してきたロー
タリー財団の成果や存在意義を認識し、地域や世界での活動を推進する手助けとなる様、補
助金・奉仕プロジェクト委員会は、以下の活動を行い、皆様をサポートします。 
 

Ⅱ 地区補助金・奉仕プロジェクト委員会の活動計画 
１ 各種基金の理解の促進 

ロータリー財団の基礎となる年次基金の仕組みを理解頂き、積極的に寄付をする土壌造りを目指し
ます。また、将来の財団を支える恒久基金への理解を深めて頂く活動を行います。さらに、災害救
援やポリオプラス基金等他の基金への理解を深めて頂く活動を行います。 

 
２ 各種補助金の広報と情報提供 

各種補助金に関する理解を深める活動を行います。特に、参加資格認定と資金管理、補助金の
申請プロセス、報告要件に関する情報提供を行います。 

A) ポリオプラス補助金 
B) 地区補助金（地域奉仕委員会と連携） 
C) グローバル補助金（国際奉仕・ロータリー学友委員会と連携） 
D) 大規模プログラム補助金 
E) 災害救助補助金 
F) ロータリー平和フェローシップ 
 

３ ロータリー財団の重点分野 
ロータリー財団の重点分野に関する情報提供を行います。 

＜平和構築と紛争予防＞   戦争が終わり平和が訪れれば、子どもたちは安心して暮らせます 
＜地域社会の経済発展＞   更に安定した経済活動が保証され、家庭の安定につながります 
＜水と衛生＞        安定した社会ではインフラの整備が進み衛生環境が改善されます 
＜疾病予防と治療＞     衛生環境が改善し、医療施設の整備が進めば予防医学が進みます 
＜母子の健康＞       衛生環境や医療環境の改善は母子の健康改善につながります 
＜基本的教育と識字率向上＞ 社会環境の改善は教育を推進し、更に社会環境が改善されます 
＜環境の保護・保存・保全＞  高度に教育された人々と安定した社会は環境の保護を優先します 
 

４ ロータリー財団の認証制度 
ロータリー財団の認証制度に関する情報提供を行い、理解を深めていただきます。 
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資金推進・管理（平和ﾌｪﾛｰ・ﾎﾟﾘｵﾌﾟﾗｽ）委員会  
2023-2024 年度 資金推進・管理（平和ﾌｪﾛｰ・ﾎﾟﾘｵﾌﾟﾗｽ）委員会  

委員⾧ パストガバナー  池田 德博（鶴岡西 RC） 
 

当委員会の活動は、以下を目標として取り組みます。 

１ 地区目標となっております、ロータリー財団への寄付１人年間１５０ドルを目標として、皆さ 
まのご理解とご協力を頂けますよう、卓話等の活動を推進してまいりますので、是非、ご要請 
ください。 

 
２ 当委員会は、平和フェロー及びポリオプラスに対する地区の寄付をこれまでと同様に継続する 

ことで、世界平和の構築及びポリオの根絶に対して、地区として積極的に貢献すべきと考えて 
おります。 

 
３ 地域奉仕委員会、国際奉仕・ロータリー学友委員会、補助金・奉仕プロジェクト委員会とも協 

力して、地区補助金及びグローバル補助金の活用の奨励に努めます。 

特に、本年度は、グローバル補助金奨学金の活用（グローバル補助金を活用しての奨学生の派
遣）について、具体的な準備を進めたいと思います。 
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2023-2024 年度

各 種 提 出 用 紙

District 2800

MEMO 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





（報告日 ） RC

●会員統計

※ 7月1日現在の会員数・1月1日現在の会員数は、RI人頭分担金の会員数と同数になります。

提出先 国際ロータリー第2800地区 地区事務局
TEL:023-687-0208　FAX:023-687-0209
E-mail:office@rid2800.org

     　　　　年　 　　月 末 報 告

会員増強報告書

　　　　　 年　 　　月　 　　日

　　①入会した会員数

　当　月 会員数 （内女性会員数）

クラブ名

報告者名　

（①－②）  

　　④１月１日現在会員数

提出締切り   翌月１５日必着

　　②退会した会員数

　　④７月１日現在会員数

　累　計　（7月1日から今月まで） 会員数 （内女性会員数）

　　⑦今月末会員数

 　　③会員増強

　　⑤入会した会員数

　　⑥退会した会員数

（④＋⑤－⑥）
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クラブ名

（報告日 幹事名

％

※出席率:小数第二位まで表示（小数第三位四捨五入）

　　Ａ（分母）に含まれるもの…

　　●　会員数（出席規定の適用免除会員を除く）

　　●　出席規定の適用免除会員(b)とＲＩ役員のうち出席した会員数（メークアップによる出席含む）

　　Ｂ（分子）に含まれるもの…

　　●　出席した会員数（メークアップによる出席含む）

　　●　出席規定の適用免除会員(b)とＲＩ役員のうち出席した会員数（メークアップによる出席含む）

提出締切り   ２０２４年７月１５日必着

提出先 国際ロータリー第2800地区 地区事務局
TEL:023-687-0208　FAX:023-687-0209
E-mail:office@rid2800.org

2023-2024年度

年間例会出席報告書

RC

（内女性）

2023年7月1日 会員数

　　※出席規定の適用免除会員とは・・・（2022年手続要覧　ロータリークラブ定款　第10条 第5節）

　　(a) 理事会は、正当かつ十分な理由、条件、および状況によるものを承認する。このような出席規定の適用の免除は、
　　　  最⾧12カ月間までとする。ただし、健康上の理由、子どもの誕生または養子縁組の後、または里親期間中に欠席
　  　　となる場合は、理事会が当初の12カ月を超えて延⾧することができる。

　　(b) 一つまたは複数のロータリークラブのロータリー歴と会員の年齢の合計が85年以上であり、少なくとも20年の
　　　  ロータリアン歴があり、出席規定の適用を免除されたい希望を、書面をもって、クラブ幹事に通告し、これらの
　　　  要件が満たされているかのみが考慮に入れられた場合。

　　　年　　　月　　　日）

年間平均出席率（％）

　（     ×100）

会員数

2024年6月30日

（B）
（A）
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クラブ名: RC

＜上期＞ 10,300円 × 7/1現在の会員数

＜新会員＞ 5,000円(地区賦課金)

＜下期＞ 7,300円 × 1/1現在の会員数

＜新会員＞ 3,500円(地区賦課金)

＜地区災害等救援特別基金＞
1,000円 × 7/1現在の会員数

＜新会員＞ 
8,000円 × (7/2～9/30)新会員数

【送金先】
山形銀行　寿町支店　普通預金　No.620432
口座名義:国際ロータリー第2800地区 G事務所　資金委員⾧　伊藤明彦

　　　　　　     

※送金後、地区事務局へメールまたはFAXにてご提出ください。
※お振込み名義はクラブ名でお願いいたします。

10,000円 × 7/1現在の会員数

特別会計

地区資金関係 送金明細書（2023-2024年度）

送金項目 金額 締切日人数 合計金額

送金日　　　　　　年　　　　月　　　　日

　　　　　×(7/2～9/30)新会員数

2023年
7月末日

・ガバナー会運営協力金100円
・ロータリー文庫協力金100円
・RIJYEM協力金100円

×(1/2～3/31)新会員数

E-mail:office@rid2800.org

地区大会
登録料

2023年
7月末日

　　円送金合計金額

2024年
4月末日

地
区
資
金
関
係

2023年
10月5日

【送付先】国際ロータリー第2800地区 地区事務局
TEL:023-687-0208 / FAX:023-687-0209

地区資金

2023年
7月末日

2024年
1月末日

2023年
10月末日

・地区賦課金10,000円

・地区賦課金7,000円

・ガバナー会運営協力金100円
・ロータリー文庫協力金100円
・RIJYEM協力金100円
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AA
  送送金金明明細細書書送送付付先先：： kifu@rotary.org　 送送金金日日ままででににおお送送りりくくだだささいい

ロータリーのプライバシー方針 に従い、内容についての連絡、領収証の発送、寄付の記録や推進等に

送送金金((予予定定))日日 送送金金額額 RRIIレレーートト

地地区区番番号号 ククララブブ番番号号 担担当当者者名名 TTEELL

寄寄付付者者名名 寄寄付付分分類類 円円金金額額 $$金金額額

（領収証名） ▼で選択 (自動計算)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

  一括1万ドル以上の大口寄付について寄付者名を公表することがあります。希望されない場合は次の□に✓をお願いします。

ククララブブ名名

   ＊ご記入いただいた個人情報は、
使用させていただきます。

着金日のRIレートが適用されます

振振込込元元  金金融融機機関関　　支支店店名名

    公公益益財財団団法法人人　　ロローータタリリーー日日本本財財団団

　　    　　寄寄付付送送金金明明細細書書                     TEL：03-5439-5806
                    FAX：03-5439-0405

          振振込込先先：：三井住友銀行 赤羽支店　普通預金　3978101　名義：公益財団法人ロータリー日本財団

 
  通信欄：

ＩＩＤＤ番番号号ロローーママ字字

公表しないで下さい。(寄付者名)　　　　　　　　　　　　　　　・

送
金
情
報

 PIIF-Rotarian用　(Nov.-2019) 1

日本事務局使用欄"  "

 R   －   － 

￥ 
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地地区区番番号号 ククララブブ番番号号 担担当当者者名名 TTEELL

寄寄付付者者名名 寄寄付付分分類類 円円金金額額 $$金金額額

（領収証名） ▼で選択 (自動計算)

ククララブブ名名

ＩＩＤＤ番番号号ロローーママ字字

情
報

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

 PIIF-Rotarian用　(Nov.-2019)
2
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宛先：公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
ＦＡＸ：（０３）３５７８－８２８１

ＴＥＬ：（０３）３４３４－８６８１

普通寄付金送金明細

当
会
記
入
欄

入金記帳日 入力済み

発信元：

 国際ロータリー第      地区           ロータリークラブ

               担当者：               

               連絡先ＴＥＬ：（    ）  －

送送金金日日（金融機関で送金手続きをした日）

       年   月   日

送送金金額額

 

 ￥             

               

  ￥        ×      人  ＝ ￥             

    １１名名ああたたりり            会会員員数数                        送送金金額額

下記の該当箇所に○をして下さい。

  ↓
年年度度

     

上期（７月～１２月）

下期（１月～６月）

年額（一括）

その他（新会員追加など）

当会への連絡事項がある場合、ご記入下さい。

注）この明細は金融機関で送金をされた後、速やかにＦＡＸで当会へお知らせ下さい。

送送金金先先：：三三井井住住友友銀銀行行  京京橋橋支支店店

        普普通通預預金金  ００９９２２００３３７７３３

  名名義義：：公公益益財財団団法法人人ロローータタリリーー米米山山記記念念奨奨学学会会

        ザザイイ））ロローータタリリーーヨヨネネヤヤママキキネネンンシショョウウガガククカカイイ
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宛宛先先：：公公益益財財団団法法人人ロローータタリリーー米米山山記記念念奨奨学学会会

　　    　　　　　　　　ＴＥＬ：（０３）３４３４－８６８１

 　　　　　　　　　　　 E-mail：kifu@rotary-yoneyama.or.jp

　　　　　　　　　　　　＜個個人人寄付用・特別寄付金送金明細＞

地区 ロータリークラブ

 担当者

＊①初回寄付、④表彰辞退、⑤元米山奨学生の場合は下記に○を入れてください。

＊①に該当する場合にはNo.1の上段よりご記入ください。

＊同姓同名の方が在籍する場合には、生年月日を⑦備考欄にご記入ください。

＊表彰を一度ご辞退されると、今後表彰辞退とさせていただきます。

＊入力不可のセルは灰灰色色表示しています。

①初回寄付 　　ふりがな ④表彰辞退
⑤元米山
奨学生

該当の場合○ ②氏　　名 該当の場合○ 該当の場合○

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

     クラブ扱い特別寄付金

ＦＦＡＡＸＸ：：（（００３３））３３５５７７８８－－８８２２８８１１

送金日 連絡先TEL

送金額

⑥、①に該当し、
移籍の場合は
直近のクラブ名

⑦備考

クラブ寄付

No.

国際
ロータリー第

③寄付金額

小　　計

送金額欄に、記入したシートのすべての寄付の合計金額が自動計算されます。

③寄付金額 備考(BOX・ミール・創立記念etc）

送送金金先先：：三三井井住住友友銀銀行行 京京橋橋支支店店

普普通通預預金金 ００９９２２００３３７７３３

名名義義：：公公益益財財団団法法人人ロローータタリリーー米米山山記記念念奨奨学学会会

ザザイイ））ロローータタリリーーヨヨネネヤヤママキキネネンンシショョウウガガククカカイイ
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会員情報書式
インターネットの利用が可能な場合、この書式の代わりに rotary.org/myrotary で会員の変更を報告することができます。本書式は、新会員、退会会員、もしく
は会員情報の変更をRIへ報告する際にご使用いただくものです（会員一人ずつ別々の書式をご使用ください）。本書式は、Rotary.org/ja からダウンロードし、
パソコンで入力することができます。地区ガバナーにコピー1部を送付し、クラブの記録用として1部を保管した上で、書式の原本を下記宛にお送りください。 

住所：ROTARY INTERNATIONAL, 1560 Sherman Avenue, Evanston, IL 60201-3698, USA  ファックス：1-847-556-2207（米国） Eメール：data@rotary.org

ロータリークラブ名：  地区番号： 

   
  都道府県        国名  
 
会員名：     
   名       姓 
 
ロータリー会員ID番号*  *退会会員、移籍会員等、既にIDをお持ちの方のみご記入ください。

 
郵送先:   
  番地      市町村／郡区

   
  都道府県      国名    郵便番号 
 
    
  Eメール 

o 新会員の報告	 	 	 	 	 	 入会日  
 o 男   o 女   生年月日：    月／日／年

   会員身分： o 正会員   o 名誉会員
   過去に就任したことのあるRI役職： o 元RI理事  o パストガバナー
 
 元所属ロータリークラブ名：  地区番号：
 
      
     都道府県       国名  
 
 使用言語：  推薦者の氏名： 
 
 定期購読：  o  ザ・ロータリアン 誌     o  地域雑誌（ロータリーの友）  推薦者の会員ID（分かる場合）： 
 

o 会員情報の変更	     変更日  
 o  住所の変更        月／日／年 
 旧郵送先：       新郵送先：    

   
 番地    市町村／郡区  番地    市町村／郡区 
  
   
 都道府県    国名   都道府県    国名 
  
   
 郵便番号       郵便番号  
 
 o Eメールの変更   
        変更前のEメール      新しいEメール 
 o 氏名の変更       
        変更前の氏名     新しい氏名 
 o 次の会員身分に変更：      o  正会員 o  名誉会員  
 

o 会員の退会      退会日  
 退会理由（1つに印を付けること）：      月／日／年
  o  欠席 (1) o  会費の不払い (2) o  仕事上の都合 (3)  o  家庭の事情 (4)  

o  健康上の理由 (5) o  個人的事情 (6) o  他クラブへの移籍 (7)   o  移転** (8)  
o  ご逝去 (9) o  特定の理由によりクラブの裁量で (10) o  参加不十分 (11)  
**退会の理由が「移転」の場合、rotary.org/membershipreferral から会員紹介書式にご入力ください。

 

クラブ幹事氏名  クラブ幹事署名      月／日／年

JA—(817)

※  記入はすべてローマ字でご記入ください（パスポートをお持ちの
場合は、パスポートの記載通りの氏名が推奨されております）。
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提提出出先先 国際ロータリー日本事務局クラブ・地区支援室 宛 

メール： rijapan@rotary.org または ファックス：03-5439-0405  

---------------------------------------------------------------------------------- 

 

ククララブブ役役員員にに代代わわりりククララブブ・・会会員員情情報報をを編編集集すするる権権限限をを与与ええるる件件  
 

ロローーママ字字ででごご記記入入くくだだささいい  

クラブ名(必須)：  

クラブ ID番号：  

地区番号：  

対象者氏名(必須)：  

ログイン用メール (必須)：  

※第三者やクラブ事務局の代表メールアドレス等、既に RIデータベースに登録済のものは使えません 

対象者種別： ☐クラブ会員   ☐クラブ会員以外 

他クラブとの兼任状況： ☐兼任なし    ☐兼任あり 

兼任中のクラブ名：  

メモ欄： 

 

 

本書式受理後、通常 1 週間ほどで『ログイン用メール』にご記入いただいたメールアドレスに、今後の手順を 

ご案内申し上げます。万が一、こちらが届かない場合は、お手数ですが日本事務局までご連絡ください。 

 

 

確確認認事事項項：：  

☐上記の者へ、クラブ会長/幹事と同等のアクセス権を与えることを理解しました。 

☐同氏がこの責を離れた場合には、その旨を速やかに日本事務局へ届けます｡ 

☐本書式で付与したアクセス権は次の 6月 30 日まで有効です。 

☐次年度以降も継続する場合は My ROTARY の役員報告から「常任事務局職員/事務局長」として 

 任命します(本書式は使えません)。 

 

私は上記の確認事項を読み、これに同意します。 

 

 

現クラブ会長署名：                   日付：             
 

 (2018/04 版) 
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2023年 2023年 2023年

77月月 88月月 99月月
2023.4.15

日 曜日 主要行事 日 曜日 主要行事 日 曜日 主要行事

1 土
ガバナー会議①
ガバナー・元・次期ガバナー懇談会

1 火
Ｇ公式訪問（米沢・米沢上杉・
米沢中央・米沢おしょうしな）

1 金 Ｇ公式訪問（天童）

2 日 2 水 Ｇ公式訪問（山形） 2 土

3 月 3 木 Ｇ公式訪問（寒河江） 3 日

4 火 4 金 4 月 　　　　　　　　　　　　　　　　　GETS

5 水 5 土 世界米山学友　再会 in 関東 5 火
Ｇ公式訪問（南陽・南陽東・南陽臨雲）

南陽市長表敬訪問

6 木 6 日 6 水 　　　　　　　　　　　　　　　　　DTS

7 金 7 月 Ｇ公式訪問（鶴岡西） 7 木 Ｇ公式訪問（高畠）

8 土 米山奨学・米山学友セミナー 8 火 Ｇ公式訪問（余目） 8 金

9 日 9 水 9 土 青少年交換委員会・ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ②

10 月 10 木 10 日

11 火 Ｇ公式訪問（鶴岡） 11 金 （山の日） 11 月

12 水 12 土 12 火

13 木 Ｇ公式訪問（白鷹） 13 日 13 水 Ｇ公式訪問（長井中央）

14 金 14 月 14 木

15 土 15 火 15 金

16 日 16 水 16 土

17 月 （海の日） 17 木 17 日

18 火 18 金 18 月 （敬老の日）

19 水 19 土 19 火 Ｇ公式訪問（大江）

20 木 Ｇ公式訪問（東根） 20 日 20 水 Ｇ公式訪問（西川月山）

21 金 Ｇ公式訪問（鶴岡南） 21 月 21 木

22 土 青少年交換委員会・ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ① 22 火 Ｇ公式訪問（山形南） 22 金

23 日 23 水 Ｇ公式訪問（鶴岡東） 23 土 （秋分の日）　次期AG研修会（GE）

24 月 Ｇ公式訪問（山形西） 24 木 24 日

25 火 25 金 25 月 Ｇ公式訪問（東根中央）

26 水 26 土 26 火 Ｇ公式訪問（村山）

27 木 27 日 27 水

28 金
G公式訪問（酒田・酒田東・
酒田中央・酒田スワン・酒田湊）

28 月 28 木

29 土 29 火 29 金

30 日 30 水 30 土 小国RC50周年記念式典

31 月 31 木 Ｇ公式訪問（新庄）

母子の健康月間

ロータリーの友月間（日本独自）

国際ロータリー第2800地区　2023-2024年度　上期行事予定表

そ
の
他
の
行
事

そ
の
他
の
行
事

会員増強・新クラブ結成推進月間
そ
の
他
の
行
事

基本的教育と識字率向上月間
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2023年 2023年 2023年

1100月月 1111月月 1122月月
2023.4.15

日 曜日 主要行事 日 曜日 主要行事 日 曜日 主要行事

1 日 ロータリー奉仕デー 1 水 1 金

2 月 2 木 2 土
地区チーム研修セミナー①（GE）
国際協議会出発歓送会（GE）

3 火 3 金 （文化の日） 3 日 2800地区ロータリー財団セミナー

4 水 4 土 4 月

5 木 Ｇ公式訪問（新庄あじさい） 5 日 5 火

6 金 6 月 6 水

7 土 7 火 7 木

8 日 ロータリー奉仕デー（第１グループ） 8 水 8 金

9 月 （スポーツの日） 9 木 9 土 第2グループIM

10 火 Ｇ公式訪問（最上） 10 金 10 日 米山奨学生選考試験

11 水 11 土
よねやまナイト in 山形
2800地区・地区大会　（山形市）

11 月

12 木 12 日 12 火

13 金 13 月 13 水 Ｇ公式訪問（天童東）

14 土 米山カウンセラー研修会・芋煮交流会 14 火 14 木

15 日 青少年交換委員会・ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ③ 15 水 15 金

16 月 16 木 16 土 青少年交換委員会・ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ④

17 火 Ｇ公式訪問（寒河江さくらんぼ） 17 金 17 日

18 水 Ｇ公式訪問（尾花沢・尾花沢中央） 18 土 18 月

19 木 19 日 ﾛｰﾀﾘｰ財団地域セミナー（神戸） 19 火

20 金 20 月
ガバナー会議②・GETS・GNTS
メジャードナー午餐会（神戸）

20 水

21 土 ロータリー奉仕デー「コロキウム」 21 火 第52回ロータリー研究会（神戸） 21 木

22 日 22 水 22 金

23 月 Ｇ公式訪問（中山） 23 木 （勤労感謝の日） 23 土

24 火 24 金 24 日

25 水 25 土 25 月

26 木 26 日 26 火

27 金 27 月 27 水

28 土 28 火 Ｇ公式訪問（長井） 28 木

29 日 29 水 Ｇ公式訪問（上山） 29 金

30 月 Ｇ公式訪問（河北） 30 木 30 土

31 火 31 日

米山月間（日本独自）

国際ロータリー第2800地区　2023-2024年度　上期行事予定表

そ
の
他
の
行
事

地域社会の経済発展月間
そ
の
他
の
行
事

ロータリー財団月間
そ
の
他
の
行
事

疾病予防と治療月間
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2024年 2024年 2024年

11月月 22月月 33月月
2023.4.15

日 曜日 主要行事 日 曜日 主要行事 日 曜日 主要行事

1 月 （元日） 1 木 1 金

2 火 2 金 2 土 第4グループIM

3 水 3 土 米山奨学生歓送会 3 日

4 木 4 日 4 月

5 金 5 月 5 火

6 土 6 火 Ｇ公式訪問（山形中央） 6 水 Ｇ公式訪問（小国）

7 日 国際協議会（米国ﾌﾛﾘﾀﾞ州ｵｰﾗﾝﾄﾞ） 7 水 7 木

8 月 （成人の日） 8 木 8 金

9 火 9 金 9 土 会長エレクト研修セミナー（PETS）GE

10 水 10 土 R財団補助金管理セミナー（GE） 10 日

11 木 11 日 （建国記念日） 11 月

12 金 12 月 （振替休日） 12 火

13 土
青少年交換委員会・ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ⑤
米山 New Year Party

13 火 Ｇ公式訪問（山辺） 13 水

14 日 14 水 14 木

15 月 15 木 15 金 Ｇ公式訪問（山形東）

16 火 16 金 16 土
青少年交換
多地区合同スプリングキャンプﾟ

17 水 17 土 第5グループIM 17 日

18 木 18 日 18 月

19 金 19 月 Ｇ公式訪問（山形ｲﾌﾞﾆﾝｸﾞ） 19 火

20 土 20 火 20 水 （春分の日）

21 日 21 水 21 木

22 月 22 木 22 金

23 火 23 金
（天皇誕生日）
地区チーム研修セミナー②（GE）

23 土
全国ローターアクト研修会
山形会議

24 水 Ｇ公式訪問（村山ローズ） 24 土 24 日

25 木 25 日 25 月

26 金 26 月 26 火

27 土 27 火 27 水

28 日 青少年交換多地区合同ｳｨﾝﾀｰｷｬﾝﾌﾟ 28 水 28 木 Ｇ公式訪問（山形北）

29 月 Ｇ公式訪問（天童西） 29 木 29 金 第1グループIM

30 火 30 土

31 水 31 日

国際ロータリー第2800地区　2023-2024年度　下期行事予定表

そ
の
他
の
行
事

職業奉仕月間
そ
の
他
の
行
事

平和構築と紛争予防月間
そ
の
他
の
行
事

水と衛生月間

― 125 ―



2024年 2024年 2024年

44月月 55月月 66月月
2023.4.15

日 曜日 主要行事 日 曜日 主要行事 日 曜日 主要行事

1 月 1 水 1 土

2 火 2 木 2 日

3 水 3 金 （憲法記念日） 3 月

4 木 4 土 （みどりの日） 4 火

5 金 5 日 （こどもの日） 5 水

6 土
米山奨学オリエンテーション
カウンセラー説明会

6 月 （振替休日） 6 木

7 日 7 火 7 金

8 月 8 水 8 土
青少年交換委員会・ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ⑦
全国RYLA研究会・福島会議

9 火 9 木 9 日

10 水 10 金 10 月

11 木 11 土
日本⻘少年交換研究会
山形会議

11 火

12 金 12 日 12 水

13 土 地区研修・協議会（GE） 13 月 13 木

14 日 14 火 14 金

15 月 15 水 15 土

16 火 16 木 16 日

17 水 17 金 17 月

18 木 　　クラブ活性化セミナー 18 土 米山学友会総会 18 火

19 金 19 日 19 水

20 土 20 月 20 木

21 日 南陽RC60周年記念式典 21 火 21 金

22 月 22 水 22 土

23 火 23 木 23 日

24 水 24 金 24 月

25 木 25 土 　　　国際大会（シンガポール） 25 火

26 金 26 日 26 水

27 土 青少年交換委員会・ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ⑥ 27 月 27 木

28 日 28 火 28 金

29 月 （昭和の日） 29 水 29 土

30 火 30 木 30 日

31 金

国際ロータリー第2800地区　2023-2024年度　下期行事予定表

そ
の
他
の
行
事

環境月間
そ
の
他
の
行
事

青少年奉仕月間
そ
の
他
の
行
事

ロータリー親睦活動月間
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国際ロータリー関連 連絡先一覧 

 

ロータリー世界本部 Rotary International One Rotary Center 
1560 Sherman Ave. Evanston, IL 60201-3698, USA ℡ +1 847-866-3000 

 

国際ロータリー日本事務所  
  〒108-0073 東京都港区三田 1-4-28 三田国際ビル 24F 

業務時間 9:30~17:30  https://my.rotary.org/ja  Fax 共通番号 03-5439-0405 
 

クラブ・地区支援室（国際ロータリーと国内クラブおよび地区との連絡事務） 
℡ 03-5439-5800 E-mail rijapan@rotary.org 

 
財団室（ロータリー財団と国内クラブおよび地区との連絡事務・認証処理） 
℡ 03-5439-5805 E-mail RIJPN-TRF@rotary.org 

 
経理室（国際ロータリーおよびロータリー財団に関する入出金管理） 
℡ 03-5439-5803 E-mail rijpnfs@rotary.org 

 
業務推進・IT 室（国際ロータリーおよびロータリー財団の取り扱う資料に関する問い合わせ） 
℡ 03-5439-5802 E-mail rijpnpi@rotary.org 

 

公益財団法人ロータリー日本財団 
〒108-0073 東京都港区三田 1-4-28 三田国際ビル 24F 
℡ 03-5439-5806 Fax 03-5439-0405 http://piif-rfj.org メールは日本事務所と同じ 

 

(財)ロータリー米山記念奨学会 
〒105-0011 東京都港区芝公園 2-6-15 黒龍芝公園ビル 
℡ 03-3434-8681 Fax 03-3578-8281 E-mail mail@rotary-yoneyama.or.jp 

 

米山梅吉記念館 
〒411-0941 静岡県駿東郡⾧泉町上土狩 346-1 ℡ 055-986-2946 Fax 055-989-5101 

 

ガバナー会 
 〒105-0011 東京都港区芝公園 2-6-15 黒龍芝公園ビル 4F 
 ℡ 03-3433-6497 Fax03-3433-7395 E-mail govkai@orange.ocn.ne.jp 

 

一般社団法人 国際ロータリー日本青少年交換多地区合同機構(RIJYEM) 
  〒105-0011 東京都港区芝公園 2-6-15 黒龍芝公園ビル 4F  https://rijyec.org/ 
  ℡ 03-6431-8106 Fax 03-6431-8107 E-mail rijyem@air.ocn.ne.jp 
  

ロータリーの友 
  〒105-0011 東京都港区芝公園 2-6-15 黒龍芝公園ビル 4F 
  ℡03-3436-6651 Fax 03-3436-5956 https://rotary-no-tomo.jp/  

編集部メール hensyu@rotary-no-tomo.jp 
 

ロータリー文庫 
 〒105-0011 東京都港区芝公園 2-6-15 黒龍芝公園ビル 3F 
 ℡ 03-3433-6456 Fax 03-3459-7506 http://www.rotary-bunko.gr.jp 
E-mail rotary-bunko@msj.biglobe.ne.jp 
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